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は じ め に

平成２０年４月、県が策定した「鳥取県がん対策推進計画」は、平成２４年度までの５カ年の全体目標

として、国と同様に「がんによる７５歳未満の死亡率２０％」減少を掲げ、早期発見のため各がん検診の

受診率を５０％まで引き上げることとしています。

厚生労働省が発表した平成２２年度全国がん検診実績報告によると、全国１，６９６市区町村のうち、が

ん検診受診率５０％以上の市区町村は、「胃がん」２８、「肺がん」１７９、「大腸がん」５２、「子宮がん」１１０、

「乳がん」８６でありました。「胃がん」と「肺がん」は平成２１年度に比べ少し減少し、それ以外の検

診は前年度を上回っています。

鳥取県の受診率は、「胃がん」では全国平均９．６％に比べ２３％とかなり上回り、他部位のがん検診に

おいても良い成績でありますが、目標の５０％達成には難しい状況です。

更に、平成２３年１２月、国立がん研究センターが発表した平成２２年「がん７５歳未満年齢調整死亡率（１０

万人対）」によると、鳥取県は全国ワースト２位でありました。

死亡率の年次推移は全国平均、鳥取県とも減少傾向にありますが、鳥取県は全国平均より高く推移

しており、部位別でみると、男性では肺がんや胃がんが多く、女性では大腸がんが多く、また乳がん

は、全国平均は大きな変動はないが、鳥取県は平成１３年の６．９％に比べ、平成２２年は１４．５％と倍増し

ています。肝及び肝内胆管がんも高かったという結果です。

また、平成２２年に行った「国民健康・栄養調査」によると、県民の喫煙率は全国第３位と高く、１

日の歩数は全国に比べかなり少なく、運動の習慣のある人の割合も全国平均を下回り、１日当たりの

野菜摂取量も少ないという調査結果が出ており、これらのことから一次予防を含め、総合的な検証を

行っていく必要があると考えます。

この報告を受けた「鳥取県がん対策県民会議」は、平成２４年に『がん対策推進評価専門部会』を設置

し、全国に比べがん死亡率が高い要因の究明や今後取るべき有効な対策について検討を開始しました。

健対協においても、がん検診の部位別の要精検率、精検受診率、がん発見率等のプロセス指標によ

る評価等を通して、早急に検診の質、精度管理の盲点の検討を行い、原因の解明と対策を進めていく

ことが重要であり、このことが、県民の健康対策を担う健対協の役割と考えます。

平成２４年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 岡 本 公 男
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�．平成２２年度各がん検診事業実績



指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数

※１ 対象者数については、平成２０年度から全市町村共通で以下の算式により推計対象者数を算出

することとしている。
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４０歳以上（子宮がん検診は２０歳以上）・男女ごとに、以下の計算式で算出した人数を「推

計対象者数」とする。

各係数は直近の国勢調査において報告された人数を用いる。

推 計
対象者数 ＝ 市区町村

人 口 －（ 就業者数 － 農林水産業
従 業 者 数 ）

（「市町村がん検診事業の充実強化について」平成２１年３月厚生労働省総務

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上

乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）

子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。

肝炎ウイルス検査：以下に該当する者を対象者とする。

（１） 節目検診：健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、４０歳の者

（２） 節目外検診：上記以外の健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、�基本健康診

査で肝機能（GPT値）により要指導と診断された者。�平成１４年～平成１８年度までの本事業か

らに基づく肝炎ウイルス検査の対象者であって、受診の機会を逸した者。

２．受診者数：検診を受診した人数

３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合

４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数

５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合

６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数

７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合

８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数

子宮がん検診の場合、異形成と子宮内膜増殖症はがん疑いとして集計します。

９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合

１０．陽性反応適中度：精密検査受診者のうち、がんとされた者の割合

１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に

おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合

３



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として厚生労働省が示す算式により算定し

た推計値）は１８８，１８６人のうち、受診者数はＸ線検査１６，０８２人、内視鏡検査は２７，２１４人で合計４３，２９６

人、受診率は２３．０％で前年度に比べ微増であった。受診者数全体のうち、内視鏡検査の実施割合は

６２．９％で、年々増加している。

検査の結果、胃がんであった者は１４２人発見され（Ｘ線検査２３人、内視鏡検査１１９人）、がん発見率

は０．３３％であった。平成２１年度全国平均がん発見率０．１６％に比べ高い。例年と同様な傾向である。

Ｘ線検査でのがん発見率は０．１４％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．４４％で約３倍も高い。

陽性反応適中度（がん／精検受診率）はＸ線検査２．２％である。また、内視鏡検査の陽性反応適中度

はがんを組織診実施者数で割った率で求めたところ６．０％であった。

確定調査の結果、確定癌は１３８例、発見癌率は０．３２％であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は１６，０８２人で、受診率は８．５％で年々減少傾向である。

一次検診の要精検者は１，２５９人で、要精検率は７．８％。このうち、精密検査を受診したのは１，０４９人、

精検受診率は８３．３％であった。集団検診の要精検率６．５％、医療機関検診は１２．３％で、依然として

中部が２７．８％と非常に高いことが課題である。撮影手技のスキルアップ、読影体制の改善を図る

必要がある。

精検結果は、胃がんであった者は２３人で、胃がん発見率は０．１４％であった。

（２） 内視鏡検査は、１６市町村で実施され、受診者数は２７，２１４人で、検査結果は胃がんであった者は

１１９人が発見され、発見率は０．４４％であった。

内視鏡検査の組織診実施者数１，９９４人で、組織診実施率７．３％で、市町村ごとで実施率がばらつ

いており、地域格差がある。

２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
胃がん取扱規約の２０１０年３月改訂版が出されたことに伴い、平成２２年度確定調査より「検診発見胃

がん患者個人票」様式の変更を行った。その結果、壁深達度、リンパ節転移等が変更となった。

平成２２年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは１３８

例（一次検査がＸ線検査：車検診１６例、施設検診６例、一次検査内視鏡検査：１１６例）であった。発

見癌率は０．３１９％であった。

調査結果は以下のとおりである。

（１） 早期癌は１１０例、進行癌は２８例であった。早期癌率は７９．７％で、東部８６．８％、中部７５．０％、西部

７２．０％であった。

（２） 切除例は１３２例で、そのうち内視鏡切除が５６例で全体の約４２．４％を占め、増えている。

非切除例が６例で、手術拒否１例、手術不能５例であった。

（３） 性・年齢別では、男性９０例、女性４８例であった。８０歳以上が全体の２６．１％を占めている。

（４） 早期癌では「�c」が４９．１％で大半を占めている。進行癌では「１」、「２」で４６．４％を占めてい

る。また、分類不能の「５」が７例あり、全体の２５．０％も占めた。

（５） 切除例の深達度では「t１」が１０５例で、そのうちt１aが７３例であった。

（６） 切除例の大きさは２�以内が４３．２％であった。車検診では４２．９％、施設検診では５０．０％、内視

鏡検査では４２．９％で、小さいものが多く見つかっている。

４



（７） 早期癌の占拠部位では小弯が多くなっている。内視鏡検査ではＸ線検査では見つかりにくい、

前壁が多くなっている。

（８） 肉眼での進行度は、Ｘ線検査ではstage �aが１６例で７２．７％、内視鏡検査ではstage �aが８６例で

７６．１％、stage �bが９例で７．９％であった。

（９） 前年度受診歴を有する進行癌は、東部４件、中部２件、西部３件であった。

内視鏡検診が開始され約１０年経過し、早期癌が多く発見され、内視鏡切除も増えている。

５



0

10

20

30

50

70

40

60

90

80

％
受診率・要精検率・精検受診率の推移

H17 H18 H19 H20
受診率（X線＋内視鏡） 要精検率（X線） 精検受診率（X線）

80.4 83.0

9.3 7.5

26.0

79.2

8.2

25.8 22.7

81.6

7.5

22.7

83.3

7.8

23.0

80.3

10.2

25.4

H22H21
0.20

0.25

0.30

0.35

0.40
％

胃がん発見率・確定がん率の推移

H17 H18 H19 H20
胃がん発見率（X線＋内視鏡） 確定がん発見率（X線＋内視鏡）

0.37

0.32

0.36 0.35

0.37

0.37
0.36

0.34
0.33
0.33

0.33

0.38

H22H21

（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
１７ 年 度 １８ 年 度 １９ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １７７，４２８ １７４，０５１ １７１，５３０

受 診 者 数（人） Ｂ ２５，７８４１９，３３９ ４５，１２３ ２３，２４７２１，９４５ ４５，１９２ ２０，５０７２３，７６５ ４４，２７２

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ １４．５ １０．９ ２５．４ １３．４ １２．６ ２６．０ １２．０ １３．９ ２５．８

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２３，１５６ ２１，０８５ １８，８１８

要 精 検 者 数（人） Ｅ ２，６２８ ２，１６２ １，６８９

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ １０．２ ９．３ ８．２

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ２，１０９ １，７３８ １，３３７

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８０．３ ８０．４ ７９．２

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ５３（７）１０９（３８） １６２（４５）４６（１１）１１２（３２） １５８（４３） ３５（６）１３１（３１） １６６（３７）

胃がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２１ ０．５６ ０．３６ ０．２０ ０．５１ ０．３５ ０．１７ ０．５５ ０．３７

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ２．５ ２．６ ２．６

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ５３ １１７ １７０ ４９ １１７ １６６ ３６ １２６ １６２

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２１ ０．６ ０．３８ ０．２１ ０．５３ ０．３７ ０．１８ ０．５３ ０．３７

区 分
２０ 年 度 ２１ 年 度 ２２ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １８８，１８６ １８８，１８６ １８８，１８６

受 診 者 数（人） Ｂ １８，０９９２４，７００ ４２，７９９ １７，３５２２５，４４９ ４２，８０１ １６，０８２２７，２１４ ４３，２９６

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ９．６ １３．１ ２２．７ ９．２ １３．５ ２２．７ ８．５ １４．５ ２３．０

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １６，７３６ １６，０５２ １４，８２３

要 精 検 者 数（人） Ｅ １，３６３ １，３００ １，２５９

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ７．５ ７．５ ７．８

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ １，１３１ １，０６１ １，０４９

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８３．０ ８１．６ ８３．３

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ３１（５）１１３（４４） １４４（４９） ２９（６）１１４（３５） １４３（４１） ２３（２）１１９（３５） １４２（３７）

胃がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１７ ０．４６ ０．３４ ０．１７ ０．４５ ０．３３ ０．１４ ０．４４ ０．３３

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ２．７ ２．７ ２．２

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ３１ １２２ １５３ ２８ １１３ １４１ ２２ １１６ １３８

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１７ ０．４９ ０．３６ ０．１６ ０．４４ ０．３３ ０．１４ ０．４３ ０．３２

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者を分母として算出
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

６



（２） 平成２２年度胃がんＸ線検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）

ａ

一次検診
受診者数（人）

ｂ

受診率（％）

ｃ＝ｂ／ａ

一次検診結果 要精検率（％）

ｅ＝ｄ／ｂ
要精検者数
ｄ

異常認めず

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１１５ ４，２０７ ２５５ ４６３ １２．１ １１．０ １１．４ １７ ２０ ２３８ ４４３ ６．７ ４．３ ５．２

４５～４９歳 ２，５６０ ４，４６０ ２１０ ４８６ ８．２ １０．９ ９．９ １３ １９ １９７ ４６７ ６．２ ３．９ ４．６

５０～５４歳 ３，６３５ ６，５１８ ２５６ ７３９ ７．０ １１．３ ９．８ １７ ４１ ２３９ ６９８ ６．６ ５．５ ５．８

５５～５９歳 ５，１７０ ９，６３０ ４８５ １，０３３ ９．４ １０．７ １０．３ ３６ ６７ ４４９ ９６６ ７．４ ６．５ ６．８

６０～６４歳 ８，３１３ １２，７３５ １，０８８ １，９４６ １３．１ １５．３ １４．４ １０３ １１５ ９８５ １，８３１ ９．５ ５．９ ７．２

６５～６９歳 １０，８２６ １５，５２９ １，１４９ １，５８１ １０．６ １０．２ １０．４ １１８ １０４ １，０３１ １，４７７ １０．３ ６．６ ８．１

７０～７４歳 １２，９５５ １８，２４８ １，１５６ １，６４３ ８．９ ９．０ ９．０ １３６ １１６ １，０２０ １，５２７ １１．８ ７．１ ９．０

７５～７９歳 １１，８８５ １８，１６５ ８７７ １，３０７ ７．４ ７．２ ７．３ ９１ １０６ ７８６ １，２０１ １０．４ ８．１ ９．０

８０歳以上 １２，０５１ ２９，１８４ ６５８ ７５０ ５．５ ２．６ ３．４ ７４ ６６ ５８４ ６８４ １１．２ ８．８ ９．９

計 ６９，５１０ １１８，６７６ ６，１３４ ９，９４８ ８．８ ８．４ ８．５ ６０５ ６５４ ５，５２９ ９，２９４ ９．９ ６．６ ７．８

合 計 １８８，１８６ １６，０８２ ８．５ １，２５９ １４，８２３ ７．８

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数（人）
ｆ

精密検査
受診率（％）
ｇ＝ｆ／ｄ

精密検査結果
胃がん発見率（％）

ｉ＝ｈ／ｂ

陽性反応適中度（％）

ｊ＝ｈ／ｆ
異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
ｈ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １０ １８ ５８．８ ９０．０ ７５．７ ３ ５ ７ １３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １１ １８ ８４．６ ９４．７ ９０．６ ２ ６ ９ １２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 １１ ３５ ６４．７ ８５．４ ７９．３ ２ ９ ９ ２５ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．１３５ ０．１０１ ０．０ ２．９ ２．２

５５～５９歳 ２７ ５９ ７５．０ ８８．１ ８３．５ １０ １４ １６ ４３ ０ ０ １ ２ ０．２０６ ０．１９４ ０．１９８ ３．７ ３．４ ３．５

６０～６４歳 ７３ ９９ ７０．９ ８６．１ ７８．９ １５ ２０ ５５ ７９ １ ０ ２ ０ ０．１８４ ０．０００ ０．０６６ ２．７ ０．０ １．２

６５～６９歳 ９９ ９２ ８３．９ ８８．５ ８６．０ ２２ １６ ７３ ７４ ０ １ ４ １ ０．３４８ ０．０６３ ０．１８３ ４．０ １．１ ２．６

７０～７４歳 １１１ １０３ ８１．６ ８８．８ ８４．９ ２０ ２８ ８８ ７５ ０ ０ ３ ０ ０．２６０ ０．０００ ０．１０７ ２．７ ０．０ １．４

７５～７９歳 ７７ ９３ ８４．６ ８７．７ ８６．３ １０ １８ ６４ ７４ ０ ０ ３ １ ０．３４２ ０．０７７ ０．１８３ ３．９ １．１ ２．４

８０歳以上 ５６ ５７ ７５．７ ８６．４ ８０．７ １５ ７ ３９ ４７ ０ ０ ２ ３ ０．３０４ ０．４００ ０．３５５ ３．６ ５．３ ４．４

計 ４７５ ５７４ ７８．５ ８７．８ ８３．３ ９９ １２３ ３６０ ４４２ １ １ １５ ８ ０．２４５ ０．０８０ ０．１４３ ３．２ １．４ ２．２

合 計 １，０４９ ８３．３ ２２２ ８０２ ２ ２３ ０．１４３ ２．２

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数（人）

a′

一次検診結果
要精検率（％）

c′＝b′／a′
要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ４，６７５ ７，４９４ ３８２ ４０８ ４，２９３ ７，０８６ ８．２ ５．４ ６．５

中国労働衛生協会 １２４ １５７ １６ ７ １０８ １５０ １２．９ ４．５ ８．２

病 院 ３６９ ７０８ ８６ １０３ ２８３ ６０５ ２３．３ １４．５ １７．５

診 療 所 ９６６ １，５８９ １２１ １３６ ８４５ １，４５３ １２．５ ８．６ １０．１

計 ６，１３４ ９，９４８ ６０５ ６５４ ５，５２９ ９，２９４ ９．９ ６．６ ７．８

合 計 １６，０８２ １，２５９ １４，８２３ ７．８

７
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精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.2％

胃がん
2.2％

異常認めず
21.2％

その他の疾病
76.5％

非上皮性悪性腫瘍
0.2％

その他の胃良性疾患
57.1％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

14.6％

胃腺腫（異型上皮）
1.4％

胃ポリープ
24.6％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

2.1％

検診機関別要精検率の推移（％）

一次検診機関 １８年 度 １９年 度 ２０年 度 ２１年 度 ２２年 度

保 健 事 業 団 ７．９ ６．６ ６．０ ６．４ ６．５

中国労働衛生協会 １１．９ ９．５ ８．９ １１．５ ８．２

集 団 検 診 小 計 ８．０ ６．６ ６．１ ６．５ ６．５
病 院 １９．０ １７．３ １６．２ １５．３ １７．５

診 療 所 ９．３ ９．８ ９．１ ９．１ １０．１

医療機関検診小計 １１．８ １１．９ １１．３ １０．７ １２．３

合 計 ９．３ ８．２ ７．５ ７．５ ７．８

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検査
受診者数（人）
d′

精密検査受診率
（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′

陽性反応適中度（％）

h′＝f′／d′
異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ２９９ ３６５ ７８．３ ８９．５ ８４．１ ７３ ７７ ２１５ ２８３ １ ０ １０ ５ ０．２１４ ０．０６７ ０．１２３ ３．３ １．４ ２．３

中国労働
衛生協会 １２ ６ ７５．０ ８５．７ ７８．３ ５ ３ ５ ３ ０ ０ ２ ０ １．６１３ ０．０００ ０．７１２ １６．７ ０．０ １１．１

集団検診
小 計 ３１１ ３７１ ７８．１ ８９．４ ８３．９ ７８ ８０ ２２０ ２８６ １ ０ １２ ５ ０．２５０ ０．０６５ ０．１３７ ３．９ １．３ ２．５

病 院 ６６ ８６ ７６．７ ８３．５ ８０．４ ８ ２１ ５６ ６５ ０ ０ ２ ０ ０．５４２ ０．０００ ０．１８６ ３．０ ０．０ １．３

診 療 所 ９８ １１７ ８１．０ ８６．０ ８３．７ １３ ２２ ８４ ９１ ０ １ １ ３ ０．１０４ ０．１８９ ０．１５７ １．０ ２．６ １．９

医療機関
検診小計 １６４ ２０３ ７９．２ ８４．９ ８２．３ ２１ ４３ １４０ １５６ ０ １ ３ ３ ０．２２５ ０．１３１ ０．１６５ １．８ １．５ １．６

計 ４７５ ５７４ ７８．５ ８７．８ ８３．３ ９９ １２３ ３６０ ４４２ １ １ １５ ８ ０．２４５ ０．０８０ ０．１４３ ３．２ １．４ ２．２

合 計 １，０４９ ８３．３ ２２２ ８０２ ２ ２３ ０．１４３ ２．２

８
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Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
５６
，２
０３

１
，８
６９

１
，７
５０

３
，６
１９

６
．４

１３
８

２４
１

３７
９

１０
．５

３０
８

８１
．３

４３
２５
８

０
７

２６
５

０
．１
９３

２
．３

米
子
市
４１
，７
１８

６９
３

１
，３
１１

２
，０
０４

４
．８

３７
１２
７

１６
４

８
．２

１３
８

８４
．１

３３
１０
２

０
３

１０
５

０
．１
５０

２
．２

倉
吉
市
１７
，３
２６

１
，２
０７

６７
１
，２
７４

７
．４

９３
１６

１０
９

８
．６

９０
８２
．６

１７
６９

１
３

７３
０
．２
３５

３
．３

境
港
市
１０
，８
８７

６４
２０
４

２６
８

２
．５

５
２２

２７
１０
．１

２６
９６
．３

４
２１

１
０

２２
０
．０
００

０
．０

岩
美
町

４
，７
８１

６９
９

１５
７１
４

１４
．９

４４
１０

５４
７
．６

５１
９４
．４

４
４５

０
２

４７
０
．２
８０

３
．９

八
頭
町

６
，６
１２

１
，４
４０

５６
１
，４
９６

２２
．６

１０
８

３
１１
１

７
．４

８６
７７
．５

２３
６２

０
１

６３
０
．０
６７

１
．２

若
桜
町

１
，８
６４

３０
２

０
３０
２

１６
．２

１７
０

１７
５
．６

１４
８２
．４

２
１２

０
０

１２
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

３
，３
４３

２４
４

１４
０

３８
４

１１
．５

１６
１１

２７
７
．０

２７
１０
０
．０

２
２３

０
２

２５
０
．５
２１

７
．４

湯
梨
浜
町

５
，８
５６

５９
７

１６
６１
３

１０
．５

３１
５

３６
５
．９

３０
８３
．３

８
２２

０
０

２２
０
．０
００

０
．０

三
朝
町

２
，７
５０

４３
６

０
４３
６

１５
．９

３０
０

３０
６
．９

２１
７０
．０

６
１５

０
０

１５
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

５
，６
９９

８２
２

１１
８３
３

１４
．６

５３
６

５９
７
．１

５１
８６
．４

１５
３５

０
１

３６
０
．１
２０

２
．０

琴
浦
町

７
，２
９８

１
，１
２７

３
１
，１
３０

１５
．５

７４
０

７４
６
．５

６４
８６
．５

２８
３５

０
１

３６
０
．０
８８

１
．６

南
部
町

４
，１
８８

４３
５

５９
４９
４

１１
．８

２０
５

２５
５
．１

２３
９２
．０

２
２１

０
０

２１
０
．０
００

０
．０

伯
耆
町

４
，５
０２

７８
６

０
７８
６

１７
．５

３７
０

３７
４
．７

２７
７３
．０

１２
１５

０
０

１５
０
．０
００

０
．０

日
吉
津
村

８９
７

２１
３

０
２１
３

２３
．７

４
０

４
１
．９

３
７５
．０

０
３

０
０

３
０
．０
００

０
．０

大
山
町

７
，６
８４

５６
０

０
５６
０

７
．３

３２
０

３２
５
．７

２６
８１
．３

８
１８

０
０

１８
０
．０
００

０
．０

日
南
町

３
，１
８２

４０
２

０
４０
２

１２
．６

２９
０

２９
７
．２

２５
８６
．２

３
２２

０
０

２２
０
．０
００

０
．０

日
野
町

１
，８
４３

３０
５

０
３０
５

１６
．５

２５
０

２５
８
．２

２３
９２
．０

４
１８

０
１

１９
０
．３
２８

４
．３

江
府
町

１
，５
５３

２４
９

０
２４
９

１６
．０

２０
０

２０
８
．０

１６
８０
．０

８
６

０
２

８
０
．８
０３

１２
．５

合
計
１８
８
，１
８６

１２
，４
５０

３
，６
３２

１６
，０
８２

８
．５

８１
３

４４
６

１
，２
５９

７
．８

１
，０
４９

８３
．３

２２
２

８０
２

２
２３

８２
７

０
．１
４３

２
．２

東
部
７２
，８
０３

４
，５
５４

１
，９
６１

６
，５
１５

８
．９

３２
３

２６
５

５８
８

９
．０

４８
６

８２
．７

７４
４０
０

０
１２

４１
２

０
．１
８４

２
．５

中
部
３８
，９
２９

４
，１
８９

９７
４
，２
８６

１１
．０

２８
１

２７
３０
８

７
．２

２５
６

８３
．１

７４
１７
６

１
５

１８
２

０
．１
１７

２
．０

西
部
７６
，４
５４

３
，７
０７

１
，５
７４

５
，２
８１

６
．９

２０
９

１５
４

３６
３

６
．９

３０
７

８４
．６

７４
２２
６

１
６

２３
３

０
．１
１４

２
．０

９



検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.1％

胃がん
0.4％

異常認めず
32.3％

その他の疾病
67.1％

非上皮性悪性腫瘍
0.1％

その他の胃良性疾患
61.0％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

10.2％

胃腺腫（異型上皮）
1.6％
胃ポリープ
23.2％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.1％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

4.4％

（３） 平成２２年度胃がん内視鏡検診結果

１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数（人）

ａ

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２１４ ４６２ ８９ ２０７ １２４ ２５５ ０ ０ １ ０ ０．４６７ ０．０００ ０．１４８

４５～４９歳 ２２４ ５６７ ８２ ２１６ １４２ ３４８ ０ ３ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

５０～５４歳 ３２２ ７３８ ９２ ２６５ ２２９ ４７２ ０ １ １ ０ ０．３１１ ０．０００ ０．０９４

５５～５９歳 ５５８ １，２０１ １６８ ４３０ ３８８ ７７０ ０ １ ２ ０ ０．３５８ ０．０００ ０．１１４

６０～６４歳 １，５４６ ２，７８７ ４２１ ９４５ １，１１２ １，８３５ ３ ２ １０ ５ ０．６４７ ０．１７９ ０．３４６

６５～６９歳 ２，０７７ ２，９４２ ５９４ １，０１０ １，４６６ １，９２５ ５ ０ １２ ７ ０．５７８ ０．２３８ ０．３７９

７０～７４歳 ２，１７７ ３，１６０ ５７２ １，０８０ １，５８６ ２，０６６ １ ４ １８ １０ ０．８２７ ０．３１６ ０．５２５

７５～７９歳 １，７９３ ２，６０７ ５４６ ８７８ １，２２９ １，７１９ ２ ２ １６ ８ ０．８９２ ０．３０７ ０．５４５

８０歳以上 １，５３８ ２，３０１ ４６０ ７３１ １，０５１ １，５５７ ７ ４ ２０ ９ １．３００ ０．３９１ ０．７５５

計 １０，４４９１６，７６５ ３，０２４ ５，７６２ ７，３２７ １０，９４７ １８ １７ ８０ ３９ ０．７６６ ０．２３３ ０．４３７

合 計 ２７，２１４ ８，７８６ １８，２７４ ３５ １１９ ０．４３７

２）検診機関別

一次検
診機関

一次検診
受診者数（人）

a′

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん

b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ２，９４０ ４，１９０ ４７３ ８１４ ２，４４２ ３，３６２ ６ ７ １９ ７ ０．６４６ ０．１６７ ０．３６５

診療所 ７，５０９１２，５７５ ２，５５１ ４，９４８ ４，８８５ ７，５８５ １２ １０ ６１ ３２ ０．８１２ ０．２５４ ０．４６３

計 １０，４４９１６，７６５ ３，０２４ ５，７６２ ７，３２７ １０，９４７ １８ １７ ８０ ３９ ０．７６６ ０．２３３ ０．４３７

合計 ２７，２１４ ８，７８６ １８，２７４ ３５ １１９ ０．４３７

１０



３）平成２２年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名

検 査 結 果 別 人 員

受診者数

（人）

組織診

実施者数

組織診

実施率

（％）

異 常

認めず

その他

の疾病
がん疑い がん 有所見者

がん発見率

（％）

陽性反応

適中度

（％）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｅ＋Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｇ／Ａ Ｊ＝Ｇ／Ｂ

鳥 取 市 １０，２６８ ９９７ ９．７ １，８７７ ８，３１３ ２０ ５８ ８，３９１ ０．５６５ ５．８

米 子 市 ９，６５３ ４２３ ４．４ ３，９２１ ５，６９２ ６ ３４ ５，７３２ ０．３５２ ８．０

倉 吉 市 １，０４６ １１５ １１．０ ５３８ ５０２ １ ５ ５０８ ０．４７８ ４．３

境 港 市 ２，１１９ １４４ ６．８ ９６４ １，１４７ ２ ６ １，１５５ ０．２８３ ４．２

岩 美 町 ２５１ ４１ １６．３ １０ ２４０ ０ １ ２４１ ０．３９８ ２．４

八 頭 町 ３５６ ２２ ６．２ ４９ ３０５ ０ ２ ３０７ ０．５６２ ９．１

若 桜 町 １２ ０ ０．０ ４ ８ ０ ０ ８ ０．０００ ０．０

智 頭 町 ３３２ １６ ４．８ ２３ ３０７ ０ ２ ３０９ ０．６０２ １２．５

湯梨浜町 ７３１ １０４ １４．２ ３８６ ３４０ ３ ２ ３４５ ０．２７４ １．９

三 朝 町 ８５ １ １．２ ５６ ２９ ０ ０ ２９ ０．０００ ０．０

北 栄 町 ２５８ ３３ １２．８ １３２ １２３ １ ２ １２６ ０．７７５ ６．１

琴 浦 町 ６２５ ３９ ６．２ ３３５ ２８６ １ ３ ２９０ ０．４８０ ７．７

南 部 町 ８１８ ３７ ４．５ １３４ ６８０ １ ３ ６８４ ０．３６７ ８．１

伯 耆 町 １９９ ０ ０．０ １９５ ４ ０ ０ ４ ０．０００ ０．０

日吉津村 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

大 山 町 ２４１ １２ ５．０ ３９ ２０２ ０ ０ ２０２ ０．０００ ０．０

日 南 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

日 野 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

江 府 町 ２２０ １０ ４．５ １２３ ９６ ０ １ ９７ ０．４５５ １０．０

合 計 ２７，２１４ １，９９４ ７．３ ８，７８６ １８，２７４ ３５ １１９ １８，４２８ ０．４３７ ６．０

東 部 １１，２１９ １，０７６ ９．６ １，９６３ ９，１７３ ２０ ６３ ９，２５６ ０．５６２ ５．９

中 部 ２，７４５ ２９２ １０．６ １，４４７ １，２８０ ６ １２ １，２９８ ０．４３７ ４．１

西 部 １３，２５０ ６２６ ４．７ ５，３７６ ７，８２１ ９ ４４ ７，８７４ ０．３３２ ７．０

１１



（４） 平成２２年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名
対象者数

（人）

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果および内視鏡検査結果別人員

Ｘ 線

受診者

内視鏡

受診者
計

受診率

（％）

異 常

認めず

その他

の疾病

が ん

疑 い
が ん

有 所

見 者

がん発見率

（％）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｅ＝Ｄ／Ａ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ Ｋ＝Ｉ／Ｄ

鳥 取 市 ５６，２０３ ３，６１９ １０，２６８ １３，８８７ ２４．７ １，９２０ ８，５７１ ２０ ６５ ８，６５６ ０．４６８

米 子 市 ４１，７１８ ２，００４ ９，６５３ １１，６５７ ２７．９ ３，９５４ ５，７９４ ６ ３７ ５，８３７ ０．３１７

倉 吉 市 １７，３２６ １，２７４ １，０４６ ２，３２０ １３．４ ５５５ ５７１ ２ ８ ５８１ ０．３４５

境 港 市 １０，８８７ ２６８ ２，１１９ ２，３８７ ２１．９ ９６８ １，１６８ ３ ６ １，１７７ ０．２５１

岩 美 町 ４，７８１ ７１４ ２５１ ９６５ ２０．２ １４ ２８５ ０ ３ ２８８ ０．３１１

八 頭 町 ６，６１２ １，４９６ ３５６ １，８５２ ２８．０ ７２ ３６７ ０ ３ ３７０ ０．１６２

若 桜 町 １，８６４ ３０２ １２ ３１４ １６．８ ６ ２０ ０ ０ ２０ ０．０００

智 頭 町 ３，３４３ ３８４ ３３２ ７１６ ２１．４ ２５ ３３０ ０ ４ ３３４ ０．５５９

湯梨浜町 ５，８５６ ６１３ ７３１ １，３４４ ２３．０ ３９４ ３６２ ３ ２ ３６７ ０．１４９

三 朝 町 ２，７５０ ４３６ ８５ ５２１ １８．９ ６２ ４４ ０ ０ ４４ ０．０００

北 栄 町 ５，６９９ ８３３ ２５８ １，０９１ １９．１ １４７ １５８ １ ３ １６２ ０．２７５

琴 浦 町 ７，２９８ １，１３０ ６２５ １，７５５ ２４．０ ３６３ ３２１ １ ４ ３２６ ０．２２８

南 部 町 ４，１８８ ４９４ ８１８ １，３１２ ３１．３ １３６ ７０１ １ ３ ７０５ ０．２２９

伯 耆 町 ４，５０２ ７８６ １９９ ９８５ ２１．９ ２０７ １９ ０ ０ １９ ０．０００

日吉津村 ８９７ ２１３ ０ ２１３ ２３．７ ０ ３ ０ ０ ３ ０．０００

大 山 町 ７，６８４ ５６０ ２４１ ８０１ １０．４ ４７ ２２０ ０ ０ ２２０ ０．０００

日 南 町 ３，１８２ ４０２ ０ ４０２ １２．６ ３ ２２ ０ ０ ２２ ０．０００

日 野 町 １，８４３ ３０５ ０ ３０５ １６．５ ４ １８ ０ １ １９ ０．３２８

江 府 町 １，５５３ ２４９ ２２０ ４６９ ３０．２ １３１ １０２ ０ ３ １０５ ０．６４０

合 計 １８８，１８６ １６，０８２ ２７，２１４ ４３，２９６ ２３．０ ９，００８ １９，０７６ ３７ １４２ １９，２５５ ０．３２８

東 部 ７２，８０３ ６，５１５ １１，２１９ １７，７３４ ２４．４ ２，０３７ ９，５７３ ２０ ７５ ９，６６８ ０．４２３

中 部 ３８，９２９ ４，２８６ ２，７４５ ７，０３１ １８．１ １，５２１ １，４５６ ７ １７ １，４８０ ０．２４２

西 部 ７６，４５４ ５，２８１ １３，２５０ １８，５３１ ２４．２ ５，４５０ ８，０４７ １０ ５０ ８，１０７ ０．２７０
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表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計

男 ２ ３ ２８ ３５ ２２ ９０

女 ０ ３ １４ １７ １４ ４８

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

� １ １ ２ ０ ０ ３ １ ０ ４ １２ １０．９％

�a ０ ０ １０ １ ０ ２ ０ ０ ５ １８ １６．４％

�c ３ ０ ２６ １ ０ ５ １ １ １７ ５４ ４９．１％

�c＋� ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １．８％

�a＋�c １ ０ ８ ０ ０ １ １ １ ４ １６ １４．５％

そ の 他 １ １ ３ １ ０ １ ０ ０ １ ８ ７．３％

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０％

計 ６ ３ ５０ ３ ０ １２ ３ ２ ３１ １１０

（５） 平成２２年度胃がん検診発見患者確定調査結果について

表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

８ ３ ５７ ５ ０ １５ ３ ３ ４４
１３８

０．１７６ ０．１５３ ０．５０８ ０．１１９ ０．０００ ０．５４６ ０．０８１ ０．１９１ ０．３３２

６８ ２０ ５０
０．３８３ ０．２８４ ０．２７０ ０．３１９

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

６ ３ ５０ ３ ０ １２ ３ ２ ３１
１１０

５９ １５ ３６
８６．８ ７５．０ ７２．０ ７９．７

進 行 癌 数 ２ ０ ７ ２ ０ ３ ０ １ １３ ２８

切 除 例 ７ ３ ５５ ４ ０ １５ ３ ２ ４３ １３２
内視鏡切除例 ２ １ ３０ １ ０ ６ ２ １ １３ ５６

非 切 除 例 １ ０ ２ １ ０ ０ ０ １ １ ６

手術拒否：１ 手術不能：５

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

１ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ３ １０．７％

２ １ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １ ５ １０ ３５．７％

３ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ６ ２１．４％

４ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ７．１％

５ １ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ４ ７ ２５．０％

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０％

計 ２ ０ ７ ２ ０ ３ ０ １ １３ ２８
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表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部

計
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

t１
t１a ２ １ ３９ ２ ０ ７ ３ ２ １７ ７３

t１b ４ １ １０ １ ０ ５ ０ ０ １１ ３２

t２
t２ ０ １ ３ ０ ０ １ ０ ０ ５ １０

t３ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ３ ７

t３ t４a １ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ５ ９

t４ t４b ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

計 ７ ３ ５６ ５ ０ １５ ３ ２ ４１ １３２

不 明 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ３ ６

表６ 切除例の大きさ

� ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 検 診 １ ５ ６ ４２．９％ ３ ５ １４ ２

施 設 検 診 １ ２ ３ ５０．０％ ３ ０ ６ ０

内視鏡検診 １７ ３１ ４８ ４２．９％ ４８ １６ １１２ ４

計 １９ ３８ ５７ ４３．２％ ５４ ２１ １３２ ６

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ０ ０ ２４

Ｍ ６ １ ３６

Ｌ ６ ４ ３１

全 体 ０ ０ ０

計 １２ ５ ９１

不 明 ０ ０ ２

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ５ ３ ４２

大 弯 ３ １ １５

前 壁 ２ １ １８

後 壁 ２ ０ １６

全 周 ０ ０ ０

計 １２ ５ ９１

不 明 ０ ０ ２

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ０ ９

Ｍ ３ １ ６

Ｌ ０ ０ ８

全 体 ０ ０ ０

計 ４ １ ２３

不 明 ０ ０ ０

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ０ １ １０

大 弯 １ ０ ３

前 壁 １ ０ ０

後 壁 １ ０ ７

全 周 １ ０ ３

計 ４ １ ２３

不 明 ０ ０ ０
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表８ 発見胃癌の進行度

stage

東 部 中 部 西 部 計 計

車

検診

施設

検診

内視鏡

検 診

車

検診

施設

検診

内視鏡

検 診

車

検診

施設

検診

内視鏡

検 診

車

検診

施設

検診

内視鏡

検 診
Ｘ 線 内 視 鏡

�ａ ６ ２ ４６ ３ ０ １２ ３ ２ ２８ １２ ４ ８６ １６ ７２．７％ ８６ ７６．１１％

�ｂ ０ ０ ５ ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０ ９ ０ ０．０％ ９ ７．９６％

�ａ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ １ ４ １ ４．５％ ４ ３．５４％

�ｂ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ４ １ ０ ５ １ ４．５％ ５ ４．４２％

�ａ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ３ １ ４．５％ ３ ２．６５％

�ｂ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０．０％ ２ １．７７％

�ｃ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０．０％ ２ １．７７％

� １ ０ １ １ ０ ０ ０ １ １ ２ １ ２ ３ １３．６％ ２ １．７７％

計 ８ ３ ５６ ５ ０ １５ ３ ３ ４２ １６ ６ １１３ ２２１００．０％ １１３１００．０％

不明 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ３ ０ ３

表９ 前年度受診歴を有する進行胃癌症例

地区 検診 歳 性 型 深達度 組織型
大きさ

（�）
占拠部位 Stage 前年度受診結果

東部

車 ７９ 男 ５ t４a tub２ ６０×３０ Ｕ 後壁 �b 車 異常なし

施 ６２ 男 ５ t２ tub２ １５×１４ Ｌ 小弯 �a 内視鏡 異常なし

内
６０ 男 ２ t２ tub２ ５５×３５ Ｍ 小弯 �a 内視鏡 小弯吻合部潰瘍・要治療

８４ 女 ３ t４b por１ ７０×４５ Ｕ 後壁大弯 �c 内視鏡 胃ポリープ・要精査

中部 車
８７ 男 １ t４a tub２ 切除不能 Ｍ 小弯 � 車 異常なし

５７ 女 ４ t４a sig ８０×８０ ML 大弯 �a 車 異常なし

西部 内

６４ 男 ５ t４a por２ ３０×３０ Ｌ 小弯 �a 内視鏡 胃腺種・要精査（未受診）

６３ 女 ３ t４a sig ３１×２９ UM 大弯 � 内視鏡 胃ポリープ・精査不要

６８ 女 ３ t４a por１ ３０×２５ UM 小弯 �b 内視鏡 胃ポリープ・要精査（未受診）
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２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮頸部がん検診実績
平成２２年度の対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式に

より算定した推計数）１３９，２３２人のうち、受診者数２８，４５３人で、受診率２０．４％であった。平成２１年度

より受診者数は１，５１０人増加し、受診率も１．０ポイント増加した。その要因は２０歳代、３０歳代の受診者

数が前年度に比べ１，３７０人増加したことによる。特に、平成２１年度より無料クーポン券を配布された

こと、郵送により個別通知の受診勧奨を行ったこと等により、鳥取市、米子市の若年層の受診者数が

増加した。また、若年層の増加により初回受診者が増え、過去３年間に検診を受診している経年受診

者割合は６６．３％で、前年度より６．３ポイントも減少した。

要精検者数２９３人（判定不能で再検未実施となった者７１人を含む）、要精検率１．０３％、そのうち、精

検受診者数１９２人、精検受診率６５．５％であった。平成２１年度より要精検者数は９３人増加し、要精検率

も０．２９ポイント増加した。精検受診率は２４．０ポイントも大幅に減少した。

平成２２年度から細胞診判定がベセスダシステムとなったことに伴い、集計方法を変更したため、要

精検の中に、判定不能で再検未実施となった者を含んだ数を計上することとなった。その結果、要精

検者の増加と、精検受診者の減少をきたしたものと考えられる。

精検結果は、がん２０人、がん発見率（がん／受診者数）は０．０７％、陽性反応適中度（がん／精検受

診者数）は１０．４％であった。異形成は１０５人（軽度６９人、高度３６人）であった。平成２１年度に比べ、

がんは５人増加し、異形成は５人多く見つかっている。

４０歳未満の要精検率が高く、３０歳代のがんは平成２１年度に比べ９人も多く発見され、がん発見率も

高かった。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者２８，４３５人中、体部がん検診対象者数は７０７人、一次検診会場での受診者は６０８人

であった。一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者は６３人、受診者の合計は６７１人、受

診率は９４．９％であった。

一次検診の結果、要精検となった者２人、要精検率０．３３％、精密検査受診者数は１人、精検受診率

５０．０％であった。精検の結果、子宮体部がんが１人、また医療機関での別途受診者から子宮体部がん

が１人発見され、合わせると、がん発見率は０．３０％であった。陽性反応適中度は１００．０％であった。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
１）子宮頸部癌

平成２２年度は子宮頸部癌１８名で、０期１２例、�a期が３例、�b期以上が３例であった。なお、�b

期以上３例の検診歴は、初回２例、２年前受診１例であった。

異形成は１０５例だった。

２）子宮体部癌

子宮体部癌は２例、子宮内膜増殖症は０例であった。

４．その他
１）平成２２年度妊婦健康診査における子宮頚部がん検診受診状況について

平成２２年度妊婦健康診査受診者４，９２１人中、子宮頸部がん検診受診者数４，７５２人、受診率９６．６％で、

要精検者数７２人、要精検率１．５％であった。市町村が把握できた精検結果は６６人で、そのうちがんが

２人、異形成が３２人であった。
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受診率・精検受診率の推移

H17 H18 H19 H20
受診率 精検受診率

87.6 83.3
89.5

65.5

17.5 18.1

87.6 90.2

18.7 17.4 19.4 20.4

H22H21

0.10

0.01

10.00

1.00

％
要精検率・子宮頸部がん発見率・確定がん率の推移

H17 H18 H19
子宮頸部がん発見率 確定がん率要精検率

0.34
0.74 1.03

0.36 0.40

0.07 0.06 0.07

0.05 0.06
0.04

0.06

0.36

0.02
0.05

0.05

0.02
0.04

H22H21H20

（１） 子宮頸部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

一 次 検 診
対 象 者 数（人） Ａ １３９，２０３ １３３，２５０ １３０，７９６ １３９，２３２ １３９，２３２ １３９，２３２
受 診 者 数（人） Ｂ ２４，４１６ ２４，１５０ ２４，４５０ ２４，２０７ ２６，９４３ ２８，４５３
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ １７．５ １８．１ １８．７ １７．４ １９．４ ２０．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２４，３２７ ２４，０５４ ２４，３６１ ２４，１２５ ２６，７４３ ２８，０９８
要 精 検 者 数（人） E ８９ ９６ ８９ ８２ ２００ ２９３
判 定 不 能（人） Ｆ ― ― ― ― ― ６２
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ０．３６ ０．４０ ０．３６ ０．３４ ０．７４ １．０３

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｈ ７８ ８０ ７８ ７４ １７９ １９２
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８７．６ ８３．３ ８７．６ ９０．２ ８９．５ ６５．５

精密検査結果
子宮がんの者（人） Ｊ １０（４２） １６（３６） ５（３５） １１（３２） １５（１００） ２０（１０５）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０４ ０．０７ ０．０２ ０．０５ ０．０６ ０．０７
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｈ １２．８ ２０．０ ６．４ １４．９ ８．４ １０．４

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｍ ９ １５ ４ １１ １４ １８
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．０４ ０．０６ ０．０２ ０．０５ ０．０５ ０．０６

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、異形成の者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者数を分母として算出
＊４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

（２） 平成２２年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数
（人）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

経年受診者数
（再掲）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ４，７６８ ５４８ １１．５ ６３ １３ ５ ５３０ ２．３７
２５～２９歳 ４，６９３ １，３０４ ２７．８ ２７４ ３８ １ １，２６５ ２．９１
３０～３４歳 ６，０２９ ２，１２１ ３５．２ ７８９ ４６ ４ ２，０７１ ２．１７
３５～３９歳 ５，０６６ ２，５６７ ５０．７ １，３３７ ４８ ９ ２，５１０ １．８７
４０～４４歳 ４，２０７ ２，６７０ ６３．５ １，４８４ ２６ ５ ２，６３９ ０．９７
４５～４９歳 ４，４６０ ２，１６９ ４８．６ １，５６１ ２２ １ ２，１４６ １．０１
５０～５４歳 ６，５１８ ２，４５７ ３７．７ １，７５３ ２３ ４ ２，４３０ ０．９４
５５～５９歳 ９，６３０ ２，６８８ ２７．９ １，９７８ １９ １１ ２，６５８ ０．７１
６０～６４歳 １２，７３５ ４，１２３ ３２．４ ３，２０４ ２２ ９ ４，０９２ ０．５３
６５～６９歳 １５，５２９ ３，０６２ １９．７ ２，４９４ １２ ８ ３，０４２ ０．３９
７０～７４歳 １８，２４８ ２，６５１ １４．５ ２，２０３ １３ ４ ２，６３４ ０．４９
７５～７９歳 １８，２１５ １，５０９ ８．３ １，２４６ ６ １ １，５０２ ０．４０
８０歳以上 ２９，１３４ ５８４ ２．０ ４７８ ５ ０ ５７９ ０．８６

計 １３９，２３２ ２８，４５３ ２０．４ １８，８６４ ２９３ ６２ ２８，０９８ １．０３

要精検者数は、平成２２年度報告から、一次検診で判定不能の者のうち、再検が未実施の者も含んだ数を計上している。
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精密検査結果

子宮がん
10.4％

異常認めず
26.6％

その他の疾病
8.3％

異形成
54.7％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検
査受診
者数
（人）

精密検査
受 診 率

（％）

精 密 検 査 結 果 子宮頸部
が ん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度

（％）
異 常
認めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ＝ｉ＋ｊ ｉ ｊ ｋ＝ｌ＋ｍ ｌ ｍ ｎ＝ｋ／ｂ ｏ＝ｋ／ｆ

２０～２４歳 １１ ８４．６ ４ １ ６ ６ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

２５～２９歳 ３０ ７８．９ ３ ５ ２２ １５ ７（５） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

３０～３４歳 ３６ ７８．３ ８ １ １９ １４ ５（１） ８ ６ ２ ０．３７７ ２２．２

３５～３９歳 ３８ ７９．２ ９ ４ ２０ １０ １０（６） ５ ３ ２ ０．１９５ １３．２

４０～４４歳 ２０ ７６．９ ７ １ １２ ７ ５（３） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

４５～４９歳 １４ ６３．６ ３ ２ ７ ４ ３（２） ２ ２ ０ ０．０９２ １４．３

５０～５４歳 １３ ５６．５ ７ ０ ５ ２ ３（２） １ １ ０ ０．０４１ ７．７

５５～５９歳 ６ ３１．６ ２ ０ ３ ３ ０ １ ０ １ ０．０３７ １６．７

６０～６４歳 ９ ４０．９ ２ ２ ４ ４ ０ １ １ ０ ０．０２４ １１．１

６５～６９歳 ６ ５０．０ ２ ０ ３ ３ ０ １ ０ １ ０．０３３ １６．７

７０～７４歳 ６ ４６．２ ２ ０ ３ １ ２ １ １ ０ ０．０３８ １６．７

７５～７９歳 １ １６．７ ０ ０ １ ０ １（１） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

８０歳以上 ２ ４０．０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

計 １９２ ６５．５ ５１ １６ １０５ ６９ ３６（２０） ２０ １４ ６ ０．０７０ １０．４

※（ ）内は中等度異形成を内数で計上
３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 判 定 不 能 異常認めず
a′ b′ c′＝b′／a′

保健事業団 １０，２２９ ５０ ０ １０，１７９ ０．４９

病 院 ６，２９１ ７１ １７ ６，２０３ １．１３

診 療 所 １１，９３３ １７２ ４５ １１，７１６ １．４４

計 ２８，４５３ ２９３ ６２ ２８，０９８ １．０３

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検
査受診
者数
（人）

精密検査
受 診 率

（％）

精 密 検 査 結 果 子宮頸部
が ん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度

（％）
異 常
認めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

d′ e′＝d′／b′ f′＝g′＋h′ g′ h′ i′＝j′＋k′ j′ k′ l′＝i′／a′ m′＝i′／d′

保健事業団 ４０ ８０．０ １６ １ ２０ １７ ３（１） ３ ３ ０ ０．０２９ ７．５

病 院 ４５ ６３．４ １０ ４ ２２ １２ １０（３） ９ ６ ３ ０．１４３ ２０．０

診 療 所 １０７ ６２．２ ２５ １１ ６３ ４０ ２３（１６） ８ ５ ３ ０．０６７ ７．５

計 １９２ ６５．５ ５１ １６ １０５ ６９ ３６（２０） ２０ １４ ６ ０．０７０ １０．４

※（ ）内は中等度異形成
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Ａ
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Ｃ
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Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
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Ｆ
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Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
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Ｊ
Ｋ
＝
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Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
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Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
４３
，５
２３

２
，１
５５

５
，７
９８

７
，９
５３

１８
．３

９
９４

１０
３

１
．３
０

６４
６２
．１

１６
６

３７
５

４８
０
．０
６３

７
．８

米
子
市
３３
，１
４３

０
７
，３
３９

７
，３
３９

２２
．１

０
８０

８０
１
．０
９

６３
７８
．８

１２
４

４０
７

５１
０
．０
９５

１１
．１

倉
吉
市
１２
，５
５６

７７
７

１
，１
８５

１
，９
６２

１５
．６

４
１２

１６
０
．８
２

１１
６８
．８

４
０

４
３

７
０
．１
５３

２７
．３

境
港
市

８
，０
８６

０
１
，０
８３

１
，０
８３

１３
．４

０
６

６
０
．５
５

６
１０
０
．０

２
０

４
０

４
０
．０
００

０
．０

岩
美
町

３
，２
２７

６６
０

６４
７２
４

２２
．４

３
０

３
０
．４
１

３
１０
０
．０

１
０

１
１

２
０
．１
３８

３３
．３

八
頭
町

４
，５
５２

１
，１
３５

１７
０

１
，３
０５

２８
．７

６
１

７
０
．５
４

７
１０
０
．０

１
０

６
０

６
０
．０
００

０
．０

若
桜
町

１
，２
３７

２９
４

３０
３２
４

２６
．２

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

２
，２
１９

２５
３

２９
３

５４
６

２４
．６

２
２

４
０
．７
３

３
７５
．０

１
０

２
０

２
０
．０
００

０
．０

湯
梨
浜
町

３
，９
９６

５７
８

３８
４

９６
２

２４
．１

２
３

５
０
．５
２

４
８０
．０

２
１

１
０

２
０
．０
００

０
．０

三
朝
町

１
，８
２６

３３
４

８２
４１
６

２２
．８

１
０

１
０
．２
４

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

３
，７
７３

８４
７

９５
９４
２

２５
．０

２
０

２
０
．２
１

１
５０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

琴
浦
町

４
，９
３３

１
，２
７６

０
１
，２
７６

２５
．９

１７
０

１７
１
．３
３

１５
８８
．２

６
１

７
１

９
０
．０
７８

６
．７

南
部
町

２
，９
０６

３６
２

３７
６

７３
８

２５
．４

１
７

８
１
．０
８

３
３７
．５

２
１

０
０

１
０
．０
００

０
．０

伯
耆
町

３
，０
６８

５６
３

２７
１

８３
４

２７
．２

１
４

５
０
．６
０

４
８０
．０

２
０

０
２

２
０
．２
４０

５０
．０

日
吉
津
村

６９
２

７１
２７
４

３４
５

４９
．９

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

大
山
町

５
，１
７９

３５
９

４３
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６

１
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０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

日
野
町

１
，２
４０

２３
３

０
２３
３

１８
．８

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

江
府
町

１
，０
３２

０
３２
１

３２
１

３１
．１

０
２０

２０
６
．２
３

３
１５
．０

０
３

０
０

３
０
．０
００

０
．０

合
計
１３
９
，２
３２

１０
，２
２９

１８
，２
２４

２８
，４
５３

２０
．４

５０
２４
３

２９
３

１
．０
３

１９
２

６５
．５

５１
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１０
５

２０
１４
１

０
．０
７０

１０
．４

東
部
５４
，７
５８

４
，４
９７

６
，３
５５

１０
，８
５２

１９
．８

２０
９７

１１
７

１
．０
８

７７
６５
．８

１９
６

４６
６

５８
０
．０
５５

７
．８

中
部
２７
，０
８４

３
，８
１２

１
，７
４６

５
，５
５８

２０
．５

２６
１５

４１
０
．７
４

３１
７５
．６

１２
２

１３
４

１９
０
．０
７２

１２
．９

西
部
５７
，３
９０

１
，９
２０

１０
，１
２３

１２
，０
４３

２１
．０

４
１３
１

１３
５

１
．１
２

８４
６２
．２

２０
８

４６
１０

６４
０
．０
８３

１１
．９

１９
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受診率・精検受診率の推移

H17 H18 H19
受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業）

57.1

50.0
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要精検率・子宮体部がん発見率・確定がん率の推移

H17 H18 H19

1.15
0.74

0.44

0.33
0.30
0.30

1.42

0.45
0.45

3.81

0.34
0.34

2.65

0.00
0.15

2.19

0.78
0.78

H22H21H20
子宮体部がん発見率
（保健事業＋医療）

確定がん率
（保健事業＋医療）

要精検率
（保健事業）

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
１７ 年 度 １８ 年 度 １９ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ７１０ ７１０ ６７２ ６７２ ７３２ ７３２
受 診 者 数（人） Ｂ ６３６ ３４ ６７０ ５７７ ２０ ５９７ ６４１ ２４ ６６５
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８９．６ ９４．４ ８５．９ ８８．８ ８７．６ ９０．９

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６２７ ５５５ ６２４
要 精 検 者 数（人） Ｅ ９ ２２ １７
判 定 不 能（人） Ｆ ― ― ―
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ １．４２ ３．８１ ２．６５

精密検査
精検受診者数（人） Ｈ ７ １７ １７
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ７７．８ ７７．３ １００．０

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ３（２） ０（２） ３（４） １（１） １（１） ２（２） ０（７） ０（３） ０（１０）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．４７ ０．００ ０．４５ ０．１７ ５．００ ０．３４ ０．００ ０．００ ０．００
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｈ ４２．９ ５．９ ０．０

確定調査
結 果

確 定 が ん 数 （人） ３ ２ １
確 定 が ん 率 （％） ０．４５ ０．３４ ０．１５

区 分
２０ 年 度 ２１ 年 度 ２２ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ６６７ ６６７ ７１５ ７１５ ７０７ ７０７
受 診 者 数（人） Ｂ ５９３ ４９ ６４２ ６０８ ７１ ６７９ ６０８ ６３ ６７１
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８８．９ ９６．３ ８５．０ ９５．０ ８６．０ ９４．９

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ５８０ ６０１ ６０５
要 精 検 者 数（人） Ｅ １３ ７ ２
判 定 不 能（人） Ｆ ― ― １
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ２．１９ １．１５ ０．３３

精密検査
精検受診者数（人） Ｈ １２ ４ １
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ９２．３ ５７．１ ５０．０

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ５（１） ０（３） ５（４） ３（０） ２（４） ５（４） １（０） １（０） ２（０）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．８４ ０．００ ０．７８ ０．４９ ２．８２ ０．７４ ０．１６ １．５９ ０．３０
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｈ ４１．７ ７５．０ １００．０

確定調査
結 果

確 定 が ん 数 （人） ５ ３ １ １ ２
確 定 が ん 率 （％） ０．７８ ０．４４ ０．３０

※１ 「保健事業分」＝集団検診及び医療機関検診により検診を受けた者、「医療分」＝集団検診において当日体部
がん検診を受診せず、後日医療機関において受診した者

※２ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、子宮内膜増殖症の数を外数で計上
※３ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※４ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者数を分母として算出
※５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

２０



（４） 平成２２年度子宮体部がん検診

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
体部がん検診
対象者数（人）

一次検診
受診者数

受診率（％） 一次検診結果 要精検率（％）
要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

２０～２４歳 ３ ３ １００．０ ０ ０ ３ ０．００

２５～２９歳 １４ １３ ９２．９ ０ ０ １３ ０．００

３０～３４歳 ３３ ２８ ８４．８ １ ０ ２７ ３．５７

３５～３９歳 ６２ ５３ ８５．５ ０ ０ ５３ ０．００

４０～４４歳 １０３ ８６ ８３．５ ０ ０ ８６ ０．００

４５～４９歳 １２０ １１３ ９４．２ １ ０ １１２ ０．８８

５０～５４歳 １７１ １５２ ８８．９ ０ ０ １５２ ０．００

５５～５９歳 ７５ ６４ ８５．３ ０ ０ ６４ ０．００

６０～６４歳 ６１ ４８ ７８．７ ０ ０ ４８ ０．００

６５～６９歳 ３０ ２１ ７０．０ ０ ０ ２１ ０．００

７０～７４歳 ２０ １４ ７０．０ ０ ０ １４ ０．００

７５～７９歳 １２ １１ ９１．７ ０ １ １０ ０．００

８０歳以上 ３ ２ ６６．７ ０ ０ ２ ０．００

計 ７０７ ６０８ ８６．０ ２ １ ６０５ ０．３３

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮体部
がん発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜

増殖症
子宮体部
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｆ

２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

３０～３４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

３５～３９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

４０～４４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

４５～４９歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ ０．８８ １００．０

５０～５４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

５５～５９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

６０～６４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

６５～６９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

７０～７４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

８０歳 以 上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 １ ５０．０ ０ ０ ０ １ ０．１６ １００．０

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢
体部がん検査
受診者数（人）

精 密 検 査 結 果 子宮体部がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん 判定不能

a′ b′ c′＝b′／a′

２０～２４歳 １ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００

２５～２９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

３０～３４歳 ３ ３ ０ ０ ０ ０ ０．０００

３５～３９歳 ７ ７ ０ ０ ０ ０ ０．０００

４０～４４歳 １０ １０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

４５～４９歳 ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０．０００

５０～５４歳 １３ １３ ０ ０ ０ ０ ０．０００

５５～５９歳 ７ ７ ０ ０ ０ ０ ０．０００

６０～６４歳 ９ ９ ０ ０ ０ １ ０．０００

６５～６９歳 ６ ４ １ ０ １ ０ １６．６６７

７０～７４歳 ４ ３ １ ０ ０ ０ ０．０００

７５～７９歳 １ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００

８０歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

計 ６３ ６０ ２ ０ １ １ １．５８７

２１
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性
反
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適
中
度（
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）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
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／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市

３０
６

２２
９

２２
９

７４
．８

１
１

０
．４
４

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．４
４

１０
０
．０

米
子
市

２１
２

２１
２

２１
２

１０
０
．０

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
０

０
．０

倉
吉
市

８８
７９

７９
８９
．８

１
１

１
．２
７

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
０

０
．０

境
港
市

８
８

８
１０
０
．０

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
０

０
．０
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町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

八
頭
町

２
０

０
０
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０

０
．０
０

０
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．０

０
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０
０

０
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．０
０

０
．０
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桜
町

１
１

１
１０
０
．０

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
０

０
．０

智
頭
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

湯
梨
浜
町

３７
２９

２９
７８
．４

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
０

０
．０

三
朝
町

６
６

６
１０
０
．０

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
０

０
．０

北
栄
町

２
２

２
１０
０
．０

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
０

０
．０

琴
浦
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

南
部
町

２５
２５

２５
１０
０
．０

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
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（５） 平成２２年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果

表１ 子宮がん検診確定調査結果（頸部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成２１年度 平成２２年度 平成２１年度 平成２２年度

異 形 成 ２５ ２０ ７４ ８５

頸 癌 ０ 期 ５ ３ ６ ９

頸 癌 � a 期 １ ０ ０ ３

頸癌�b期以上 ０ ０ ２ ３

合 計 ３１ ２３ ８２ １００

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成２１年度 平成２２年度

内 膜 増 殖 症 ５ ０

体癌�a、�b期 ２ １

体癌� c 期以上 １ １

合 計 ８ ２

表３ 発見子宮がん症例（�b期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ ０ ０

２ 年 間 隔 ０ １ １

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 ０ ２ ２

表４ 治療機関

頸癌０期 頸癌�a期 頸癌�b期以上 計

脇田産婦人科医院 ０ １ ０ １

鳥取大学医学附属病院 ３ １ ２ ６

鳥取県立中央病院 ３ １ ０ ４

鳥 取 市 立 病 院 １ ０ １ ２

鳥取県立厚生病院 ２ ０ ０ ２

博 愛 病 院 ３ ０ ０ ３

計 １２ ３ ３ １８
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３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成２２年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ

り算定した推計数）１８８，１８６人のうち、受診者数４５，４８２人、受診率２４．２％で前年度より７６５人、０．４ポ

イント減少した。

このうち要精検者は２，００４人、要精検率４．４１％で、平成２１年度より１１８人、０．１８ポイント減少した。

精密検査受診者は１，７６７人、精検受診率８８．２％で、前年度より１２１人、０．８ポイント減少した。肺がん

検診の受診率は近年ほぼ横ばいで、平成１７年度以降は３０％を下回っている。要精検率と精検受診率は

引き続き高く、その結果、肺がん５０人、がん疑い６７人の計１１７人が発見され、肺がん発見率は０．１１％

であった。追跡調査の結果、確定肺がんは６９人（原発性６５人、転移性４人）で、確定がん率は０．１５％

となり、前年度よりも０．０４ポイント増加したが、がん疑いのまま確定がんに至らないケースも依然と

して多数あった。陽性反応適中度は前年度１．６％に比較して、平成２２年度は２．８％と１．２ポイント増加

した。これは高い要精検率、要精検受診率から多数のがんが発見されていることに他ならず、良好な

陽性反応適中度からも高い精度が伺える。しかし、要精検率に関しては医療機関検診で高くなってお

り、依然として地区毎に差がある。受診率の向上、高い陽性反応適中度の維持、肺がん疑いの症例を

定期的にフォローすることが今後も重要な課題である。

Ｘ線受診者総数４５，４８２人のうち経年受診者は３２，０８９人、経年受診率７０．６％であった。喀痰検査の対

象となる高危険群所属者は５，３４１人（１１．７％）で、そのうち喀痰検査を受診した者は２，６０７人で、Ｘ線

検査受診者の５．７％であった。そのうち要精検者は１人、要精検率０．０４％であった。

経年と非経年受診者、高危険群と非高危険群所属者のがん発見率の比較では、経年受診者のがん発

見率は０．０８４％で、非経年受診者のがん発見率０．１７２％で、非経年者の方が２倍高かった。また、高危

険群所属者５，３４１人のうちがんが１３人発見され、がん発見率０．２４３％、非高危険群所属者４０，１４１人のう

ちがんが３７人発見され、がん発見率０．０９２％で、高危険群所属者の方が２．６倍高かった。

平成２１年度全国集計によると、受診率１７．８％、要精検率２．８０％、精検受診率８９．３％、がん発見率

０．０６％、陽性反応適中度２．２％であった。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）昭和６２年から平成２２年までの２４年間における発見肺がんは９８４人（発見率１０万対７１人）であった。

発見方法は胸部Ｘ線８８６人（９０．０％）、喀痰細胞診５３人、両者４３人、不明２人で、近年、喀痰細胞診

から発見される肺がんの割合は激減している。平均年齢は７２．０歳、男性５８８人、女性３９６人で、近年

の傾向として女性肺がんの増加が著しい。臨床病期は�期が５５３人（５６．２％）で過半数を占め、６０２

人（６１．２％）に手術が行われた。予後調査では全例（９８４人）の累積生存率は５生率４６．７％、１０生

率２９．２％であり、手術例では５生率６５．１％、１０生率４３．１％であった。臨床病期�Ａ期の５生率は

７３．７％、１０生率は５１．９％と良好な結果を示した。

２）平成２２年度調査結果

（１） 受診者数は昨年とほぼ同様で、受診率は２４．２％であった。要精検率は４．４１％と若干減少し、

精検受診率は８８．２％と引き続き高値であった。がん発見率は０．１１０％、陽性反応適中度２．８％と

昨年を上回った。

（２） 予後調査では原発性肺がん６５例、転移性肺腫瘍４例、合計６９例の確定肺癌で、東部地区から

がんが多く見つかっている。Ｅ判定以外から１名の肺がんが確定した。これらは検診発見肺が

２４



んとしては登録されない。

（３） 全例（１００％）が胸部Ｘ線でのみで発見された肺がんで、喀痰細胞診による肺がん発見はなかっ

た。

（４） 平均年齢は７１．６歳、女性肺癌は３２例（４９．２％）と約半数を占めた。腺癌は５２例（７８．８％）と

引き続き高率であった。

（５） 手術症例の割合は４４例（６７．７％）と多く、術後病気�期の肺癌が３５例（７９．５％）、腺癌が３８例

（８６．４％）と多数を占めた。

（６） 腫瘍径は平均２９．４�でやや大きな腫瘍が見つかる傾向にあり、２�以下の肺がんも１５例

（２３．１％）と前年度より減少した。

（７） 転移性肺腫瘍は４例で、原発巣は大腸癌１例、前立腺癌１例、不明２例であった。

（８） 施設検診と車検診との比較を行ったところ、要精検率は施設検診５．３％、車検診３．９％と施設

が高く、特に中部地区が１１．６％と高い傾向が見られた。原発性肺がん６５例のうち、車検診で３５

例（発見率０．１１５％）、施設検診３０例（０．２０１％）であった。

２５



28.1

0
10

40
30
20

60

80

50

70

100
90

％
受診率・精検受診率の推移

H17 H18 H19
受診率 精検受診率

84.9 84.6
89.0 88.2

26.5

85.4 88.1

28.3 24.5 24.6 24.2

H22H21H20
0.0

0.1

1.0

10.0
％
要精検率・肺がん発見率・確定がん率の推移

H17 H18 H19 H20

0.11

0.110.09

3.903.61

0.10
0.07

0.12

4.44

0.09

0.150.12

4.41
3.25

0.14

H22H21
肺がん発見率 確定がん率要精検率

4.59

0.07

0.11

（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １８１，４１０ １８６，３１４ １７５，８９７ １８８，１８６ １８８，１８６ １８８，１８６

受 診 者 数（人） Ｂ ５１，０２０ ４９，２９６ ４９，８０６ ４６，０１５ ４６，２４７ ４５，４８２

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２８．１ ２６．５ ２８．３ ２４．５ ２４．６ ２４．２

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４９，３６１ ４７，５１６ ４７，８６６ ４３，９７４ ４４，１２５ ４３，４７８

要 精 検 者 数（人） Ｅ １，６５９ １，７８０ １，９４０ ２，０４１ ２，１２２ ２，００４

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ３．２５ ３．６１ ３．９０ ４．４４ ４．５９ ４．４１

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １，４０９ １，５０５ １，６５６ １，７９９ １，８８８ １，７６７

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８４．９ ８４．６ ８５．４ ８８．１ ８９．０ ８８．２

精密検査結果

肺 が ん の 者（人） Ｉ ４５（８７） ４７（７５） ３５（８８） ４１（９４） ３１（８７） ５０（６７）

肺がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．０９ ０．１０ ０．０７ ０．０９ ０．０７ ０．１１

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ３．２ ３．１ ２．１ ２．３ １．６ ２．８

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ６２ ６８ ５５ ５５ ４９ ６９

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｍ ５７ ６２ ４８ ５２ ４１ ６５

確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｌ／Ｂ ０．１２ ０．１４ ０．１１ ０．１２ ０．１１ ０．１５

＊１ 精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上

＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上

＊３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者数を分母として算出

＊４ 確定がん数は、確定調査結果、がんと確定された数を計上

＊５ 要精密検査者数（Ｅ）、精検受診者数（Ｇ）、肺がんの者（Ｉ）、確定がん数（Ｌ）については、Ｅ判定者を

計上。（なお、１９年度まではＤ判定から肺がん・肺がん疑いとなった者も追加して計上）
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（２） 平成２２年度肺がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

ａ．Ｘ線検査結果

年 齢

対象者数（人）

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 エックス線フィルム読影結果

受 診 者 数 受診率（％）
経年受診

者数再掲

経年受診者

数割合（％）
要精検者数 異常認めず 要精検率（％）

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１１５ ４，２０７ ４０６ ８３１１９．２１９．８１９．６ １５９ ３５３３９．２４２．５ １１ １９ ３９５ ８１２２．７１２．２９２．４３

４５～４９歳 ２，５６０ ４，４６０ ３９２ ８４８１５．３１９．０１７．７ ２１５ ５２４５４．８６１．８ １３ ２５ ３７９ ８２３３．３２２．９５３．０６

５０～５４歳 ３，６３５ ６，５１８ ５４０ １，３４９１４．９２０．７１８．６ ３１９ ８１４５９．１６０．３ ２３ ３５ ５１７ １，３１４４．２６２．５９３．０７

５５～５９歳 ５，１７０ ９，６３０ ９７８ ２，２４５１８．９２３．３２１．８ ６０５ １，５１１６１．９６７．３ ３４ ８５ ９４４ ２，１６０３．４８３．７９３．６９

６０～６４歳 ８，３１３ １２，７３５ ２，６３５ ４，８５３３１．７３８．１３５．６ １，５９１ ３，３６０６０．４６９．２１３３ １５７ ２，５０２ ４，６９６５．０５３．２４３．８７

６５～６９歳 １０，８２６ １５，５２９ ３，０９６ ４，７２９２８．６３０．５２９．７ ２，１４６ ３，５４４６９．３７４．９１５２ １７３ ２，９４４ ４，５５６４．９１３．６６４．１５

７０～７４歳 １２，９５５ １８，２４８ ３，３７６ ５，１６７２６．１２８．３２７．４ ２，４４２ ３，９００７２．３７５．５１８４ ２１９ ３，１９２ ４，９４８５．４５４．２４４．７２

７５～７９歳 １１，８８５ １８，１６５ ２，９５５ ４，４７２２４．９２４．６２４．７ ２，１９２ ３，４５８７４．２７７．３１６９ １９７ ２，７８６ ４，２７５５．７２４．４１４．９３

８０歳以上 １２，０５１ ２９，１８４ ２，６２６ ３，９８４２１．８１３．７１６．０ ２，００１ ２，９５５７６．２７４．２１６８ ２０６ ２，４５８ ３，７７８６．４０５．１７５．６６

計 ６９，５１０１１８，６７６１７，００４２８，４７８２４．５２４．０２４．２１１，６７０２０，４１９６８．６７１．７８８７１，１１６１６，１１７２７，３６２５．２２３．９２４．４０

合計 １８８，１８６ ４５，４８２ ２４．２ ３２，０８９ ７０．６ ２，００３ ４３，４７９ ４．４０

※１ 経年受診者：昨年度も肺がん検診を受診した者

※２ 高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として次のいずれかの条件に該当する者

�年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者

�６ヵ月以内に血痰のあった者

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

Ｘ線検査受診者中

高危険群所属者

喀痰細胞診受診者数

（人）

喀 痰 細 胞 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 精 検 不 要

ｈ ｉ ｊ＝ｉ／ｈ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 ２４ ８ ２２ １１ ０ ０ ２２ １１ ０．００ ０．００

４５～４９歳 ４３ ４ ３１ ４ １ ０ ３０ ４ ３．２３ ０．００

５０～５４歳 １７１ １４ ６９ ９ ０ ０ ６９ ９ ０．００ ０．００

５５～５９歳 ３５１ ３３ １６１ ２６ ０ ０ １６１ ２６ ０．００ ０．００

６０～６４歳 ９８９ ７６ ４７０ ５２ ０ ０ ４７０ ５２ ０．００ ０．００

６５～６９歳 １，０４４ ７９ ４９８ ７４ ０ ０ ４９８ ７４ ０．００ ０．００

７０～７４歳 ９９９ ４４ ４８４ ７０ ０ ０ ４８４ ７０ ０．００ ０．００

７５～７９歳 ７６５ ２５ ３３２ ２０ ０ ０ ３３２ ２０ ０．００ ０．００

８０歳以上 ６５９ １３ ２６１ １３ ０ ０ ２６１ １３ ０．００ ０．００

計 ５，０４５ ２９６ ２，３２８ ２７９ １ ０ ２，３２７ ２７９ ０．０４ ０．００

合 計 ５，３４１ ２，６０７ １ ２，６０６ ０．０４

２７



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

要精検者数

（人）

精密検査

受診者数

精密検査受診率

（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｋ ｌ ｍ＝ｌ／ｋ ｎ ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｌ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １１ １９ １０ １６９０．９８４．２８６．７ ７ １２ ３ ４ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．００００．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １４ ２５ ９ ２２６４．３８８．０７９．５ ４ ８ ５ １３ ０ １ ０ ０ ０．００００．００００．００００．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 ２３ ３５ １７ ３０７３．９８５．７８１．０ １２ １８ ５ ８ ０ ２ ０ ２ ０．００００．１４８０．１０６０．０ ６．７ ４．３

５５～５９歳 ３４ ８５ ２９ ７３８５．３８５．９８５．７ １６ ３４ １０ ３５ ２ ３ １ １ ０．１０２０．０４５０．０６２３．４ １．４ ２．０

６０～６４歳 １３３ １５７ １１４ １３９８５．７８８．５８７．２ ５９ ６２ ４６ ７１ ５ ６ ４ ０ ０．１５２０．００００．０５３３．５ ０．０ １．６

６５～６９歳 １５２ １７３ １３７ １５０９０．１８６．７８８．３ ５９ ７４ ６８ ６８ ４ ７ ６ １ ０．１９４０．０２１０．０８９４．４ ０．７ ２．４

７０～７４歳 １８４ ２１９ １６８ ２００９１．３９１．３９１．３ ６７ １０２ ８８ ８３ ６ ９ ７ ６ ０．２０７０．１１６０．１５２４．２ ３．０ ３．５

７５～７９歳 １６９ １９７ １４８ １８４８７．６９３．４９０．７ ５３ ８７ ８６ ８５ ４ ６ ５ ６ ０．１６９０．１３４０．１４８３．４ ３．３ ３．３

８０歳以上 １６８ ２０６ １４３ １７８８５．１８６．４８５．８ ６２ ７５ ７０ ９１ ６ ６ ５ ６ ０．１９００．１５１０．１６６３．５ ３．４ ３．４

計 ８８８ １，１１６ ７７５ ９９２８７．３８８．９８８．２３３９ ４７２ ３８１ ４５８ ２７ ４０ ２８ ２２ ０．１６５０．０７７０．１１０３．６ ２．２ ２．８

合計 ２，００４ １，７６７ ８８．２ ８１１ ８３９ ６７ ５０ ０．１１０ ２．８

Ｘ線のみ要精検 ２，００３ １，７６７ ８８．２ ８１１ ８３９ ６７ ５０ ０．１１０ ２．８

喀痰のみ要精検 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

Ｘ線＋喀痰要精検 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

胸部エックス線検査 エックス線フィルム読影結果 Ｘ線検査受診

者中高危険群

所 属 者 数
受診者数（人） 経年受診者数

再掲

要精検者数 異常認めず 要精検率（人）

a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

保 健 事 業 団 １０，９８２ １８，８２８ ７，６１３ １３，６４０ ５０１ ６７１ １０，４８１ １８，１５７ ４．５６ ３．５６ ３．９３ ３，１０４ １０５

中国労働衛生協会 ２８１ ４３４ ２０８ ３３６ ２０ １２ ２６１ ４２２ ７．１２ ２．７６ ４．４８ ３４ ０

病 院 ２，４０２ ３，５５６ １，５６１ ２，４５３ １７２ １８６ ２，２３０ ３，３７０ ７．１６ ５．２３ ６．０１ ８０８ ８５

診 療 所 ３，３３９ ５，６６０ ２，２８８ ３，９９０ １９４ ２４７ ３，１４５ ５，４１３ ５．８１ ４．３６ ４．９０ １，０９９ １０６

計 １７，００４ ２８，４７８ １１，６７０ ２０，４１９ ８８７ １，１１６ １６，１１７ ２７，３６２ ５．２２ ３．９２ ４．４０ ５，０４５ ２９６

合 計 ４５，４８２ ３２，０８９ ２，００３ ４３，４７９ ４．４０ ５，３４１

２８



精密検査結果

肺がん
2.8％

異常認めず
45.8％

その他疾病
47.6％

肺がん疑い
3.8％

一次検診機関

喀痰容器

提出者数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・喀
痰細胞診
ともに要
精検者数

一次検診結果

要精検者数 精検不要 要精検率

（％）

要精検者数 要精検率

（％）

d′ e′ f′=e′／d′ g′ h′＝b′＋d′－g′ i′=h′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 １，２９１ １７２ ０ ０ １，２９１ １７２ ０．００ ０．００ ０ ０ ５０１ ６７１ ４．５６ ３．５６ ３．９３

中国労働衛生協会 ３４ ０ ０ ０ ３４ ０ ０．００ ０．００ ０ ０ ２０ １２ ７．１２ ２．７６ ４．４８

病 院 ４６５ ５３ １ ０ ４６４ ５３ ０．２２ ０．００ ０ ０ １７３ １８６ ７．２０ ５．２３ ６．０３

診 療 所 ５３８ ５４ ０ ０ ５３８ ５４ ０．００ ０．００ ０ ０ １９４ ２４７ ５．８１ ４．３６ ４．９０

計 ２，３２８ ２７９ １ ０ ２，３２７ ２７９ ０．０４ ０．００ ０ ０ ８８８ １，１１６ ５．２２ ３．９２ ４．４１

合 計 ２，６０７ １ ２，６０６ ０．０４ ０ ２，００４ ４．４１

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査受

診者数（人）

精密検査受診率

（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

j′ k′＝j′／h′ l′ m′＝l′／a′ h′＝l′／j′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ４２６ ５８７ ８５．０ ８７．５ ８６．４ １９０ ３０８ １９９ ２４７ ２１ １９ １６ １３ ０．１４６０．０６９０．０９７ ３．８ ２．２ ２．９

中国労働衛生協会 １４ １０ ７０．０ ８３．３ ７５．０ ９ ７ ４ ２ １ １ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 １５２ １６８ ８７．９ ９０．３ ８９．１ ６２ ５７ ７９ ９８ ５ ９ ６ ４ ０．２５００．１１２０．１６８ ３．９ ２．４ ３．１

診 療 所 １８３ ２２７ ９４．３ ９１．９ ９３．０ ７８ １００ ９９ １１１ ０ １１ ６ ５ ０．１８００．０８８０．１２２ ３．３ ２．２ ２．７

計 ７７５ ９９２ ８７．３ ８８．９ ８８．２ ３３９ ４７２ ３８１ ４５８ ２７ ４０ ２８ ２２ ０．１６５０．０７７０．１１０ ３．６ ２．２ ２．８

合 計 １，７６７ ８８．２ ８１１ ８３９ ６７ ５０ ０．１１０ ２．８

２９
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ん
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適
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％
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
５６
，２
０３

２
，９
０８

１２
，５
４４

１５
，４
５２

２７
．５

６８
５６
１

６２
９

４
．０
７

５６
３

８９
．５

２３
０

２９
２

１９
２２

３３
３

０
．１
４２

３
．９

米
子
市
４１
，７
１８

５
，３
５４

０
５
，３
５４

１２
．８

２１
６

０
２１
６

４
．０
３

１９
６

９０
．７

８７
１０
０

５
４

１０
９

０
．０
７５

２
．０

倉
吉
市
１７
，３
２６

１
，７
７３

１
，０
００

２
，７
７３

１６
．０

１０
３

１２
７

２３
０

８
．２
９

２０
５

８９
．１

８１
１０
５

１４
５

１２
４

０
．１
８０

２
．４

境
港
市
１０
，８
８７

１
，０
５２

０
１
，０
５２

９
．７

６８
０

６８
６
．４
６

６５
９５
．６

６２
０

１
２

３
０
．１
９０

３
．１

岩
美
町

４
，７
８１

９９
９

０
９９
９

２０
．９

３１
０

３１
３
．１
０

３１
１０
０
．０

２６
４

０
１

５
０
．１
００

３
．２

八
頭
町

６
，６
１２

２
，７
８７

２１
６

３
，０
０３

４５
．４

６８
２

７０
２
．３
３

５６
８０
．０

２１
３０

１
４

３５
０
．１
３３

７
．１

若
桜
町

１
，８
６４

５４
２

０
５４
２

２９
．１

１４
０

１４
２
．５
８

１３
９２
．９

８
５

０
０

５
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

３
，３
４３

５１
７

２８
５

８０
２

２４
．０

１５
１５

３０
３
．７
４

２５
８３
．３

１５
１０

０
０

１０
０
．０
００

０
．０

湯
梨
浜
町

５
，８
５６

１
，７
１４

５４
８

２
，２
６２

３８
．６

８２
６８

１５
０

６
．６
３

１４
３

９５
．３

７４
５８

６
５

６９
０
．２
２１

３
．５

三
朝
町

２
，７
５０

１
，１
６１

６９
１
，２
３０

４４
．７

６３
６

６９
５
．６
１

５１
７３
．９

２４
２１

５
１

２７
０
．０
８１

２
．０

北
栄
町

５
，６
９９

１
，８
１５

２２
１

２
，０
３６

３５
．７

６２
１３

７５
３
．６
８

６６
８８
．０

３０
３４

１
１

３６
０
．０
４９

１
．５

琴
浦
町

７
，２
９８

２
，９
４７

７４
３
，０
２１

４１
．４

１２
１

８
１２
９

４
．２
７

１１
０

８５
．３

４３
６０

７
０

６７
０
．０
００

０
．０

南
部
町

４
，１
８８

１
，２
２０

０
１
，２
２０

２９
．１

５８
０

５８
４
．７
５

５３
９１
．４

２２
２７

１
３

３１
０
．２
４６

５
．７

伯
耆
町

４
，５
０２

１
，６
３４

０
１
，６
３４

３６
．３

５１
０

５１
３
．１
２

４４
８６
．３

２３
１９

２
０

２１
０
．０
００

０
．０

日
吉
津
村

８９
７

２６
８

０
２６
８

２９
．９

１７
０

１７
６
．３
４

１６
９４
．１

６
１０

０
０

１０
０
．０
００

０
．０

大
山
町

７
，６
８４

２
，１
４３

０
２
，１
４３

２７
．９

８２
０

８２
３
．８
３

６３
７６
．８

２７
３４

２
０

３６
０
．０
００

０
．０

日
南
町

３
，１
８２

６０
２

０
６０
２

１８
．９

３５
０

３５
５
．８
１

２８
８０
．０

１０
１６

０
２

１８
０
．３
３２

７
．１

日
野
町

１
，８
４３

３７
４

０
３７
４

２０
．３

１８
０

１８
４
．８
１

１５
８３
．３

６
８

１
０

９
０
．０
００

０
．０

江
府
町

１
，５
５３

７１
５

０
７１
５

４６
．０

３２
０

３２
４
．４
８

２４
７５
．０

１６
６

２
０

８
０
．０
００

０
．０

合
計
１８
８
，１
８６

３０
，５
２５

１４
，９
５７

４５
，４
８２

２４
．２

１
，２
０４

８０
０

２
，０
０４

４
．４
１

１
，７
６７

８８
．２

８１
１

８３
９

６７
５０

９５
６

０
．１
１０

２
．８

東
部
７２
，８
０３

７
，７
５３

１３
，０
４５

２０
，７
９８

２８
．６

１９
６

５７
８

７７
４

３
．７
２

６８
８

８８
．９

３０
０

３４
１

２０
２７

３８
８

０
．１
３０

３
．９

中
部
３８
，９
２９

９
，４
１０

１
，９
１２

１１
，３
２２

２９
．１

４３
１

２２
２

６５
３

５
．７
７

５７
５

８８
．１

２５
２

２７
８

３３
１２

３２
３

０
．１
０６

２
．１

西
部
７６
，４
５４

１３
，３
６２

０
１３
，３
６２

１７
．５

５７
７

０
５７
７

４
．３
２

５０
４

８７
．３

２５
９

２２
０

１４
１１

２４
５

０
．０
８２

２
．２

３０



（３） 平成２２年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について

肺がん確定診断（原発性９８４、転移性１１８） １，１０２例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 １，１１４例

１）肺がん確定診断
（単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 合計

原発性肺癌 ５７ ６２ ４８ ５２ ４１ ６５ ９８４

転移性肺腫瘍 ５ ６ ７ ３ ８ ４ １１８

合 計 ６２ ６８ ５５ ５５ ４９ ６９ １，１０２

平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年

原発性肺癌 ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０

転移性肺腫瘍 ４ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ３ ２

合 計 ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６８ ５２

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ２２年度集計〕

胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４５例 �
�
��
８８６例（９０．０％）

Ｄのみ ０例 �
�
��

６５例（１００．０％）
Ｅのみ ６４１例 Ｅのみ ６５例

（Ｅ：３例、E１：４８例、E２：１４例）

細 胞 診 Ｄのみ １９例 �
�
��

５３例（ ５．４％）
Ｄのみ ０例 �

�
��

０例（ ０．０％）
Ｅのみ ３４例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 �
�
�
�
�
�
�

４３例（ ４．４％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

０例（ ０．０％）
Ｄ＋Ｅ ８例 Ｄ＋Ｅ ０例

Ｅ＋Ｄ ６例 Ｅ＋Ｄ ０例

Ｅ＋Ｅ １９例 Ｅ＋Ｅ ０例

不明 ２例 ２例（ ０．２％） 不明 ０例 ０例（ ０．０％）

計 ９８４例 計 ６５例

３１



３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７
Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７
Ｈ１ ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４
Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９
Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１
Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３
Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７２．９％） ４１ ５９
Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３
Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８
Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９
Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９
Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２
Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４
Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７
Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８
Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５
Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２
Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８％） １，４３３（８０．０％） ５０ ８３
Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５％） １，４０９（８４．９％） ５７ １１２
Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１％） １，５０５（８４．６％） ６２ １２６
Ｈ１９ ４９，８０６ １，９４０（３．９０％） １，６５６（８５．４％） ４８ ９６
Ｈ２０ ４６，０１５ ２，０４１（４．４４％） １，７９９（８８．１％） ５２ １１３
Ｈ２１ ４６，２４７ ２，１２２（４．５９％） １，８８８（８９．０％） ４１ ８９
Ｈ２２ ４５，４８２ ２，００４（４．４１％） １，７６７（８８．２％） ６５ １４２

計 １，３７７，７３７ １７，１２５（１．２４％） １４，５５１（８５．０％） ９８４ ７１

４）原発性肺癌（９８４例）

（１） 年齢・性別 〔Ｈ２２年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）

～５９歳 ６７例 ６．８ ～５９歳 ４例 ６．２

６０～６９歳 ２９２ ２９．７ ６０～６９歳 １８ ２７．７

７０～７９歳 ４５６ ４６．３ ７０～７９歳 ３３ ５０．８

８０～ １６９ １７．２ ８０～ １０ １５．４

計 ９８４ １００．０ 計 ６５ １００．０

平均年齢＝７２．０
男：女＝５８８例：３９６例

平均年齢＝７１．６
男：女＝３３例：３２例

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型

ａ．病期分類 〔Ｈ２２年度集計〕

臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０
�Ａ ３９３（３９．９） �Ａ ３２（４９．２）��

�
４０
（６１．５）�Ｂ １５８ �Ｂ ８

�Ａ ３３ �Ａ ３
�Ｂ ６０ �Ｂ １
�Ａ １３５ �Ａ １０
�Ｂ ６６ �Ｂ ４
� １１０ � ６
不明 ２７ 不明 １

計 ９８４ 計 ６５

３２



ｂ．組織型 〔Ｈ２２年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ２４５例 扁平上皮癌 ６例

腺 癌 ５７９（５８．７） 腺 癌 ５２（７８．８）

大 細 胞 癌 １５ 大 細 胞 癌 １

小 細 胞 癌 ５６ 小 細 胞 癌 ３

腺扁平上皮癌 ９ 腺扁平上皮癌 ０

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ８１ 不 明 ４

計 ９８６＊ 計 ６６＊

＊２例：扁平上皮癌と腺癌、腺癌と大細胞癌の同時多発癌を含む（Ｈ２２年度１例）

（３） 原発性肺癌の手術症例（６０２例、

手術率：６１．２％）

ａ．臨床病期、術後病期

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例

�Ａ ３３７（５６．０） �Ａ ２９４（４８．８）

�Ｂ １２４ �Ｂ １３７

�Ａ １９ �Ａ ２３

�Ｂ ３４ �Ｂ ４０

�Ａ ６７ �Ａ ６８

�Ｂ １３ �Ｂ ２３

� ６ � １５

計 ６０２ 計 ６０２

〔Ｈ２２年度集計〕

原発性肺癌の手術症例

（４４例、手術率：６７．７％）

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ０例 ０ccult ０例

�Ａ ２８（６３．６） �Ａ ２１（４７．７）

�Ｂ ７ �Ｂ １４

�Ａ ３ �Ａ ２

�Ｂ ０ �Ｂ ０

�Ａ ６ �Ａ ６

�Ｂ ０ �Ｂ ０

� ０ � １

計 ４４ 計 ４４

ｂ．組織型分類 〔２２年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １３５例 扁平上皮癌 ３例

腺 癌 ４２６（７０．８） 腺 癌 ３８（８６．４）

大 細 胞 癌 １２ 大 細 胞 癌 ０

小 細 胞 癌 ６ 小 細 胞 癌 ０

腺扁平上皮癌 １０ 腺扁平上皮癌 ０

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 １２ 不 明 ３

計 ６０２ 計 ４４

３３



（４） 腫瘍径

腫瘍径

（�）

Ｈ１０年度

（％）

Ｈ１１年度

（％）

Ｈ１２年度

（％）

Ｈ１３年度

（％）

Ｈ１４年度

（％）

Ｈ１５年度

（％）

Ｈ１６年度

（％）

Ｈ１７年度

（％）

Ｈ１８年度

（％）

Ｈ１９年度

（％）

Ｈ２０年度

（％）

Ｈ２１年度

（％）

Ｈ２２年度

（％）

０～１０ １ ２ １ ０ ２ １ ２ ４ ２ ４ ３ ２ ２

１１～２０９（２２．５） １０ １５（３５．７）１１（３６．７）１７（３５．４） １１ １７（３４．７） １１ ２６（４１．９）１４（３１．８）２１（４０．４） １０ １３

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．６） １５ １８ ６ １３（３１．７）２６（４０．０）

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １２ １１ １０ ５ １４ ８ １５

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３ ５ ６ ６

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４ １ １ ２ ２

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ５ ３ ３ ２ ０ １

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２ ４１ ６５

平均 ３７．１� ２７．９� ３２．２� ３３．５� ２８．８� ３８．７� ２９．６� ３０．６� ２６．０� ２４．６� ２６．１� ２５．９� ２９．４�

最高９０� ７０� ８０� １００� ８５� １４５� ７０� ８５� ５９� ５７� ７１� ６８� ８０�

５）転移性肺腫瘍（１１８例）

大 腸 癌：２９例 甲状腺癌：１０例 腎 臓 癌：１１例 乳 癌：１１例 前立腺癌：１１例

肝 臓 癌：７例 胃 癌：４例 尿 管 癌：４例 胆のう癌：３例 胆 管 癌：３例

子 宮 癌：３例 卵 巣 癌：２例 肺 癌：２例 食 道 癌：２例 膵 臓 癌：２例

顎 下 腺：１例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 肛 門 癌：１例 膀 胱 癌：１例

咽 頭 癌：１例 後腹膜腫瘍：１例 不 明：７例

平成２２年度集計（４例）

大腸癌：１例 前立腺癌：１例 不明：２例

６）平成２２年度原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較

施 設 検 診 車 検 診

受診者数 １４，９５７ ３０，５２５

要精検数

８００（５．３％）
東部：５７８（４．４％）
中部：２２２（１１．６％）
西部：―

１，２０４（３．９％）
東部：１９６（２．５％）
中部：４３１（４．６％）
西部：５７７（４．３％）

確定者数 ３０名（０．２０１％） ３５名（０．１１５％）

発見方法
E１判定 ２６名
E２判定 ４名

Ｅ判定 ３名
E１判定 ２１名
E２判定 １１名

年 齢 ７３．１歳 ７０．３歳

性 差 男１３名、女１７名 男２０名、女１５名

臨床病期

�Ａ１６名、�Ｂ ３名
�Ａ １名、�Ｂ １名
�Ａ ７名、�Ｂ ０名
� １名、不明１名

�Ａ１６名、�Ｂ ５名
�Ａ ２名、�Ｂ ０名
�Ａ ３名、�Ｂ ４名

� ５名

組 織 型
扁平上皮３名、腺癌２４名

大細胞癌０名、小細胞癌１名
不明２名

扁平上皮癌４名、腺癌２７名
大細胞癌１名、小細胞癌２名
不明２名（重複１名）

手 術 あり２０名、なし９名、不明１名 あり２４名、なし１１名

腫 瘍 径 ２７．６� ３０．９�
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―年代別―

1987―1999（n＝424）
2000―2010（n＝560）
全体（n＝984）

5y：46.7％
10y：29.2％
15y：21.0％

5y：36.7％
10y：21.1％

5y：55.8％

10y：40.2％

P＜0.0001

時間
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（月）
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―性別―

男性
（n＝588）

女性
（n＝396）

5y：39.4％

10y：21.6％

5y：57.6％

10y：41.9％

P＜0.0001

時間
0 300

（月）
25020015010050

100
（％）
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20

0
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―手術の有無別―

P＜0.0001

手術なし
（n＝382）

手術あり
（n＝601）

5y：17.6％

10y：6.2％

5y：65.1％

10y：43.1％

時間
0 300

（月）
25020015010050
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20

0
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―発見方法別―

P＝0.0001

X線
（n＝888）

喀痰
（n＝53）

X線＋喀痰
（n＝43）

5y：47.6％

10y：11.1％

5y：54.0％

10y：30.9％

5y：20.3％
10y：30.0％

時間
0 300

（月）
25020015010050

７）肺癌検診の受診率・精検率・がん発見率の推移 ８）検診で発見された肺癌の推移

９）検診発見肺癌の予後
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―組織型別―

腺癌（n＝576）
扁平上皮癌（n＝245）
小細胞癌（n＝56）

P＝0.001

5y：35.6％

5y：57.2％

10y：37.8％

5y：11.3％
10y：20.7％
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―病理病期別―
ⅠA
（n＝295）
ⅠB
（n＝137）

ⅡA
（n＝23）
ⅡB
（n＝38）

ⅢA
（n＝69）
ⅢB
（n＝22）

Ⅳ
（n＝16）

5y：83.9％

10y：62.0％

時間
0 250

（月）
20015010050

100
（％）

80

60

40

20

0

累
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―臨床病期別―
ⅠA
（n＝399）
ⅠB
（n＝159）

ⅡA
（n＝30）
ⅡB
（n＝58）

ⅢA
（n＝132）
ⅢB
（n＝65）

Ⅳ
（n＝107）

5y：73.7％

10y：51.9％

時間
0 300

（月）
25020015010050

時間
0 300

（月）
25020015010050

100
（％）

80
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―治療法別―
　　手術単独
（n＝533）5y：67.1％
　　手術＋放or化
（n＝54）5y：52.2％

　　放＋化
（n＝86）5y：15.3％
　　放
（n＝60）5y：18.6％

　　化
（n＝80）5y：9.1％
　　無治療
（n＝144）5y：19.9％

10y：44.2％

5y：67.1％
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４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成２２年度の対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として市町村が把握している人

数）は１１８，６７６人で、受診者数は１７，７２６人、１４．９％で前年度より１．３ポイント減少した。しかし、２年

合わせた平成２２年度の最終受診率は３０．１％と２．４ポイント増加した。

要精検者数は１，４３８人、要精検率は８．１１％で前年度より０．１ポイント増加した。精検受診者数は

１，３２７人、精検受診率は９２．３％と前年度より０．１ポイント減少した。この結果、乳がんが７０人、がん疑

いが２人発見され、発見率は０．３９％となり、陽性反応適中度は５．２８％であった。これは前年度に比し

て、それぞれ１３人、０．０９ポイント、１．２９ポイント増加した。

要精検率を地区別でみると東部８．００％、中部６．７０％、西部８．９１％と圏域で多少の差がみられる。ま

た、がん発見率は、東部０．３３％、中部０．３４％、西部０．４９％。陽性反応適中度はそれぞれ４．５％、５．６％、

５．８％と圏域での差がみられた。マンモグラフィ併用検診が始まった平成１７年度から受診率、精検受

診率、がん発見率、陽性反応適中度をみるとは横ばいあるいは微増となっており、よい傾向といえる。

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成２２年度に発見された乳がんまたは乳がん疑い７２例について確定調査を行った結果、６５例（２例

は再発乳がん）が確定乳がんで、非浸潤がんが１２例あった。そのほかに良性２例、調査中３例などで

あった。

（１）６０歳代が最も多い傾向は続いている。受診者数とマンモグラフィの特性によるものと思われる。

６０代、７０代はマンモグラフィでの発見率が高い。４０歳代ではマンモグラフィで異常がない症例が

２例あり、マンモグラフィ併用検診の特性を表しているものと思われる。

（２） 組織では浸潤がんのうち特殊型の小葉癌が５例と増加してきており、４例は触知乳癌であった。

（３） リンパ節転移は１３例で、非触知で６例、触知で７例見つかっている。リンパ節転移の有無は非

触知、触知乳癌で差はなかった。

（４） 手術６１例のうち乳房温存術が４４例、乳房切断術が１８例であった。乳房温存術は小さいがんを見

つけることが出来るマンモグラフィで多く見つかっているが、乳房切断術は視触診の段階で発見

されるがんが多く、有意差があった。また、近年の傾向として腋窩郭清省略が増えているが、非

触知と触知の有意差は見られなかった。

（６） がんの性質が以前に比べ変わってきており、小さいがんでも積極的に化学療法が行われるよう

になっている。
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受診率 精検受診率
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12.7
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13.1 12.3 16.2 14.915.3

H22H21H20

1.0

0.0

10.0
％

要精検率・乳がん発見率・確定がん率の推移

H17 H18 H19 H20

10.82 9.6910.08

0.42
0.31

0.54 0.47

7.76 8.01

0.39

0.33

0.34

0.31
0.52

H22H21

乳がん発見率 確定がん率要精検率

8.11

0.29 0.37
0.30

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １１２，３８４ １０９，６３４ １０８，２９２ １１８，６７６ １１８，６７６ １１８，６７６

受 診 者 数（人） Ｂ １７，２３７ １３，９５６ １４，１３４ １４，６２４ １９，２７８ １７，７２６

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ
３１．７ ２６．１ ２４．８ ２４．０ ２７．７ ３０．１

１５．３ １２．７ １３．１ １２．３ １６．２ １４．９

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １５，４９９ １２，４４６ １２，７６５ １３，４８９ １７，７３４ １６，２８８

要 精 検 者 数（人） Ｅ １，７３８ １，５１０ １，３６９ １，１３５ １，５４４ １，４３８

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ １０．０８ １０．８２ ９．６９ ７．７６ ８．０１ ８．１１

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １，５４５ １，３７０ １，２７５ １，０５１ １，４２７ １，３２７

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８８．９ ９０．７ ９３．１ ９２．６ ９２．４ ９２．３

精密検査結果

乳 が ん の 者（人） Ｉ ５３（７） ７３（７） ５９（８） ４８（４） ５７（１） ７０（２）

乳がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．３１ ０．５２ ０．４２ ０．３３ ０．３０ ０．３９

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ３．４３ ５．３３ ４．６３ ４．５７ ３．９９ ５．２８

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ ５３ ７５ ６７ ４９（５２） ５６ ６５

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．３１ ０．５４ ０．４７ ０．３４ ０．２９ ０．３７

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者数を分母として算出
＊４ 平成１９年度報告より、視触診のみの受診者数を除く受診結果を計上
＊５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

平成２０年度報告より、視・マンモ併用検診で発見された数、（ ）内の数値は視触診のみ検診で発見された
数を含んだ数

（２） 平成２２年度乳がん検診（視触診及びマンモグラフィ併用）

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数
（人）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％）
ａ ｂ c＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ ｋ＝ｊ／ｂ

４０～４４歳 ４，２０７ ２，０１９ ４８．０ ２２０ １，７９９ １０．９０ ５６ ２．７７ １４６ ７．２３ １８ ０．８９

４５～４９歳 ４，４６０ １，６７３ ３７．５ ２１９ １，４５４ １３．０９ ４９ ２．９３ １４８ ８．８５ ２２ １．３２

５０～５４歳 ６，５１８ ２，１２６ ３２．６ １８６ １，９４０ ８．７５ ３１ １．４６ １３４ ６．３０ ２１ ０．９９

５５～５９歳 ９，６３０ ２，０２３ ２１．０ １５７ １，８６６ ７．７６ ３０ １．４８ １１０ ５．４４ １７ ０．８４

６０～６４歳 １２，７３５ ３，８１７ ３０．０ ２８７ ３，５３０ ７．５２ ５１ １．３４ ２２１ ５．７９ １５ ０．３９

６５～６９歳 １５，５２９ ２，２７７ １４．７ １６２ ２，１１５ ７．１１ ３１ １．３６ １２２ ５．３６ ９ ０．４０

７０～７４歳 １８，２４８ ２，１７２ １１．９ １０６ ２，０６６ ４．８８ ２８ １．２９ ７１ ３．２７ ７ ０．３２

７５～７９歳 １８，２１５ １，１１５ ６．１ ７１ １，０４４ ６．３７ １５ １．３５ ５３ ４．７５ ３ ０．２７

８０歳以上 ２９，１３４ ５０４ １．７ ３０ ４７４ ５．９５ ５ ０．９９ ２２ ４．３７ ３ ０．６０

計 １１８，６７６ １７，７２６ １４．９ １，４３８ １６，２８８ ８．１１ ２９６ １．６７ １，０２７ ５．７９ １１５ ０．６５
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精密検査結果

乳がん
5.3％

異常認めず
53.9％

その他の疾病
40.7％

乳がん疑い
0.1％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｌ ｍ＝ｌ／ｄ ｎ ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｌ

４０～４４歳 １９６ ８９．１ ８９ １０２ ０ ５ ０．２５ ２．５５

４５～４９歳 １９７ ９０．０ ９９ ９０ ０ ８ ０．４８ ４．０６

５０～５４歳 １７１ ９１．９ ８５ ８０ ０ ６ ０．２８ ３．５１

５５～５９歳 １４５ ９２．４ ７５ ６３ ０ ７ ０．３５ ４．８３

６０～６４歳 ２７３ ９５．１ １６７ ９１ ２ １３ ０．３４ ４．７６

６５～６９歳 １５２ ９３．８ ７６ ６１ ０ １５ ０．６６ ９．８７

７０～７４歳 １０２ ９６．２ ６６ ２７ ０ ９ ０．４１ ８．８２

７５～７９歳 ６５ ９１．５ ４５ １６ ０ ４ ０．３６ ６．１５

８０歳以上 ２６ ８６．７ １３ １０ ０ ３ ０．６０ １１．５４

計 １，３２７ ９２．３ ７１５ ５４０ ２ ７０ ０．３９ ５．２８

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数
（人）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率
（％） 要精検者数 要精検率

（％） 要精検者数 要精検率
（％）

a′ b′ c′＝b′／a′ d′ e′＝d′／a′ f′ g′＝f′／a′ h′ i′＝h′／a′

保健事業団 ７，７１９ ５００ ７，２１９ ６．４８ ９９ １．２８ ３８２ ４．９５ １９ ０．２５

病 院 ７，６４６ ７６３ ６，８８３ ９．９８ １６６ ２．１７ ５２１ ６．８１ ７６ ０．９９

診 療 所 ２，１０７ １６１ １，９４６ ７．６４ ２９ １．３８ １１３ ５．３６ １９ ０．９０

そ の 他 ２５４ １４ ２４０ ５．５１ ２ ０．７９ １１ ４．３３ １ ０．３９

計 １７，７２６ １，４３８ １６，２８８ ８．１１ ２９６ １．６７ １，０２７ ５．７９ １１５ ０．６５

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数
（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

j′ k′＝j′／b′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／j′

保健事業団 ４７７ ９５．４ ２７５ １７４ １ ２７ ０．３５ ５．６６

病 院 ７０５ ９２．４ ３６２ ３０６ １ ３６ ０．４７ ５．１１

診 療 所 １４４ ８９．４ ７７ ６０ ０ ７ ０．３３ ４．８６

そ の 他 １ ７．１ １ ０ ０ ０ ０．００ ０．００

計 １，３２７ ９２．３ ７１５ ５４０ ２ ７０ ０．３９ ５．２８

３９



４
）
平
成
２２
年
度
乳
が
ん
検
診
受
診
状
況
（
視
触
診
及
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
併
用
）

市
町
村
名
対
象
者
数

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）

精
検

受
診
者
数

Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病

が
ん
疑
い
が
ん

有
所

見
者

が
ん
発
見

率
（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
３５
，８
１７

１
，６
７３

３
，４
１２

５
，０
８５

１４
．２

１６
９

２８
４

４５
３

８
．９
１

４１
３

９１
．２

２３
９

１５
５

１
１８

１７
４

０
．３
５

４
．４

米
子
市
２６
，９
６８

８０
５

３
，２
２１

４
，０
２６

１４
．９

４３
３１
４

３５
７

８
．８
７

３４
７

９７
．２

１５
６

１６
９

０
２２

１９
１

０
．５
５

６
．３

倉
吉
市
１０
，９
２１

６３
２

５３
２

１
，１
６４

１０
．７

４７
４３

９０
７
．７
３

７８
８６
．７

４３
３２

０
３

３５
０
．２
６

３
．８

境
港
市

６
，８
２８

３９
０

４６
８

８５
８

１２
．６

２８
９２

１２
０

１３
．９
９

１１
１

９２
．５

６１
４２

０
８

５０
０
．９
３

７
．２

岩
美
町

２
，８
９５

７６
４９
４

５７
０

１９
．７

５
１３

１８
３
．１
６

１７
９４
．４

１０
７

０
０

７
０
．０
０

０
．０

八
頭
町

４
，１
０１

７０
３

１３
４

８３
７

２０
．４

３９
１２

５１
６
．０
９

４６
９０
．２

３０
１４

０
２

１６
０
．２
４

４
．３

若
桜
町

１
，１
６１

１９
４

３０
２２
４

１９
．３

１３
７

２０
８
．９
３

１７
８５
．０

１２
４

０
１

５
０
．４
５

５
．９

智
頭
町

２
，０
８６

３３
２４
０

２７
３

１３
．１

２
１５

１７
６
．２
３

１６
９４
．１

６
８

０
２

１０
０
．７
３

１２
．５

湯
梨
浜
町

３
，５
５１

４０
７

１３
３

５４
０

１５
．２

２２
６

２８
５
．１
９

２８
１０
０
．０

１５
１１

０
２

１３
０
．３
７

７
．１

三
朝
町

１
，６
８７

２９
７

０
２９
７

１７
．６

２７
０

２７
９
．０
９

２４
８８
．９

１５
８

０
１

９
０
．３
４

４
．２

北
栄
町

３
，４
００

５８
８

３７
６２
５

１８
．４

３１
４

３５
５
．６
０

３２
９１
．４

１８
９

１
４

１４
０
．６
４

１２
．５

琴
浦
町

４
，４
３６

７５
９

１３
６

８９
５

２０
．２

４１
１５

５６
６
．２
６

５４
９６
．４

３４
１８

０
２

２０
０
．２
２

３
．７

南
部
町

２
，６
０８

２７
５

２５
２

５２
７

２０
．２

８
２２

３０
５
．６
９

２９
９６
．７

１８
８

０
３

１１
０
．５
７

１０
．３

伯
耆
町

２
，８
４４

３４
２

１６
５

５０
７

１７
．８

１０
１７

２７
５
．３
３

２５
９２
．６

１５
９

０
１

１０
０
．２
０

４
．０

日
吉
津
村

５８
２

１１
２

７５
１８
７

３２
．１

３
１３

１６
８
．５
６

１６
１０
０
．０

８
８

０
０

８
０
．０
０

０
．０

大
山
町

４
，７
０２

２７
８

１９
９

４７
７

１０
．１

１０
２４

３４
７
．１
３

２６
７６
．５

１０
１６

０
０

１６
０
．０
０

０
．０

日
南
町

１
，９
５７

２５
１

１８
２６
９

１３
．７

１３
６

１９
７
．０
６

１９
１０
０
．０

１０
８

０
１

９
０
．３
７

５
．３

日
野
町

１
，１
６５

１５
８

０
１５
８

１３
．６

３
０

３
１
．９
０

３
１０
０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
０

０
．０

江
府
町

９６
７

０
２０
７

２０
７

２１
．４

０
３７

３７
１７
．８
７

２６
７０
．３

１４
１２

０
０

１２
０
．０
０

０
．０

合
計
１１
８
，６
７６

７
，９
７３

９
，７
５３

１７
，７
２６

１４
．９

５１
４

９２
４

１
，４
３８

８
．１
１

１
，３
２７

９２
．３

７１
５

５４
０

２
７０

６１
２

０
．３
９

５
．３

東
部
４６
，０
６０

２
，６
７９

４
，３
１０

６
，９
８９

１５
．２

２２
８

３３
１

５５
９

８
．０
０

５０
９

９１
．１

２９
７

１８
８

１
２３

２１
２

０
．３
３

４
．５

中
部
２３
，９
９５

２
，６
８３

８３
８

３
，５
２１

１４
．７

１６
８

６８
２３
６

６
．７
０

２１
６

９１
．５

１２
５

７８
１

１２
９１

０
．３
４

５
．６

西
部
４８
，６
２１

２
，６
１１

４
，６
０５

７
，２
１６

１４
．８

１１
８

５２
５

６４
３

８
．９
１

６０
２

９３
．６

２９
３

２７
４

０
３５

３０
９

０
．４
９

５
．８

４０



２）精密検診結果（年齢階級別）

年齢
精密検査
受診者数

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ａ ｈ＝ｆ／ｄ

４０～４４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

４５～４９歳 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．０

５０～５４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

５５～５９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

６０～６４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

６５～６９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

７０～７４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

８０歳以上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．０

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一 次 検 診
受 診 者 数

（人）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

a′ b′ c′＝b′／a′

保健事業団 ２ １ １ ５０．００

病 院 ３ ０ ３ ０．００

診 療 所 ２１ ０ ２１ ０．００

計 ２６ １ ２５ ３．８５

【参考】

●平成２２年度乳がん検診（視触診のみ）

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一 次 検 診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ

４０ ～ ４４ 歳 ５ ０ ５ ０．００

４５ ～ ４９ 歳 ５ １ ４ ２０．００

５０ ～ ５４ 歳 ８ ０ ８ ０．００

５５ ～ ５９ 歳 １ ０ １ ０．００

６０ ～ ６４ 歳 ２ ０ ２ ０．００

６５ ～ ６９ 歳 ３ ０ ３ ０．００

７０ ～ ７４ 歳 １ ０ １ ０．００

７５ ～ ７９ 歳 ０ ０ ０ ０．００

８０ 歳 以 上 １ ０ １ ０．００

計 ２６ １ ２５ ３．８５

４１



ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／d′

保健事業団 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．０

病 院 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

診 療 所 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．０

４）平成２２年度乳がん検診受診状況（視触診のみ）

市町村名

受 診 者 数 要 精 検 者 数 精 密 検 査 結 果 別 人 員

車検診 施 設

検 診

計 車検診 施 設

検 診

計 要精検

率（％）

精 検

受診者数

精検受診

率（％）

異 常

認めず

その他

の疾病

がん疑い が ん 有 所

見 者

がん発見

率（％）

陽性反応

適中度（％）

Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｈ／Ｄ Ｊ Ｋ＝Ｊ／Ｈ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ＝Ｍ＋Ｎ＋Ｏ Ｑ＝Ｏ／Ｄ Ｒ＝Ｏ／Ｊ

米子市 ０ １ １ ０ ０ ０ ０．００ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

倉吉市 １ ２２ ２３ １ ０ １ ４．３５ １ １００．０ ０ １ ０ ０ １ ０．００ ０．０

若桜町 １ ０ １ ０ ０ ０ ０．００ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

南部町 ０ １ １ ０ ０ ０ ０．００ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

合 計 ２ ２４ ２６ １ ０ １ ３．８５ １ １００．０ ０ １ ０ ０ １ ０．００ ０．０

東 部 １ ０ １ ０ ０ ０ ０．００ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

中 部 １ ２２ ２３ １ ０ １ ４．３５ １ １００．０ ０ １ ０ ０ １ ０．００ ０．０

西 部 ０ ２ ２ ０ ０ ０ ０．００ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
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（４） 平成２２年度検診発見乳がん追跡調査結果

１）登録届け出数 ７２

確定乳癌 ６５（２例は乳がんの再発）

調査中３、良性２、その他２

鳥取市１７、米子市２０、倉吉市３、境港市７

北栄町４、南部町３、八頭町２、智頭町２、湯梨浜町２、琴浦町２

三朝町１、伯耆町１、若桜町１

２）年齢構成 平均年齢 ６１．５歳

一次検診医の診断

要精検 ３１（MMGで所見無し ４例：４２、４９、６８、７２歳）

異常なし（＝MMG発見）３４

３）病期分類

４）組織型

非浸潤癌１２、

浸潤癌５１、不明１

リンパ節転移の有無 １３／５５

MMG発見 ６／２９（１―４個）

一次要精査 ７／２５（１―６個） Ｐ＝０．８３５
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５）検診歴 不明 ２

初回検診 繰り返し検診

MMG発見 １４ １９ （Ｈ１７年以前は初回とした）

一次要精査 ２１ ９ Ｐ＝０．０６５８

３５ ２８

６）手術術式 手術数 ６１

乳房温存術 乳房切除術 なし

MMG発見 ２８ ５ １

一次要精査 １６ １３ Ｐ＝０．０１６８

４４ １８

腋窩郭清 あり SLNB なし

MMG発見 ９ ２０ ５

一次要精査 １１ １７ １ Ｐ＝０．４２３０

２０ ３７ ６

７）薬物治療 化学療法 内分泌療法 なし

MMG発見 ８／３４ ２３／３４ ７

一次要精査 １１／２７ ２０／２８ ３

化学療法の有無 Ｐ＝０．４４７７

まとめ

１．平成２２年度検診発見乳癌は６５例で、非浸潤癌は１２例であった。

２．検診により再発乳癌が２例発見された。

３．６０歳代が最も多い傾向は続いている。受診者数とマンモグラフィの特性によるものと思われる。

４．組織では浸潤癌のうち特殊型の小葉癌が５例と増加してきており、４例は触知乳癌であった。

５．リンパ節転移の有無は非触知、触知乳癌で差はなかった。両者で差があったのは術式のみで

あった。
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５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式により算定した

推計数）は１８８，１８６人で、このうち受診者数は４９，３７４人、受診率は２６．２％で、昨年度とほぼ同様な結

果であった。

このうち要精検者数は３，７７６人で、要精検率７．６％、精検受診者は２，８４８人、精検受診率７５．４％で

あった。精密検査の結果、大腸がんは１３３人、大腸がん疑いは５人であった。がん発見率（がん／受診

者数）は０．２７％、陽性反応適中度（がん／精検受診者数）は４．７％であった。

受診者数、受診率は平成２１年度に比べ僅かに増加したが、要精検率は約８％で推移しており、精検

受診率、がん発見率、陽性反応適中度は例年と同様の結果で推移している。

要精検率は東部７．４％、中部６．５％、西部８．５％、がん発見率は東部０．２９６％、中部０．２３３％、西部

０．２５９％、陽性反応適中度は東部５．２％、中部５．０％、西部４．０％で、圏域での差がみられなくなった。

検診機関別の要精検率は、鳥取県保健事業団６．１％、中国労働衛生協会６．２％、病院８．１％、診療所

８．９％であった。

２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん及びがん疑い１３８例について確定調査を行った結果、確定癌１３２例（地域

検診３４例、施設検診９８例）、腺腫３例、非がん２例、過形成ポリープ１例であった。そのうち早期が

んは８１例、早期癌率は６１．４％であった。

調査の結果は、以下のとおりで、例年と同様な傾向であった。

（１） 性及び年齢では男女とも６０歳以上からがんが多く発見された。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が６２．９％、肉眼分類では「２」３１．１％であった。早期癌の肉眼分類で

は「Ip」「Isp」が４８．２％であった。

（３） 大きさは、１０�以下が２７例（２０．５％）であった。

（４） Dukes分類は「Ａ」が７１．２％、組織型分類は「Well」が６５．１％、「Mod」が２８．８％であった。

（５） 治療方法は外科手術が３４例（２５．８％）、内視鏡下手術３９例（２９．５％）、内視鏡治療は５５例（４１．７％）

であった。内視鏡下手術が年々増加傾向にある。

（６） 逐年検診発見進行大腸がんは１６例（東部５例、中部４例、西部７例）であった。

１６例中、前年度の結果が要精検だったのが２件あり、１件は異常なし、１件は精検未受診で

あった。各地区で症例検討を行って頂き、問題点等について検討して頂く。
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（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １８０，３６６ １７６，７９４ １７５，３６７ １８８，１８６ １８８，１８６ １８８，１８６

受 診 者 数（人） Ｂ ５２，０４５ ５２，０２６ ５１，７７３ ４８，４０９ ４８，９４９ ４９，３７４

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２８．９ ２９．４ ２９．５ ２５．７ ２６．０ ２６．２

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４７，５６９ ４７，７８２ ４７，４６８ ４４，４９７ ４４，７８０ ４５，５９８

要 精 検 者 数（人） Ｅ ４，４７６ ４，２４４ ４，３０５ ３，９１２ ４，１６９ ３，７７６

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．６ ８．２ ８．３ ８．１ ８．５ ７．６

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ３，０９７ ３，１０８ ３，１２６ ２，８５８ ３，１７８ ２，８４８

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ６９．２ ７３．２ ７２．６ ７３．１ ７６．２ ７５．４

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １３８（６） １５６（９） １４５（５） １３８（５） １３４（８） １３３（５）

大腸がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２７ ０．３０ ０．２８ ０．２９ ０．２７ ０．２７

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ４．５ ５．０ ４．６ ４．８ ４．２ ４．７

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １３９ １５９ １４９ １３６ １３４ １３２

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２７ ０．３１ ０．２９ ０．２８ ０．２７ ０．２７

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上

※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

※３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者を分母として算出

※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（２） 平成２２年度大腸がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）
一 次 検 診

受 診 者 数
受診率（％）

一次検診結果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１１５ ４，２０７ ５１１ １，０７４２４．２２５．５２５．１ ２６ ７４ ４８５ １，０００ ５．１ ６．９ ６．３

４５～４９歳 ２，５６０ ４，４６０ ４８２ １，１２８１８．８２５．３２２．９ ２４ ５６ ４５８ １，０７２ ５．０ ５．０ ５．０

５０～５４歳 ３，６３５ ６，５１８ ６５２ １，６８３１７．９２５．８２３．０ ３７ ９２ ６１５ １，５９１ ５．７ ５．５ ５．５

５５～５９歳 ５，１７０ ９，６３０ １，１１５ ２，５０９２１．６２６．１２４．５ ８１ １４２ １，０３４ ２，３６７ ７．３ ５．７ ６．２

６０～６４歳 ８，３１３ １２，７３５ ２，８８５ ５，２８８３４．７４１．５３８．８ ２２４ ３１０ ２，６６１ ４，９７８ ７．８ ５．９ ６．５

６５～６９歳 １０，８２６ １５，５２９ ３，４２６ ５，１１８３１．６３３．０３２．４ ２９２ ３１６ ３，１３４ ４，８０２ ８．５ ６．２ ７．１

７０～７４歳 １２，９５５ １８，２４８ ３，７１４ ５，５１７２８．７３０．２２９．６ ３４０ ３７２ ３，３７４ ５，１４５ ９．２ ６．７ ７．７

７５～７９歳 １１，８８５ １８，１６５ ３，１９５ ４，７１６２６．９２６．０２６．３ ３４４ ３６７ ２，８５１ ４，３４９１０．８ ７．８ ９．０

８０歳以上 １２，０５１ ２９，１８４ ２，６１５ ３，７４６２１．７１２．８１５．４ ３１６ ３６３ ２，２９９ ３，３８３１２．１ ９．７ １０．７

計 ６９，５１０ １１８，６７６１８，５９５３０，７７９２６．８２５．９２６．２１，６８４２，０９２１６，９１１２８，６８７ ９．１ ６．８ ７．６

合 計 １８８，１８６ ４９，３７４ ２６．２ ３，７７６ ４５，５９８ ７．６

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査受診率

（％）

精密検査結果 大腸がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｆ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １８ ５１６９．２ ６８．９ ６９．０ ９ ３０ ９ ２１ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １４ ３９５８．３ ６９．６ ６６．３ １０ ２０ ４ １９ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 ２３ ６９６２．２ ７５．０ ７１．３ ３ ３３ １９ ３２ １ ０ ０ ４ ０．００００．２３８０．１７１ ０．０ ５．８ ４．３

５５～５９歳 ５２ １１０６４．２ ７７．５ ７２．６ １２ ４９ ３５ ５８ ０ ０ ５ ３ ０．４４８０．１２００．２２１ ９．６ ２．７ ４．９

６０～６４歳 １６２ ２５６７２．３ ８２．６ ７８．３ ２７ １０９ １２３ １３８ １ ０ １１ ９ ０．３８１０．１７００．２４５ ６．８ ３．５ ４．８

６５～６９歳 ２１６ ２６２７４．０ ８２．９ ７８．６ ３９ ９９ １６６ １４８ ０ ０ １１ １５ ０．３２１０．２９３０．３０４ ５．１ ５．７ ５．４

７０～７４歳 ２６８ ２９７７８．８ ７９．８ ７９．４ ６８ １２５ １８５ １６４ ０ ０ １５ ８ ０．４０４０．１４５０．２４９ ５．６ ２．７ ４．１

７５～７９歳 ２７６ ２８１８０．２ ７６．６ ７８．３ ７３ １１２ １８７ １５５ ２ ０ １４ １４ ０．４３８０．２９７０．３５４ ５．１ ５．０ ５．０

８０歳以上 ２１５ ２３９６８．０ ６５．８ ６６．９ ６５ １０２ １３７ １２５ ０ １ １３ １１ ０．４９７０．２９４０．３７７ ６．０ ４．６ ５．３

計 １，２４４１，６０４７３．９ ７６．７ ７５．４ ３０６ ６７９ ８６５ ８６０ ４ １ ６９ ６４ ０．３７１０．２０８０．２６９ ５．５ ４．０ ４．７

合計 ２，８４８ ７５．４ ９８５ １，７２５ ５ １３３ ０．２６９ ４．７

４７



精密検査結果 その他の疾病の内訳

大腸がん疑い
0.2％

大腸がん
4.7％

異常認めず
34.6％

その他の疾病
60.6％

その他　17.8％

クローン病　0.0％
ポリープ（腺腫）

48.8％

潰瘍性大腸炎　0.3％

大腸憩室　11.8％

ポリープ（不明）
13.0％

ポリープ（非腺腫）
8.3％

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）

要精検者数 異常認めず
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ７，２７４ １１，４９８ ５５３ ５９０ ６，７２１ １０，９０８ ７．６ ５．１ ６．１

中国労働衛生協会 ２９３ ４３７ １９ ２６ ２７４ ４１１ ６．５ ５．９ ６．２

地 域 検 診 小 計 ７，５６７ １１，９３５ ５７２ ６１６ ６，９９５ １１，３１９ ７．６ ５．２ ６．１

病 院 ３，０９７ ４，７７５ ２９０ ３４６ ２，８０７ ４，４２９ ９．４ ７．２ ８．１

診 療 所 ７，９３１ １４，０６９ ８２２ １，１３０ ７，１０９ １２，９３９ １０．４ ８．０ ８．９

施 設 検 診 小 計 １１，０２８ １８，８４４ １，１１２ １，４７６ ９，９１６ １７，３６８ １０．１ ７．８ ８．７

計 １８，５９５ ３０，７７９ １，６８４ ２，０９２ １６，９１１ ２８，６８７ ９．１ ６．８ ７．６

合 計 ４９，３７４ ３，７７６ ４５，５９８ ７．６

ｂ．精密検査結果

一次検

診機関

精密検査受

診者数（人）

精密検査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／d′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ３７８ ４６７６８．４ ７９．２ ７３．９ １１０ ２１１ ２５２ ２４０ １ ０ １５ １６ ０．２０６０．１３９０．１６５ ４．０ ３．４ ３．７

中国労働衛生協会 １４ ２０７３．７ ７６．９ ７５．６ ６ ７ ６ １３ ０ ０ ２ ０ ０．６８３０．００００．２７４１４．３ ０．０ ５．９

地域検診小計 ３９２ ４８７６８．５ ７９．１ ７４．０ １１６ ２１８ ２５８ ２５３ １ ０ １７ １６ ０．２２５０．１３４０．１６９ ４．３ ３．３ ３．８

病 院 ２１６ ２６３７４．５ ７６．０ ７５．３ ４６ １０１ １５４ １５４ ２ ０ １４ ８ ０．４５２０．１６８０．２７９ ６．５ ３．０ ４．６

診 療 所 ６３６ ８５４７７．４ ７５．６ ７６．３ １４４ ３６０ ４５３ ４５３ １ １ ３８ ４０ ０．４７９０．２８４０．３５５ ６．０ ４．７ ５．２

施設検診小計 ８５２１，１１７７６．６ ７５．７ ７６．１ １９０ ４６１ ６０７ ６０７ ３ １ ５２ ４８ ０．４７２０．２５５０．３３５ ６．１ ４．３ ５．１

計 １，２４４１，６０４７３．９ ７６．７ ７５．４ ３０６ ６７９ ８６５ ８６０ ４ １ ６９ ６４ ０．３７１０．２０８０．２６９ ５．５ ４．０ ４．７

合 計 ２，８４８ ７５．４ ９８５ １，７２５ ５ １３３ ０．２６９ ４．７

４８
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Ａ
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Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
５６
，２
０３

２
，５
２６

１２
，１
２０

１４
，６
４６

２６
．１

１６
４

９９
３

１
，１
５７

７
．９

８８
７

７６
．７

３１
８

５１
７

４
４８

５６
９

０
．３
２８

５
．４

米
子
市
４１
，７
１８

０
１１
，５
７２

１１
，５
７２

２７
．７

０
１
，０
７６

１
，０
７６

９
．３

７９
１

７３
．５

２６
１

４９
６

０
３４

５３
０

０
．２
９４

４
．３

倉
吉
市
１７
，３
２６

１
，８
５１

１
，０
３９

２
，８
９０

１６
．７

１３
３

８１
２１
４

７
．４

１４
８

６９
．２

６０
７９

１
８

８８
０
．２
７７

５
．４

境
港
市
１０
，８
８７

９６
２
，１
７６

２
，２
７２

２０
．９

８
２０
３

２１
１

９
．３

１８
０

８５
．３

３９
１３
５

０
６

１４
１

０
．２
６４

３
．３

岩
美
町

４
，７
８１

１
，０
１３

２３
８

１
，２
５１

２６
．２

６８
９

７７
６
．２

７１
９２
．２

２１
４４

０
６

５０
０
．４
８０

８
．５

八
頭
町

６
，６
１２

２
，５
２９

２１
４

２
，７
４３

４１
．５

１５
４

１３
１６
７

６
．１

１１
７

７０
．１

４５
７１

０
１

７２
０
．０
３６

０
．９

若
桜
町

１
，８
６４

４０
８

２１
３

６２
１

３３
．３

１３
２１

３４
５
．５

２６
７６
．５

９
１６

０
１

１７
０
．１
６１

３
．８

智
頭
町

３
，３
４３

２０
３

７９
５

９９
８

２９
．９

６
５２

５８
５
．８

５０
８６
．２

８
３８

０
４

４２
０
．４
０１

８
．０

湯
梨
浜
町

５
，８
５６

１
，２
１９

５１
６

１
，７
３５

２９
．６

７６
５５

１３
１

７
．６

１０
２

７７
．９

５２
４３

０
７

５０
０
．４
０３

６
．９

三
朝
町

２
，７
５０

６１
２

０
６１
２

２２
．３

３１
０

３１
５
．１

２５
８０
．６

１０
１５

０
０

１５
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

５
，６
９９

２
，０
５２

２１
７

２
，２
６９

３９
．８

１０
８

１６
１２
４

５
．５

７９
６３
．７

３４
４１

０
４

４５
０
．１
７６

５
．１

琴
浦
町

７
，２
９８

１
，８
４２

７４
１
，９
１６

２６
．３

１１
３

４
１１
７

６
．１

８３
７０
．９

３４
４６

０
３

４９
０
．１
５７

３
．６

南
部
町

４
，１
８８

６２
５

６３
９

１
，２
６４

３０
．２

３４
５０

８４
６
．６

７１
８４
．５

２１
４８

０
２

５０
０
．１
５８

２
．８

伯
耆
町

４
，５
０２

１
，３
１３

０
１
，３
１３

２９
．２

８０
０

８０
６
．１

６１
７６
．３

１３
４６

０
２

４８
０
．１
５２

３
．３

日
吉
津
村

８９
７

２８
６

０
２８
６

３１
．９

１３
０

１３
４
．５

８
６１
．５

７
１

０
０

１
０
．０
００

０
．０

大
山
町

７
，６
８４

１
，２
１８

０
１
，２
１８

１５
．９

７６
０

７６
６
．２

６１
８０
．３

２３
３５

０
３

３８
０
．２
４６

４
．９

日
南
町

３
，１
８２

６２
１

５９
６８
０

２１
．４

４８
１５

６３
９
．３

３９
６１
．９

１２
２６

０
１

２７
０
．１
４７

２
．６

日
野
町

１
，８
４３

４４
２

０
４４
２

２４
．０

２３
０

２３
５
．２

２０
８７
．０

６
１３

０
１

１４
０
．２
２６

５
．０

江
府
町

１
，５
５３

６４
６

０
６４
６

４１
．６

４０
０

４０
６
．２

２９
７２
．５

１２
１５

０
２

１７
０
．３
１０

６
．９

合
計
１８
８
，１
８６

１９
，５
０２

２９
，８
７２

４９
，３
７４

２６
．２

１
，１
８８

２
，５
８８

３
，７
７６

７
．６

２
，８
４８

７５
．４

９８
５

１
，７
２５

５
１３
３

１
，８
６３

０
．２
６９

４
．７

東
部
７２
，８
０３

６
，６
７９

１３
，５
８０

２０
，２
５９

２７
．８

４０
５

１
，０
８８

１
，４
９３

７
．４

１
，１
５１

７７
．１

４０
１

６８
６

４
６０

７５
０

０
．２
９６

５
．２

中
部
３８
，９
２９

７
，５
７６

１
，８
４６

９
，４
２２

２４
．２

４６
１

１５
６

６１
７

６
．５

４３
７

７０
．８

１９
０

２２
４

１
２２

２４
７

０
．２
３３

５
．０

西
部
７６
，４
５４

５
，２
４７

１４
，４
４６

１９
，６
９３

２５
．８

３２
２

１
，３
４４

１
，６
６６

８
．５

１
，２
６０

７５
．６

３９
４

８１
５

０
５１

８６
６

０
．２
５９

４
．０

４９



（３） 平成２２年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 ９ １５ １１ ３５ ５５ ８ ４０ １０３ ６４ ２３ ５１ １３８

確 定 癌 ９ １５ １０ ３４ ５３ ７ ３８ ９８ ６２ ２２ ４８ １３２

腺 腫 ０ ０ １ １ １ ０ １ ２ １ ０ ２ ３

そ の 他 ０ ０ ０ ０ １ １ １ ３ １ １ １ ３

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ ０ １ ２ ３ ７ ４ １ １８

女 ０ ０ ２ ２ ４ ４ １ ３ ０ １６

計 ０ ０ ２ ３ ６ ７ ８ ７ １ ３４

施

設

男 ０ ０ １ ４ ９ ７ １０ ９ １２ ５２

女 ０ ０ ２ ０ ６ １１ ６ ９ １２ ４６

計 ０ ０ ３ ４ １５ １８ １６ １８ ２４ ９８

計
男 ０ ０ １ ５ １１ １０ １７ １３ １３ ７０

女 ０ ０ ４ ２ １０ １５ ７ １２ １２ ６２

総 計 ０ ０ ５ ７ ２１ ２５ ２４ ２５ ２５ １３２

表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ２ ４ ０ ６ １９ ２ ８ ２９ ３５（２６．５）

Ｓ ４ ８ ７ １９ １９ ２ ８ ２９ ４８（３６．４）

Ｄ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ４ ６ ６（４．５）

Ｔ １ ０ ０ １ ４ ０ ４ ８ ９（６．８）

Ａ ２ ３ ２ ７ ７ １ １２ ２０ ２７（２０．５）

Ｃ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２ ４ ４（３．０）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 ０ ０ １ １ ２ ０ ０ ２ ３（２．３）

計 ９ １５ １０ ３４ ５３ ７ ３８ ９８ １３２

５０



表４ 大きさ

大きさ

（�）

地 域 施 設
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ２ ３ １ ６ １０ １ １０ ２１ ２７（２０．５）

１１～２０ ２ ７ ５ １４ ２３ １ ９ ３３ ４７（３５．６）

２１～５０ ５ ４ ３ １２ １５ ３ １８ ３６ ４８（３６．４）

５１～ ０ １ ０ １ ４ ２ １ ７ ８（６．１）

不明 ０ ０ １ １ １ ０ ０ １ ２（１．５）

計 ９ １５ １０ ３４ ５３ ７ ３８ ９８ １３２

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

�p ５ ６ １１（１３．６）

�sp １０ １８ ２８（３４．６）

�s １ １４ １５（１８．５）

�a ２ ８ １０（１２．３）

�a＋�c ３ ７ １０（１２．３）

�b １ ０ １（１．２）

�c ０ １ １（１．２）

� ０ ０ ０

その他 １ ４ ５（６．２）

不明 ０ ０ ０

計 ２３ ５８ ８１

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

０ ２４ ５９ ８３（６２．９）

１ ３ ５ ８（６．１）

２ ７ ３４ ４１（３１．１）

３ ０ ０ ０

４ ０ ０ ０

５ ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０

計 ３４ ９８ １３２

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

m ４ ５ ５ １９ ２ １６ ５１（３８．６）

sm ２ ４ ３ １６ ０ ５ ３０（２２．７）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小計 ６ ９ ８ ３５ ２ ２１ ８１（６１．４）

mp ２ １ ０ ５ ０ ３ １１（８．３）

ss １ ４ １ ９ ５ １１ ３１（２３．５）

se ０ １ ０ ３ ０ ３ ７（５．３）

si ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 ０ ０ １ １ ０ ０ ２（１．５）

計 ９ １５ １０ ５３ ７ ３８ １３２
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表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ ８ １２ ８ ３７ ３ ２６ ９４（７１．２）

Ｂ １ ２ ０ ６ １ ７ １７（１２．９）

Ｃ ０ １ １ ８ ２ ５ １７（１２．９）

Ｄ ０ ０ ０ １ １ ０ ２（１．５）

不明 ０ ０ １ １ ０ ０ ２（１．５）

計 ９ １５ １０ ５３ ７ ３８ １３２

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel ９ １０ ６ ３５ ３ ２３ ８６（６５．２）

Mod ０ ５ ２ １４ ４ １３ ３８（２８．８）

Por ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２（１．５）

Muc ０ ０ １ １ ０ １ ３（２．３）

その他 ０ ０ ０ ０ ０ １ １（０．８）

不明 ０ ０ １ １ ０ ０ ２（１．５）

計 ９ １５ １０ ５３ ７ ３８ １３２

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 ０ ６ １ ９ ５ １３ ３４（２５．８）

内視鏡下手術 ４ ４ ４ １８ ０ ９ ３９（２９．５）

内視鏡治療 ５ ５ ４ ２４ ２ １５ ５５（４１．７）

その他不明 ０ ０ １ ２ ０ １ ４（３．０）

計 ９ １５ １０ ５３ ７ ３８ １３２
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表１１ 平成２２年度逐年検診発見進行癌

検診

方式
地区 №

年

令
性 部 位 大きさ 深達度 肉眼型 組織型 便潜血 stage

前年度検査結果

検診方式 便 潜 血 精密結果

地域

検診

１ ７４ 男性 直腸 １２� ss（a１） ２ Well ＋＋ �ａ 地域検診 － ・ －

中部 ２ ５９ 女性 Ｓ状結腸 ２０� ss（a１） ２ Mod ＋＋ � 地域検診 － ・ －

３ ７８ 女性 Ｓ状結腸 � mp １ Well ＋＋ � 地域検診 － ・ －

施設

検診

４ ７７ 女性 横行結腸 １７� mp ２ Por１ ＋＋ �ａ 施設検診 － ・ －

５ ８４ 男性 直腸 ４３� １ Mod －＋ �ｂ 施設検診 － ・ －

東部 ６ ６９ 女性 横行結腸 ３０� ss（a１） ２ Well ＋＋ �ａ 施設検診 － ・ －

７ ６２ 女性 Ｓ状結腸 ３０� se（a２） ２ Well －＋ �ａ 施設検診 －・（１本のみ）

８ ８１ 男性 直腸 １２� mp １ Well －＋ �ａ 施設検診 － ・ －

中部 ９ ７１ 男性 Ｓ状結腸 ４０� ss（a１） ２ Mod ＋＋ �ｂ 地域検診 ＋ ・ ＋

病院受診

の結果、

異常なし

１０７４ 女性 横行結腸 ４０� ss（a１） ２ Mod ＋－ � 施設検診 － ・ －

１１６９ 女性 上行結腸 ２９� ss（a１） ２ Mod ＋＋ � 施設検診 － ・ －

１２７４ 男性 直腸 ５０� se（a２） Well ＋＋ � 施設検診 － ・ －

西部 １３６５ 女性 上行結腸 ３５� ss（a１） ２ Well ＋＋ �ｂ 施設検診 － ・ －

１４６４ 女性 Ｓ状結腸 ４７� ss（a１） １ Well ＋＋ � 施設検診 ＋ ・ ＋ 未 受 診

１５６５ 女性 上行結腸 ２５� ss（a１） ２ Mod ＋－ �ｂ 施設検診 － ・ －

１６７２ 男性 直腸 ２８� mp ２ Mod ＋－ � 施設検診 － ・ －
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年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施

・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）

・原則、基本健診と同時実施。単独も可

・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可

・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）

・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）

・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に

・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一

・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

Ｈ１９～ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・節目検診（４０歳のみ＋未受診者）＋節目外（要指導者等）

区 分
健康指導
対 象 者
（人）

定期検査
受診者数
（人）

定 期 検 査 結 果

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，５１８ ６９４
１１２

（１６．１）

１６

（２．３）

４

（０．６）

２

（０．３）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 ９７９ ４４５
２２６

（５０．８）

１６

（３．６）

１３

（２．９）

４

（０．９）

※肝臓がんと報告された中には、過去の定期検査で「がん」と報告されたものも含まれている。

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）平成２２年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査

平成２２年度は１４市町村で実施し、対象者数１７５，６７０人（前年度１６６，６６７人）のうち、受診者数は

２，４７６人（前年度３，０９３人）で受診率は１．４％（前年度１．９％）であった。要精検者数はHBs抗原陽

性者５４人、HCV抗体陽性者１９人で、受診者数の２．９４％であった。受診者数におけるHBs抗原陽

性率は２．２％、HCV抗体陽性率は０．８％で前年度とほぼ同様の結果であった。また、要精検者７３

人のうち精検受診者は４１人、精検受診率は５６．２％（前年度５０．０％）で、前年度に比べ６．２ポイン

ト増であった。精検受診者４１人のうち、肝臓がん・肝臓がん疑いはそれぞれ０人であった。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の

肝臓がん対策事業）

平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１３市

町村で実施された。結果は以下のとおりである。

３）平成７年度から平成２２年度の１６年間を集計すると、平成７～９年度の検診時において市町村か

ら報告があった対象者数１９２，３１５人に対し、受診者総数は１１６，６６９人、推計受診率は６０．７％であり、

５４



そのうちHBs抗原陽性者は２，８４６人（２．４４％）、HCV抗体陽性者は３，５６２人（３．０５％）であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
平成７年度から平成２２年度の肝臓がん検診発見がん患者の追跡調査では、確定がんは２３人であった。

また平成１０年度から平成２１年度の定期検査中に発見された確定がんは９８人であった。

肝臓がん検診発見がん患者２３人のうち、２１人は死亡、生存中は２人であった。また、定期検査中に

発見されたがん患者９８人のうち、５３人は死亡（他病死を含む）、生存中は３８人、追跡不能７人であっ

た。このデータから、フォローアップが非常に大事であることが分かる。
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（１） 平成２２年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

一次検診

受 診 者 数

（人）

一 次 検 診 結 果
HBs抗 原陽性率

（％）

HCV抗体陽性率

（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

ともに陽性

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ＝（ｂ＋ｄ）／ａ ｆ＝（ｃ＋ｄ）／ａ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １５２ ２８８ １５０ ２８４ ２ ４ ０ ０ ０ ０ １．３ １．４ １．４ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 ５２ １１５ ５２ １１４ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．９ ０．６ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 ８０ １６４ ７７ １６２ １ １ ２ １ ０ ０ １．３ ０．６ ０．８ ２．５ ０．６ １．２

５５～５９歳 ９６ １６３ ９４ １５８ １ ５ １ ０ ０ ０ １．０ ３．１ ２．３ １．０ ０．０ ０．４

６０～６４歳 ２６１ ３０６ ２４７ ３０１ １２ ３ ２ ２ ０ ０ ４．６ １．０ ２．６ ０．８ ０．７ ０．７

６５～６９歳 １７８ １７４ １６７ １６９ １０ ３ １ ２ ０ ０ ５．６ １．７ ３．７ ０．６ １．１ ０．９

７０～７４歳 １３７ １６４ １３４ １５５ １ ５ ２ ４ ０ ０ ０．７ ３．０ ２．０ １．５ ２．４ ２．０

７５～７９歳 ２９ ３６ ２５ ３６ ３ ０ １ ０ ０ ０ １０．３ ０．０ ４．６ ３．４ ０．０ １．５

８０歳以上 ４９ ３２ ４７ ３１ １ １ １ ０ ０ ０ ２．０ ３．１ ２．５ ２．０ ０．０ １．２

計 １，０３４１，４４２ ９９３ １，４１０ ３１ ２３ １０ ９ ０ ０ ３．０ １．６ ２．２ １．０ ０．６ ０．８

合 計 ２，４７６ ２，４０３ ５４ １９ ０ ２．２ ０．８

５６



２
）
精
密
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢
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精
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人
）
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検
査

結
果
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が
ん

発
見

率
（
％
）

健
康
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診
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名

そ
の
他

無
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候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
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性
肝
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硬
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ル
コ
ー
ル
性
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障
害
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肝
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が
ん

そ
の
他
の
疾
病

ｇ
ｈ
＝
ｇ

／
ａ

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

Ｂ
型
陽
性

１
３

１
１

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
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０
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０
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０
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０
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性
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０
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０
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０
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０

０
０
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０
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０
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０
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０
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０
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１
３

１
１

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
０
０

０
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０
０
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～
４９
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Ｂ
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１

０
１
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０

０
０
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０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
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０
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０
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０
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０
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１
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「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診

受診者数

（人）

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率

（％）

HCV抗体陽性率

（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

ともに陽性

a′ b′ c′ d′ e′＝（b′＋d′）／a′ f′＝（c′＋d′）／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

直 営 １２ １０ １２ １０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

保 健 事 業 団 ３９８ ５５８ ３８５ ５５０ １３ ７ ０ １ ０ ０ ３．３ １．３ ２．１ ０．０ ０．２ ０．１

中国労働衛生協会 １０２ ８９ ９８ ８７ ２ ２ ２ ０ ０ ０ ２．０ ２．２ ２．１ ２．０ ０．０ １．０

病 院 １１１ １５６ １０７ １５３ ２ ３ ２ ０ ０ ０ １．８ １．９ １．９ １．８ ０．０ ０．７

診 療 所 ４１１ ６２９ ３９１ ６１０ １４ １１ ６ ８ ０ ０ ３．４ １．７ ２．４ １．５ １．３ １．３

計 １，０３４１，４４２ ９９３ １，４１０ ３１ ２３ １０ ９ ０ ０ ３．０ １．６ ２．２ １．０ ０．６ ０．８

合 計 ２，４７６ ２，４０３ ５４ １９ ０ ２．２ ０．８

５８
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５

１
．４

６
１

０
２
．２

０
．４

３
４２
．９

２
１

０
０

１
０
．０
００

境
港
市

７
，２
６１

０
１８
５

１８
５

２
．５

３
４

０
１
．６

２
．２

６
８５
．７

４
２

０
０

２
０
．０
００

岩
美
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

八
頭
町

１１
，６
９５

１１
２

０
１１
２

１
．０

１
０

０
０
．９

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

若
桜
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

智
頭
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

湯
梨
浜
町

７
，６
９４

１２
４

４３
１６
７

２
．２

５
０

０
３
．０

０
．０

１
２０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

三
朝
町

３
，３
９８

１０
０

１０
０
．３

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

北
栄
町

２４
８

６５
０

６５
２６
．２

１
０

０
１
．５

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

琴
浦
町

７
，１
２７

１１
５

０
１１
５

１
．６

２
０

０
１
．７

０
．０

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

南
部
町

４
，９
４３

４
３

７
０
．１

１
０

０
１４
．３

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

伯
耆
町

４
，５
０２

６３
０

６３
１
．４

２
０

０
３
．２

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
吉
津
村

４６
５

０
５

１０
．９

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

大
山
町

１
，３
５６

２２
４

２６
１
．９

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

日
野
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

江
府
町

１
，６
１４

１７
６

０
１７
６

１０
．９

４
２

０
２
．３

１
．１

３
５０
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

合
計
１７
５
，６
７０

１
，１
６９

１
，３
０７

２
，４
７６

１
．４

５４
１９

０
２
．２

０
．８

４１
５６
．２

２９
１２

０
０

１２
０
．０
００

東
部

５１
，０
３８

３１
０

１
，０
０２

１
，３
１２

２
．６

２９
１１

０
２
．２

０
．８

２５
６２
．５

１８
７

０
０

７
０
．０
００

中
部

３７
，９
２４

５８
９

４３
６３
２

１
．７

１４
１

０
２
．２

０
．２

６
４０
．０

５
１

０
０

１
０
．０
００

西
部

８６
，７
０８

２７
０

２６
２

５３
２

０
．６

１１
７

０
２
．１

１
．３

１０
５５
．６

６
４

０
０

４
０
．０
００
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１
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１
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１
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１
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０
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０
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女
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女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女
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女

４０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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～
５９
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１４

１
４

０
０

０
０

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
２

０
０

６０
～
６４
歳

２０
５７

７
２５

１
７

０
０

４
１５

１
０

０
０

０
０

０
２

１
１

０
０

６５
～
６９
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３５
７１

１０
３９

４
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０
１
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０
１

０
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１
０
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０

１
３
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６７

５
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０
２

１５
３６

１
３

１
０

０
１

０
０

０
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０
０

７５
～
７９
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１５
６
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１２
３１
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２１
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０
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０
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０
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．９
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．２
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．９
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．３
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※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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（３） 平成７～２２年度肝臓がん検診結果

年齢階級

一次検診

受診者数（人）

ａ

HBs抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数

ｂ

陽性率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
陽性者数

ｄ

陽性率（％）

ｅ＝ｄ／ａ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，７５０ ６，０９３ ９８ １５９ ３．５６ ２．６１ ２．９１ ３６ ４６ １．３１ ０．７５ ０．９３

４５～４９歳 ２，５５２ ５，８３２ １１８ １９６ ４．６２ ３．３６ ３．７５ ３４ ９８ １．３３ １．６８ １．５７

５０～５４歳 ２，８１３ ７，２２２ １２７ ２４２ ４．５１ ３．３５ ３．６８ ３６ １５４ １．２８ ２．１３ １．８９

５５～５９歳 ３，４９６ ９，０５９ １０５ ２６７ ３．００ ２．９５ ２．９６ ７３ ２４８ ２．０９ ２．７４ ２．５６

６０～６４歳 ７，０２９ １３，０７９ ２１０ ２６５ ２．９９ ２．０３ ２．３６ １９３ ４６１ ２．７５ ３．５２ ３．２５

６５～６９歳 ８，４１７ １３，５１９ ２２１ ２６４ ２．６３ １．９５ ２．２１ ２８９ ５１５ ３．４３ ３．８１ ３．６７

７０～７４歳 ７，６６１ １１，８３９ １３６ ２０６ １．７８ １．７４ １．７５ ３０３ ４５３ ３．９６ ３．８３ ３．８８

７５～７９歳 ３，３７０ ５，５６９ ６２ ７８ １．８４ １．４０ １．５７ １４７ ２２３ ４．３６ ４．００ ４．１４

８０歳以上 ２，３９５ ３，９７４ ２８ ６４ １．１７ １．６１ １．４４ １１０ １４３ ４．５９ ３．６０ ３．９７

計 ４０，４８３ ７６，１８６ １，１０５ １，７４１ ２．７３ ２．２９ ２．４４ １，２２１ ２，３４１ ３．０２ ３．０７ ３．０５

合 計 １１６，６６９ ２，８４６ ２．４４ ３，５６２ ３．０５
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２）平成２２年度定期検査による発見がんまたはがん疑い

No 年齢 性 診断 初 回 治 療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ６６ 男 肝癌 TAE １１．１．２０ ２ 個 S５／６ １２×１２ 腫瘤 Ｃ ５

２ ８０ 女 肝癌 RFA １０．１１．０９ 単 発 S６～７ １８×１８ 腫瘤 無 Ｃ ４８．４

３ ６４ 女 肝癌 TAE １０．１１ 単 発 S６ ５×５ 腫瘤 有 Ｃ ２６

４ ７５ 女 肝癌 切除 ０８．７．３０ 無 Ｃ

５ ７５ 男 肝癌 TAE １０．１２．０８ ＞４個 S２／５／６／７／８ ２０×１７ 腫瘤 有 Ｃ

６ ６９ 女 肝癌 RFA １０．４ 単 発 S６ １８×１８ 無 Ｃ １９

７ ７９ 男 肝癌 TAI ０９．１０．２６ ２ 個 S７／８ １８×１５ 腫瘤 Ｃ ６０．３

８ ７１ 女 肝癌 切除 ０７．８．１７ 単 発 S２～３ ６０×６０ 腫瘤 有 Ｂ １４８

９ ８５ 女 肝癌 RFA １０．７ ２ 個 S４／７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １６．６

１０ ８４ 女 肝癌 RFA ０９．１０．３０ 単 発 S８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １．９

１１ ６５ 男 肝癌 TAE ９．３ 単 発 S５ ２４×２４ 有 Ｂ ７．８

１２ ５７ 男 肝癌 切除 １１．１．１８ 単 発 S６ ４０×２５ 腫瘤 無 Ｂ ４

１３ ７８ 女 未 確 定・
経過観察中 単 発 S５ ５×５ 有 Ｃ ４．９

１４ ７３ 女 癌なし Ｃ ８．７

１５ ６３ 女 肝癌 １９年度報告済 Ｃ

１６ ７７ 女 肝癌 ２１年度報告済 Ｃ

１７ ７７ 女 肝癌 ２１年度報告済 Ｃ

１８ ８６ 女 肝癌 １９年度報告済 Ｃ

１９ ８４ 男 肝癌 １５年度報告済 Ｃ

２０ ７４ 男 肝癌 １６年度報告済 Ｃ

２１ ６７ 男 肝癌 ２１年度報告済 Ｂ

２２ ７６ 男 肝癌 １９年度報告済 Ｂ

２３ ７１ 女 肝癌 １８年度報告済 Ｂ

（４） 肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について

１）平成２２年度基本健康診査肝炎ウイルス検査より発見されたがんまたはがん疑いはなかった。

６３



３）平成７年度～平成２１年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １２年１１か月後他病死
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ８年８か月後死亡
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ７年９か月後他病死
２０ ７０ 女 ０１．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ３年８か月後再発
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年３か月後死亡
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５年１か月後他病死
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ 再発、２年５か月後死亡
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３ 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
３３ ７６ 男 切除 ０４．３．１０ ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４ 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年４か月後再発
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０ 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後再発
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３ ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ ３年１０か月後死亡
３７ ９１ 女 NT ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ 通院中断
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年２か月後死亡
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５ 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年４か月後死亡
４１ ５６ 男 RFA ０４．４．７ 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
４２ ７８ 女 TAE ０４．５．１９ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ ６年後再発／切除
４３ ７５ 男 TAI ０５．１．６ ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年３か月後死亡
４４ ６８ 男 切除 ０４．９．１３． 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３年１０か月後再発
４５ ７２ 女 T／R ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ／Ｃ 再発、１年５か月後死亡
４６ ６２ 男 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
４７ ８６ 女 TAE 不明 不 明 不明 ２０×２０ 不明 有 Ｃ 予後調査中
４８ ７３ 男 切除 ００．３． 単 発 不明 １０×１０ 不明 有 Ｂ 再発、６年後死亡
４９ ７６ 男 切除 ０５．５．１２ 単 発 S７／８ ９０×８０ 腫瘤 無 Ｂ ４年３か月後再発
５０ ６４ 男 TAE ０９．１． 単 発 S５ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ １年７か月後再発
５１ ７３ 女 未治療 ＞４個 S２７８ ７×７ 腫瘤 有 Ｃ ４年１０か月後死亡
５２ ７５ 男 切除 ０６．３．２９ 単 発 S７／８ ４３×２５ 浸潤 無 Ｃ １０か月後再発
５３ ７４ 男 RFA ０４．９．６ 単 発 S７ １８×１８ 腫瘤 有 Ｃ ５年５か月後死亡
５４ ７５ 男 T／R ０５．８． ２ 個 S６７ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年２か月後死亡
５５ ８７ 女 未治療 単 発 S２ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ４年後他病死
５６ ８９ 女 T／P ０５．１２． 単 発 S２ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ２年後再発．０９．１．２９中断
５７ ８２ 女 T／R ０５．１０． 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ １年９か月後他病死
５８ ７７ 女 切除 ０４．１１．７ ２ 個 S６８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１１か月後再発
５９ ５９ 女 RFA ０６．１． 単 発 S５ １３×１２ 腫瘤 無 Ｂ／Ｃ 無再発生存中
６０ ６７ 女 RFA ０４．４． 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ６年３か月後再発
６１ ６８ 男 肝癌否定 （単 発 S６ １３×１３） 無 Ｂ 生存中
６２ ６９ 男 TAE ０７．１１．１４ ２ 個 S５７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １年９か月後再発
６３ ７９ 男 TAE ０６．１１． 多 発 両葉 ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年１０か月後死亡
６４ ８７ 女 T／R ０６．１１．１５ 単 発 S４ １６×２３ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６５ ７９ 男 T／R ０６．１１．２０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６６ ８２ 女 TAE ０６．３．１４ 単 発 S８ ３５×３５ 腫瘤 Ｃ ３年７か月後再発
６７ ６９ 男 切除 ０６．９．２６ ２ 個 S６７ ２２×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６８ ７２ 女 TAE ０６．５．１８ 単 発 S６ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年１０か月後死亡
６９ ８１ 女 切除 ９７．３．２４ 単 発 S８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１３年後死亡
７０ ８０ 男 T／R ０６．８．３１ ＞４個 S８４ ３１×２７ 腫瘤 有 Ｃ ４年９か月後再発
７１ ７３ 女 TAE ０６．２．２１ ＞４個 S８５３ ３７×３１ 腫瘤 有 Ｃ １年６か月後死亡
７２ ６４ 男 未治療 単 発 S５ ３５×３５ 無 Ｃ 不明
７３ ８２ 女 TAE ０６．９．６ 単 発 S１ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３か月後再発

６４



４）平成７年度～平成２１年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡

２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、２年１か月後死亡

３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１５年１か月後死亡

４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡

５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡

６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡

７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｎ 再発、１年１か月後死亡

８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡

９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡

１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡

１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡

１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡

１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡

１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡

１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡

１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｎ 再発、１年５か月後死亡

１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡

１８ ７２ 男 PEIT ０４．８．２ ２ 個 S１，５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年１１か月後死亡

１９ ８３ 男 T／R／P ０５．１０．１７ ２ 個 S１，４ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年１１か月死亡

２０ ６７ 女 切除 ０６．０８．０９ 単 発 S８ ２５×２５ Ｂ 無再発生存中

２１ ７９ 男 T／R ０６．１１． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３年後再発

２２ ７２ 男 切除 ０８．４．２１ 単 発 右葉 １００×１００ Ｃ ３７日後死亡

２３ ６０ 男 TAE ０８．４． ＞４個 両葉 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ２年６か月後死亡

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

７４ ８０ 男 RFA ０２．９． 単 発 S８ 腫瘤 有 Ｃ ２年５か月後再発
７５ ６３ 女 T／R ０７．５．８ 単 発 S８ １６×１６ Ｂ 予後調査中
７６ ７３ 男 M／R ０３．８．５ ＞４個 S３４８ １５×１５ 無 Ｂ 再発、８年後死亡
７７ ７３ 男 切除 ０５．３．１４ 単 発 S４５ ４２×２８ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年後死亡
７８ ７４ 男 切除 ０６．１２．２１ 単 発 S４５８ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年７か月後再発
７９ ６０ 女 RFA ０７．７． 単 発 S７ １７×１２ 腫瘤 有 Ｃ ３年４か月後再発
８０ ８７ 女 未治療 単 発 S６ ６６×５６ 腫瘤 無 Ｃ ２年７か月後他病死
８１ ８０ 女 TAE ０３．３． 単 発 S２／３ ２０×２０ Ｃ 再発、８年７か月後死亡
８２ ７７ 女 TAE ０８．１０．７ 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年後死亡
８３ ７０ 男 単 発 S５ １２×１２ Ｂ 予後調査中
８４ ７７ 女 未治療 ０９．３．２４ ２ 個 S５８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年３か月後肝不全死
８５ ８４ 女 T／P ０９．９．７ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
８６ ７２ 女 TAE ０９．１２．１８ ＞４個 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ TAE繰り返し
８７ ７９ 女 TAE １０．１１．１８ ２ 個 S８／３ ４０×３５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
８８ ８９ 男 TAE ０９．１０．６ ＞４個 ２０×２０ 腫瘤 Ｃ TAE繰り返し
８９ ７６ 女 T／R ０９．１０．６ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
９０ ７６ 女 T／R ０９．７．２２ ２ 個 S３／５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年７か月後死亡
９１ ７９ 男 T／R １０．３．２５ 単 発 S７ ２３×２３ 有 Ｃ 無再発生存中
９２ ８５ 女 切除 １０．３ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
９３ ６６ 男 TAE ＞４個 S１ 浸潤 有 Ｂ 生存中
９４ ７３ 女 切除 ０９．１０．２０ 単 発 S５ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
９５ ６８ 女 切除 ０９．８．２１ ＞４個 S３４８ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ 生存中
９６ ７５ 男 TAE ０８．１ ＞４個 S２４５８ ３８×２５ 腫瘤 有 Ｃ ２年１０か月後腹膜播種
９７ ７８ 男 精査中 Ｃ
９８ ７５ 男 TAE ０７．２．１１ 単 発 S６ 無 Ｂ ７か月後再発

６５



７．全国がん検診実績との比較

平成２１年度 （単位：人 ％）

区 分
平成２１年度実績

（鳥取県）

平成２１年度実績

（全国）
留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ３８，８８９，０８３ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ４２，８０１ ３，９４６，７８０

受診率（％） ２２．７ １０．１

受診率順位 ２位 ―

要精検者数（人） １，３００ ３６２，４７１

要精検率（％） ７．５０ ９．１８

精検受診者数（人） １，０６１ ２８８，８６８

精検受診率（％） ８１．６ ７９．７

がんの者（人） １４３ ６，３３２

がん発見率（％） ０．３３ ０．１６

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） １３９，２３２ ３３，０８６，８７３ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値

を使用）

全国
（３，５１９，５５１）＋（４，４０５，２７６）－（９７６，８３０）

（３３，０８６，８７３）
＝２１．０

鳥取
（２４，２０７）＋（２６，９４３）－（１３，４６６）

（１３９，２３２）
＝２７．１

受診者数（人） ２６，９４３ ４，４０５，２７６

受診率（％） １９．４（２７．１） （２１．０）

受診率順位 （１１）位 ―

要精検者数（人） ２００ ６０，８６４

要精検率（％） ０．７４ １．３８

精検受診者数（人） １７９ ３９，１０９

精検受診率（％） ８９．５ ６４．３

がんの者（人） １５ ３，２３８

がん発見率（％） ０．０６ ０．０７

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ３８，５４６，７１５ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

※全国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定
受診者数（人） ４６，２４７ ６，９１１，０４７

受診率（％） ２４．６ １７．８

受診率順位 １７位 ―

要精検者数（人） ２，１２２ １９３，６３１

要精検率（％） ４．５９ ２．８０

精検受診者数（人） １，８８８ １７２，９５７

精検受診率（％） ８９．０ ８９．３

がんの者（人） ３１ ３，８７１

がん発見率（％） ０．０７ ０．０６

６６



区 分
平成２１年度実績

（鳥取県）

平成２１年度実績

（全国）
留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） １１８，６７６ ２４，６４４，８５４ ○「視触診方式及びマンモグラフィ」の併用者を計上

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値

を使用）

全国
（１，７４５，２２２）＋（２，５７０，３４２）－（２９７，５７７）

（２４，６４４，８５４）
＝１６．３

鳥取
（１４，６２４）＋（１９，２７８）－（１，０３２）

（１１８，６７６）
＝２７．７

受診者数（人） １９，２７８ ２，５７０，３４２

受診率（％） １６．２（２７．７） （１６，３）

受診率順位 （７）位 ―

要精検者数（人） １，５４４ ２２０，７９３

要精検率（％） ８．０１ ８．５９

精検受診者数（人） １，４２７ １８１，６８９

精検受診率（％） ９２．４ ８２．３

がんの者（人） ５７ ７，４４７

がん発見率（％） ０．３０ ０．２９

大

腸

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ４０，０９６，６６２

受診者数（人） ４８，９４９ ６，６９３，８５９

受診率（％） ２６．０ １６．５

受診率順位 ５位 －

要精検者数（人） ４，１６９ ４８０，４４７

要精検率（％） ８．５ ７．１８

精検受診者数（人） ３，１７８ ３０２，３１１

精検受診率（％） ７６．２ ６２．９

がんの者（人） １３４ １４，２２８

がん発見率（％） ０．２７ ０．２１

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん対策専門委員会資料

全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事業

報告」に記載された数値とは異なる場合がある。

２ 受診率順位は厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値と比較した順位

３ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」

６７
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平成２２年度 （単位：人 ％）

区 分
平成２２年度実績

（鳥取県）

平成２２年度実績

（全国）
留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ３９，１３３，９０７ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ４３，２９６ ３，７７５，０２３

受診率（％） ２３．０ ９．６

受診率順位 ２位 ―

要精検者数（人） １，２５９

要精検率（％） ７．８０

精検受診者数（人） １，０４９

精検受診率（％） ８３．３

がんの者（人） １４２

がん発見率（％） ０．３３

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） １３９，２３２ ３２，５３５，２６７ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用）

全国
（４，２７５，４０９）＋（４，５１８，４０３）－（１，０３７，６７２）

（３２，５３５，２６７）
＝２３．９

鳥取
（２６，９４３）＋（２８，４５３）－（１２，７０５）

（１３９，２３２）
＝３０．６

受診者数（人） ２８，４５３ ４，５１８，４０３

受診率（％） ２０．４（３０．６） （２３．９）

受診率順位 （１０）位 ―

要精検者数（人） ２９３

要精検率（％） １．０３

精検受診者数（人） １９２

精検受診率（％） ６５．５

がんの者（人） ２０

がん発見率（％） ０．０７

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ３９，５４５，５９７ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

※全国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定
受診者数（人） ４５，４８２ ６，７９９，９２４

受診率（％） ２４．２ １７．２

受診率順位 １７位 ―

要精検者数（人） ２，００４

要精検率（％） ４．４１

精検受診者数（人） １，７６７

精検受診率（％） ８８．２

がんの者（人） ５０

がん発見率（％） ０．１１

６９



区 分
平成２２年度実績

（鳥取県）

平成２２年度実績

（全国）
留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） １１８，６７６ ２４，２８１，２２７ ○「視触診方式及びマンモグラフィ」の併用者を計上

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用）

全国
（２，５０２，０８０）＋（２，４９２，８６８）－（３８４，３４３）

（２４，２８１，２２７）
＝１９．０

鳥取
（１９，２７８）＋（１７，７２６）－（１，２０１）

（１１８，６７６）
＝３０．１

受診者数（人） １７，７２６ ２，４９２，８６８

受診率（％） １４．９（３０．１） （１９．０）

受診率順位 （７）位 ―

要精検者数（人） １，４３８

要精検率（％） ８．１１

精検受診者数（人） １，３２７

精検受診率（％） ９２．３

がんの者（人） ７０

がん発見率（％） ０．３９

大

腸

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ４０，２６６，５６９

受診者数（人） ４９，３７４ ６，７６１，６９８

受診率（％） ２６．２ １６．８

受診率順位 ４位 ―

要精検者数（人） ３，７７６

要精検率（％） ７．６５

精検受診者数（人） ２，８４８

精検受診率（％） ７５．４

がんの者（人） １３３

がん発見率（％） ０．２７

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん対策専門委員会資料

全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事業

報告」に記載された数値とは異なる場合がある。

２ 受診率順位は厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値と比較した順位

３ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」

４ 要精検者数等については、平成２０年度分から翌年度集計となったため、空欄としている

７０



�．平成２３年度各がん検診従事者講習会及び

症例研究会開催状況
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従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

平
成
２４
年
３
月
１０
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

西
部
医
師
会
館

１３
９
名
演
題
：「
Ｘ
線
・
内
視
鏡
に
お
け
る
胃
癌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実
際
」

講
師
：
財
団
法
人
早
期
胃
癌
検
診
協
会
中
央
診
療
所
所
長

長
浜
隆
司
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

岡
本
敏
明
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

野
口
直
哉
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

神
戸
貴
雅
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
検
討
会

平
成
２４
年
２
月
１９
日
（
日
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
４５
分

倉
吉
市

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

５８
名
演
題
：「
子
宮
頸
が
ん
は
予
防
の
時
代
へ

―
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
と
H
P
V
D
N
A
検
査
の
普
及
を
め
ざ
し
て
―
」

講
師
：
自
治
医
科
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
学
講
座
教
授

鈴
木
光
明
先
生

症
例
提
示
４
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

平
成
２４
年
２
月
２５
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

倉
吉
市

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

７２
名
演
題
：「
肺
が
ん
の
低
線
量
C
T
検
診
に
つ
い
て
」

講
師
：
大
阪
府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
が
ん
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー

疫
学
予
防
課
長
兼
病
理
・
細
胞
診
断
科

中
山
富
雄
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

池
田
秀
明
先
生

中
部
―
２
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医

胸
部
外
科

藤
岡
真
治
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
第

１９
回
烏
取
県
検
診

発
見
乳
が
ん
症
例

検
討
会

平
成
２３
年
８
月
２０
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
４０
分

倉
吉
市

鳥
取
県
中
部
医
師

会
館

５３
名
演
題
：「
高
知
県
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
現
状
―
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
単
独
検
診
の
精

度
向
上
と
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
遠
隔
診
断
支
援
事
業
―
」

講
師
：
高
知
大
学
医
学
部
外
科
学
講
座
外
科
一
准
教
授

杉
本
健
樹
先
生

症
例
検
討

中
部
―
１
例
：
烏
取
県
立
厚
生
病
院

田
中
裕
子
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医
器
官
再
生
外
科
学

石
黒
清
介
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
２３
年
７
月
３０
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
３５
分

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

８９
名
演
題
：「
大
腸
癌
を
予
防
す
る
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
２
内
科
診
療
科
群
講
師

八
島
一
夫
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

柳
谷
淳
志
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

野
口
直
哉
先
生

西
部
―
２
例
：
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

片
山
俊
介
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
２４
年
２
月
１８
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
５０
分

倉
吉
市

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

８０
名
演
題
：「
肝
が
ん
検
診
に
お
け
る
超
音
波
検
査
の
役
割
と
限
界
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
統
合
内
科
医
学
講
座
機
能
病
態
内
科
学
分
野

准
教
授

孝
田
雅
彦
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

満
田
朱
理
先
生

鳥
取
市
立
病
院

大
石
正
博
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

万
代
真
理
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

西
向
栄
治
先
生

７１



１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成２４年３月１０日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提供者：鳥取県立中央病院 岡 本 敏 明

症 例：７８歳

検診歴：平成２０年６月 車検診受診。異常なし

平成２１年６月 車検診受診。異常なし

平成２２年６月 車検診受診。噴門部のポリープを指摘。

経 過：平成２２年９月２７日上記指摘され、近医受診。GIF施行したところ、胃体上部後壁に隆起性

病変を認めた。生検でGroup５であり、sm massiveを疑われたため、当院内科紹介受診。

GIF・MDL・CT施行され、進行胃癌と診断。１０月５日に外科紹介、１１月１日に胃全摘術

施行された。（病理：U Post、pType５、３０×６０�、tub２＞por１＞tub１、pT４a（SE）、int、

INFb、ly３、v３、pN０、cM０、cP０、CY０、cH０、Stage�B、pM０、pDM０、pEM０治癒切

除）

検 討：平成２１年の検診フィルムを再度見直すと、体上部後壁に襞集中を伴った�c病変を認めた。

翌年のフィルムでも同部位の指摘はなく、噴門部のポリープ精査の際、偶々癌が発見でき

た症例であった。病変部が体部と底部との分水嶺にあり、バリウムの付着が悪い箇所で

あったため、発見が困難であったと考えられる。このような箇所の病変を見つけるには内

視鏡による追加の検査も検討されるべきである。また、本例では技師による撮影で同部位

が強調されて撮影されており、追加撮影された箇所に何らかの印をつけるといったことも

検討する余地がある。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 野 口 直 哉

症 例：８６歳、男性

検診歴：平成２１年６月 異常なし

平成２２年７月 胃体部大弯辺縁不整

経 過：平成２２年９月 上記を指摘され、近医受診。上部消化管内視鏡検査で胃体部大弯に病変を

みとめ、当院紹介、同年９月１０日、内視鏡検査を行い胃体下部大弯～胃角部大弯にかけて

１型腫瘍をみとめた。生検でpapillary adenocarcinoma.と診断した。９月１７日当院消化器

外科で試験開腹をおこなったところ腹膜播種を多数認めた。胃がんstage�と診断し、１０

月より化学療法（S―１単独）開始した。

平成２４年１月 病状進行のため永眠された。

検 討：今回、平成２２年７月に指摘された病変は、平成２１年６月の検診時のフィルムを注意深く振

り返ると病変を指摘することができた。体部大弯の湾入を正常範囲ととりやすい部分であ

り注意深い観察が必要だったと考えられる。
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〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 神 戸 貴 雅

症 例：６８歳、男性

検診歴：平成２１年８月 車検診で「胃角小弯辺縁不整」の指摘を受け要精検となった。

１２月 当院での胃内視鏡検査で、胃角部と前庭部に良性びらんの指摘をうけた。

平成２２年８月 車検診で「前庭部伸展不良」の指摘を受け要精検となった。

経 過：平成２２年１０月 当院紹介となり、精査を行ったところ、GIF・精密MDLにて胃体部後壁

にIIcを認め、１２月 胃部分切除術を施行した。（病理：Ｍ、２８×２０�、por＞sig、ly０、v０、

N０、StageIA、curA）

考 察：平成２１年、平成２２年の検診フィルムを遡及的に検討するも、今回の病変ははっきりと指摘

はできず、今回の病変は他部位の病変を疑いながら偶然発見されたことになる。結果的に

深達度もｍであり、根治切除が可能であったことから、見落としというにはふさわしくな

いが、精密胃透視検査では、はっきりと病変が描出されていることより、より精度の高い

検診胃透視が望まれる。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成２４年２月１９日（日） 午後４時～午後５時４５分

場 所 倉吉交流プラザ

症例検討：鳥取大学医学部産婦人科講師、板持弘明先生の進行により施設検診３例、鳥取県保健事業

団（車検診）１例の症例検討が行われた。

平成２３年度 子宮がん検診症例検討会提出症例

症例 年齢
市町
村名

検診月日
一次検診
機 関

一次検診結果
精密検査
機 関

精密検査結果
治 療
機関名組 織 診 断

進行期
分 類

TMN分類

症例
１
３１歳 岩美町

Ｈ２０．５．１６ 鳥取県保健
事業団

class�

Ｈ２１．１１．１６ 鳥取県保健
事業団

class�

Ｈ２２．１１．１７ 鳥取県保健
事業団

ベセスダ判定
判定可
SCC（MIC）

鳥取県立中
央病院

carcinoma in
situ

０期 pT０pNxpMx 鳥取県立
中央病院

症例
２
３４歳 米子市

H１９．１２．１５ 中曽産婦人
科医院

class�

Ｈ２０．１２．６ 中曽産婦人
科医院

class�

Ｈ２１．１２．１２ 中曽産婦人
科医院

class�

Ｈ２２．１１．２７ 中曽産婦人
科医院

ベセスダ判定
判定不能

Ｈ２２．１２．１０ 中曽産婦人
科医院

ベセスダ判定
判定可
HSIL（severe
dysplasia）

鳥取大学医
学部
附属病院

carcinoma in
situ

０期 Tis NxMo 鳥取大学
医学部
附属病院

症例
３
３７歳 米子市

Ｈ２０．７．１ 井田レディー
スクリニック

class�

Ｈ２２．７．１０ 井田レディー
スクリニック

ベセスダ判定
判定可
ASC―H（severe
dysplasia疑）

井田レディー
スクリニック

Squamous cell
carcinoma

�b１期 pTIb１pN０pM０ 鳥取大学
医学部
附属病院

症例
４
４８歳 鳥取市

Ｈ２０．１．７ 鳥取市立病院 頸部：class�
Ｈ２０．７．１５ タグチレディー

スクリニック
頸部：class�
体部：陰性

Ｈ２３．１．１２ タグチレディー
スクリニック

頸部：ベセスダ
判定
判定可
NILM

体部：疑陽性

県立中央病院 endometrial
adenocarcinoma
（G１）

�b期 pTIbpN０pM０ 鳥取県立
中央病院
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成２４年２月２５日（土） 午後４時～午後６時

場 所 倉吉交流プラザ

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 池 田 秀 明

症 例：５９歳 男性

既往歴：特になし

喫 煙：current smoker ２０本／日×３９年間

血液生化学検査：異常なし

肺機能：WNL

現病歴：２０１１．３．２検診胸部単純Ｘ線（以下CXR）にて右上肺野の腫瘤影を指摘され、当院内科

で精査し肺癌診断後外科紹介、手術を施行した。

経 過：�CXR（前々回 ３年前）の診断は異常なしであり、再度見直すが異常所見は認めなかっ

た。

�CXR（前回 １年前）の診断は異常なしであるが、右第１肋骨肋軟骨の石灰化を疑う

陰影が指摘できた。

�CXR（今回）で、同部陰影が濃く増大する所見にて右上肺野の腫瘤影の診断で精査と

なった。胸部HRCTで右上葉S１に約４�の多房性ブラがありその周囲にGGOを伴い、

尾側に約１．５�の充実性結節を認めた。PET／CTで同結節部のSUVmax delay３．０のFDG

集積を認めたが、他臓器、肺門・縦隔リンパ節へのFDG集積はなかった。肺癌を疑い

CTガイド下針生検を施行し腺癌の診断、c―stageIA（T１aN０M０）として手術（右肺上

葉切除術 ND２a―１）を施行した。

病理結果は混合型腺癌で、充実性結節部から連続的にブラ壁に沿って肺胞置換性に進展

する像が認められ、最大径４．３�、pl１、n０にてp―stageIB（T２aN０M０）であった。

考 察：結果としてやや進行してからの診断、治療となったが、前回１年前に診断していれば

stageIAで治療できた可能性がある。

肋軟骨の石灰化は普段よく見かける所見である。第１、２肋骨に起こり易く対称性のもの

が多いが、非対称性にまた肋骨の幅を超えて膨隆することもあるため、石灰化の左右差の

みで全て異常影として判定することは、精度低下を考慮すると躊躇される。本症例のよう

な癌の発生部位・発生形態の場合特に、肋軟骨の石灰化像と酷似する像を呈するものと思

われ、１年後の比較読影による診断となったことにCXRの限界を感じるところである。

しかし真の石灰化で隠された結節陰影ではなく、腫瘍による陰影であったことを考えると、

前回CXRで異常影として指摘できた可能性はあり、さらに経験を積み重ねつつ読影力向

上のための努力は必要であると思われる。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

症例１：６０歳代、男性

既往歴：高血圧

生活歴：たばこ ２０本×３０年、５０歳より禁煙
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現病歴：毎年検診を受けていたが、異常なしであった。平成２３年７月の検診で胸部異常陰影を指摘

され、当院紹介となった。

検査所見：CEA：７．７と高値、他に異常なし

呼吸機能：FVC ３．５L（１０３．８％）

FEV１．０ ２．４６L（７０．３％）

胸部Xpの比較：平成２０年、２１年の胸部Xpは異常なしであるが、平成２２年の胸部Xpは心陰影内に血

管陰影の途絶と肥厚を認めた。残念ながらこの異常陰影を見落としていた。そして、平成

２３年の胸部Xpでは強い胸膜陥入像を伴う３�大の腫瘤陰影を心陰影内に認めることと

なった。直ちに手術となった。平成２３年７月、術中迅速診断を併用して手術施行した。迅

速診断で腺癌の診断を得た。胸腔鏡下左下葉切除術、ND２a―２リンパ節郭清を行った。左

S１０に３．３�大の腫瘍を認めた。中分化の乳頭腺癌、p―T２aN０M０、pl０d０e０pm０（pl０）、p―

１B期であった。またmicropapillary patternを呈しており術後補助化学療法を行った。経

過良好。

症例２：６０歳代、男性

既往歴：糖尿病（コントロール不良、HbA１C：８．０）

生活歴：たばこ ４０本×４４年

現病歴：平成２１年の検診は異常なしであった。平成２２年の検診は受けなかった。平成２３年９月の検

診で胸部異常陰影を指摘され、当院紹介となった。

検査所見：腫瘍マーカーその他に異常なし。

呼吸機能：FVC ４．４３L（１１７％）

FEV１．０ ２．９３L（６６．１％）

胸部Xpの比較：平成２１年の胸部Xpは異常なしである。平成２３年の胸部Xpでは左中肺野に３�を越

える異常陰影を認める。

CTにて左S６の４�大の腫瘍で、CTガイド下肺生検で腺癌の診断を得て、平成２３年１２月に

手術となった。

胸腔鏡下左下葉切除、ND２a―２リンパ節郭清を行った。

左S６に４�大の腫瘍、中分化の乳頭腺癌でp―T２aN０M０、pl０d０e０pm０（pl０）、p―１B期と

なった。

またこの症例もmicropapillary patternを呈しており、術後補助化学療法を行った。経過

良好である。

考 察：２例とも理由の違いはあるが１年間の空白期間があり、腫瘍径が３�以上となった症例で

す。症例１の心陰影内の血管走行の乱れや肥厚・途絶に注目して異常を指摘すべき症例で

あった。また症例２は平成２２年に検診を受けていないことが誠に残念で、平成２２年の時期

に３�の腫瘍を発見できた可能性は高い。２つの症例とも１B期であったが、鳥取県立厚

生病院の肺癌手術例で１A期の５生率は、８３．９％、１B期は６７．９％（２００１年～２０１０年）とな

り、１B期では５生率が１６％低下し、大きな差となっている。

まとめ：１．検診は毎年受けてこそ効果がある（特に喫煙歴のある人は毎年受けるべきである）。

２．心陰影内に異常陰影は見落としがちになるので血管走行に注目してさらなる注意が必

要と考える。

見落とし症例は、１年後には病期が１段階進んで１A期から１B期となり、５生率が１６％低
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下する。１A期での肺癌の発見が検診の意義を高めることとなる。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院胸部外科 藤 岡 真 治

症 例：８７歳、女性

主 訴：体重減少（４�／年）、胸部異常影

既往歴：高血圧

生活歴：喫煙歴なし

現病歴：２００５年検診で異常指摘され、胸部CTでは病変あり、気管支鏡細胞診でclass�にて経過観

察となった。翌年のCTでは変化なく、その後２年間は経過観察となった。２０１１年になり

体重減少があったため近医受診、気管支鏡細胞診で肺腺癌の診断で当科紹介となった。

臨床経過：入院時の胸部Ｘ線では、左下肺野で心陰影に重なって約５�大の腫瘤影を認めた。胸部

CTでは左S１０に３８×２８�の充実性腫瘤影を認めた。腫瘤は内部濃度不均一で気管支の拡張

を認め、周囲にはすりガラス陰影が見られた。PET―CTでは、早期相でSUVmax；３．０、

後期相で４．１の集積があり、肺門部・縦隔リンパ節に集積はなかった。臨床病期cT２aN０M０

stageIBにて完全胸腔鏡下左肺下葉切除術＋リンパ節郭清術を施行した。腫瘍はS１０から

S６方向に胸膜に沿って進展しており、当初予定していた底区切除では癌が遺残する可能

性が高く、結局下葉切除となった。腫瘍径は１０５×４０×３０�と大きな乳頭型腺癌で、病理

病期はpT３N０M０stageIIBであった。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成２３年８月２０日（土） 午後４時～午後５時４０分

場 所 鳥取県中部医師会館

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 田 中 裕 子

症 例：石灰化の精査で良性とされ、２年後の検診で乳癌と診断された症例

７０歳、女性

平成２０年検診マンモグラフィー（MMG）石灰化病変にて要精査となり受診。精査の結果

良性腫瘤に伴う良性石灰化と診断され、９ヶ月後再診し終診。平成２２年再度石灰化病変に

て要精査となり受診。MMGにて左MLOのＭ領域、CCの中央に不整形・一部線状の石灰

化を認めた。平成２０年と比較し数が増加・範囲が拡大し、区域性であり、カテゴリー�と

判定。超音波では腫瘤を認めず、乳腺内に点状高エコーを伴った低エコー域を認めた。細

胞診class�。ダイナミックCTにて左乳房Ａ領域に不整形に濃染される１．５�大の結節影

を認め、左腋窩には１�大の扁平なリンパ節を認めた。左乳癌（T１N０M０、Stage�）と

診断し左乳房部分切除＋左腋窩郭清施行。病理組織はDCIS（comedo type）、ER（－）、

PgR（－）。残存乳房に対し放射線治療を施行し、現在経過観察中。MMG石灰化病変の形

状・分布の判定を厳密に行い、診察所見を総合的に捉え整合性を追及し、疑問がある場合

は厳重な経過観察や追加検査が必要である。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部器官再生外科学 石 黒 清 介

症 例：術後１ヶ月で再発を来した悪性葉状腫瘍の１例

５２歳、女性

平成１９年夏頃より右乳房腫瘤を自覚していた。平成２０年７月初診。右BD領域に２�大の

腫瘤を触知し、超音波では２．４�の境界明瞭な腫瘤であった。コアニードルバイオプシー

で乳腺症と診断され経過観察となった。平成２３年５月、腫瘤増大のため他院より紹介。５

�の分葉状腫瘍で細胞診では良性であった。５月２０日全身麻酔下に手術を施行。術後診断

は良性の葉状腫瘍と診断された。術後４週目、硬結と痛みで受診、感染、出血を疑い経過

を見るも改善せず、細胞診を施行したところ、悪性腫瘍と診断された。乳房切除術＋セン

チネルリンパ節生検を行ったが、術後永久標本でセンチネルリンパ節に微小転移が判明し、

腋窩郭清を追加した。その１ヶ月後、胸壁に再々発。大胸筋合併切除を行い、イフォマイ

ドを中心とした化学療法を追加して経過観察中である。急速増大する線維腺腫は葉状腫瘍

を疑い、周囲も含めて完全に切除すべきである。特に４０歳以上の線維腺腫は要注意である。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成２３年７月３０日（土） 午後４時～午後５時３５分

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 柳 谷 淳 志

症 例：７０歳、女性

現病歴：平成２０年の大腸癌検診にて便潜血陽性指摘あり、同年１１月に下部消化管内視鏡検査を受け

るも盲腸のIsポリープのみと経過観察となる．平成２１年１２月の大腸癌検診でも便潜血陽性

（＋／＋）となるも、昨年検査してあり、検査を延期、近医で平成２２年５月２６日に下部消

化管内視鏡検査したところ横行結腸に６０�大のLSTを指摘された．

病 理：横行結腸、６２×３７� LST―G（Is＋IIa） Adenoma

最も異型度の高い所では高分化型腺癌との鑑別が問題となるが、軽度～高度異型の管状絨

毛状腺腫。

検 討：１年半前に下部消化管内視鏡検査を受けているが、横行結腸の６０�大の病変は指摘できず。

横行結腸中央、屈曲の裏側に病変は位置していた。挿入時にも注意をしていれば気がつく

可能性あり、また抜去時も屈曲部、ひだ裏の病変を意識した観察が必要と考えられる、逆

に観察を怠ると大きな病変も見逃すリスクがある教訓深い症例であった。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 野 口 直 哉

症 例：７８歳、女性

主 訴：なし

家族歴：特記事項なし

既往歴：特記事項なし

現病歴：平成１８年から平成２１年まで大腸癌検診で異常を指摘されなかった。

平成２２年の大腸癌検診で陽性となり、当院消化器内科受診した。

同年７月３０日、当科で内視鏡検査をおこなったところＳ状結腸に１�大の１型隆起性病変

をみとめた。

内視鏡検査、注腸検査をおこない、mp浸潤がうたがわれ、腹腔鏡下Ｓ状結腸切除をおこ

なった。

手術所見：平成２３年１０月 腹腔鏡下Ｓ状結腸切除

病理所見：Adenocarcinoma、tub１＞tub２、mp、int、INFb、ly１、v１、pm（―）、dm（―）、n０stage�

検 討：毎年、検診を受けていて、完全切除できた症例であった。
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〔西部症例〕 提出者：米子医療センター 片 山 俊 介

症例１：６０才代、女性

主 訴：無症状

既往歴：高血圧・脂質異常症

家族歴：母 大腸癌

現病歴：平成１９年度・平成２０年度検診 便潜血陰性。平成２１年度検診 便潜血＋／＋となり、大腸

精査目的に受診された。

検査所見：大腸内視鏡検査で横行結腸の肝彎曲部に全周性狭窄を来す２型腫瘍を認め内視鏡通過不

可能。Ｘ線造影検査では同部にapple―core signを認めた。

治 療：右半結腸切除術施行、Tubular adenocarcinoma（tub２）pType２（４×５．８�）pT２（SS）、

ly０、v０、INFb、pN０、pPM０、pDM０、pStage�

症例２：８０才代後半、男性

主 訴：血尿（疑い）

既往歴：糖尿病・脂質異常症・痔（３０年前手術）

家族歴：特記事項なし

現病歴：平成２０年度検診 便潜血－／－。８月下旬赤色尿を自覚。平成２１年度検診 便潜血＋／＋。

および尿潜血＋＋＋。９月３日大腸精査目的に受診された。同日泌尿器科も受診された。

検査所見：大腸内視鏡検査で横行結腸の肝彎曲部に全周性狭窄を来す２型腫瘍を認め内視鏡通過不

可能。Ｘ線造影検査では同部にapple―core signを認めた。

治 療：右半結腸切除術施行、多発肝結節（９×６�）あり、サンプリングにて転移と診断。

Adenocarcinoma（tub２＞tub１＞＞muc）、

pType３（６．８×３．７�）pT２（SS）、ly１、v１、INFa、pN１、pH１、pStage�

術後化学療法：UFT内服していたが、平成２２年６月肝転移増悪しゼローダへ変更

術後経過：一方泌尿器科で膀胱鏡勧められるも血尿が自然消失したことより拒否された。平成２２年

６月血尿再発し、泌尿器科再診。膀胱鏡にて膀胱癌（SqCC＞UC）と診断。７月７日姑息

的手術としてTUR―Bt施行。本来なら放射線治療適応だが、大腸癌による予後も３～６ヶ

月程度と予想され経過観察となった。１０月膀胱癌増悪あり再手術勧められるも拒否。平成

２３年１月水腎症・腎後性腎不全となり永眠された。

考 察：前年度便潜血陰性の進行大腸癌二例を経験した。いずれも右側結腸癌であり、一例は肝転

移も伴っていた。症例１のように家族歴のある場合、便潜血検査のみで判定するのではな

く大腸内視鏡を勧めるようにしてはどうかと考える。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成２４年２月１８日（土） 午後４時～午後５時５０分

場 所 倉吉交流プラザ

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 満 田 朱 理

鳥取市立病院 大 石 正 博

症 例：３６歳、女性

主 訴：心窩部痛

家族歴：父；肝硬変にて５０歳代に死亡、姉２人HBVキャリア

生活歴：飲酒なし、喫煙なし

既往歴：１８歳時（入社時）にHBsAg陽性を指摘

現病歴：２年前に近医より定期フォローを勧められていたが、会社の検診では肝機能正常であり、

医療機関での肝臓の定期検査は受けていなかった。他院婦人科にて不妊治療中（平成２X

年５月人工授精失敗）、平成２X年５月連休明けより心窩部痛あり、６月６日近医受診。超

音波検査にて腫瘤あり、当科紹介となる。

入院時検査所見：WBC４４００／μl、Hb１０．５g／dl、Plt ２３．８万／μl、T.bil １．０mg／dl、D.bil ０．３mg／dl、

AST７６IU／l、ALT７４IU／l、LDH２９４IU／l、ALP３５５IU／l、γ―GTP１３５IU／l、TP６．６g／dl、

Alb ３．８g／dl、ChE ２１０IU／l、T.Chol １６６mg／dl、FBS ９０mg／dl、CRP ０．４mg／dl、ZTT

３．５KU、PT ７７％、HBsAg（＋）、HBeAg（－）、HBeAb（＋）、HBV DNA ３．５logc／ml、

AFP１０３０００ng／ml、PIVKA II １３４０７０mAU／ml、Child―Pugh A

画像検査：肝ダイナミックCT；肝右葉ほぼ全域を占拠する巨大腫瘤を認め、門脈本幹・左右一次

分枝・UP・P２・P３に至る広範な腫瘍栓を伴っていた。少量右胸水あり。脾腫あり。T４

（Vp４）N０M０、stage IVAと診断した。

経 過：初診時よりバラクルードの内服を開始した。若年のこともあり、鳥取市立病院外科にコン

サルトした。同院より神戸大学肝胆膵外科へ紹介となり、肝動注化学療法（Hepatic arte-

rial infusion chemotherapy；HAIC）のうちの一つである、経皮的肝潅流化学療法 （Per-

cutaneous isolated hepatic perfusion；PIHP―両葉多発のstageIVA症例で、奏効率６４．５％、

５年生存率２０％との報告―）を受けるために転院となる。転院後PIHP（DXR１８０mg、

MMC ５０mg）を６月２２日に受けたが、PDであった。鳥取市立病院へ再度転院し、動注リ

ザーバーを留置し、CDDP（１００mg）によるHAICを１回／月にて４回（８／７、９／８、１０／

３、１１／１）施行したが、無効であった。反復する治療により肝予備能低下し、Child-Pugh

AからCとなる。その後全身状態悪化し、１１月１９日に永眠された。当科初診から約５か月

後であった。

考 察：HBsAg陽性患者は年齢を問わず、肝機能異常の有無に関わらず、肝細胞癌の発生を念頭

においた定期検査が必要である（腹部超音波、肝機能、ウイルス量、腫瘍マーカー）。こ

の症例においても定期検査がなされていたならば癌死を免れたかもしれない。他科におけ

る術前検査や人間ドックでHBsAg陽性が判明した場合には、一度は肝臓専門医へコンサ

ルトとしてもらい、しっかりと患者指導を行うことが重要である。

また、この症例においては、肝予備能がまだ良好である間に肝動注化学療法から分子標的
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薬（ソラフェニブ）へ切り替えも考慮するべきであったかもしれない。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 万 代 真 理

肝動注療法が著効した高齢者肝細胞癌の一例

鳥取県立厚生病院 消化器内科、内科

万代真理、斧山巧、永原天和、山本了、野口直哉、佐藤徹、秋藤洋一

症 例：８７才 女性

主 訴：肝腫瘤精査加療目的

現病歴：近医で高血圧にて加療中、スクリーニングの腹部超音波検査で肝腫瘤を認め、平成２１年１１

月当科紹介となる。

既往歴：高血圧

生活歴：飲酒、喫煙なし

入院時現症：１５５�、５４．２�、BMI２３、結膜 貧血・黄疸を認めず。腹部 平坦、軟、圧痛なし。

下腿浮腫なし。

入院時検査所見：WBC４２１０／μl、RBC３．９０×１０４／μl、Hb１１．７g／dl、Plt８．１×１０４／μl、PT７６．９％、

HPT６２．９％、T.P７．０g／dl、Alb３．４g／dl、T.Bil１．１mg／dl、AST３３IU／L、ALT２１IU／L、

ALP３９５IU／L、γ―GTP３１IU／L、HBsAg陰性、HBsAb陰性、HBc抗体陽性、８．６s／co、

HCV―Ab陰性、AFP１５４０KIU／ml、PIVKA―�１９１０mAU／ml

肝dynamicCT：後区域を中心に門脈右枝に腫瘍塞栓を伴うび漫性の腫瘤を認め、動脈早期相では

濃染性は乏しかったが、平衡相ではwash outを呈しており、肝細胞癌と考えられた。肝

左葉の肝内胆管拡張を認めた。

EOB―MRI、MRCP：肝細胞相で腫瘤部は造影剤の取り込み低下を認め、また左葉肝内胆管拡張を

認めるも、腫瘤の胆管浸潤を疑う所見はなく、胆管沿いに微小嚢胞が多数認められ、

peribiliary cystと考えられた。

肝血管造影：血管造影では肝後区域を中心に腫瘍濃染を認め、Epirubicine３０mg＋MMC６mg＋

cisplatin２５mg＋５―FU５００mgを右肝動脈：固有肝動脈＝３：１の配分で動注を施行した。

治療経過：肝動注療法を計３回施行し、４ヶ月後のCTでは、腫瘤の縮小を認めた。再度動注を施

行し、さらに３ヶ月後（初診時より７ヶ月後）には、腫瘤はさらに縮小し、後区域の萎縮

を認めた。腫瘍マーカーは２回の動注後陰性化しており、計４回の動注療法を行い、約３

年後の現在に至るまで、無治療で再発なく経過している。治療に伴う副作用としては、２

回目の動注後に尿路感染を生じた以外は特に重篤な副作用はなく、現在T.Bil０．９g／dl、

Alb２．６g／dl、PT８０％、BUN２４mg／dl、Cr１．１．g／dlとアルブミン低下を認めるほか、肝

腎機能の悪化はなく経過している。現在は、十二指腸下降脚に異所性静脈瘤を認めること、

また肝性脳症の発症により２回入院加療を行っていることが問題点であるが、肝細胞癌に

ついては無再発生存中である。

考 察：肝細胞癌の初発年齢は７０才以上が約半数とされており、高齢癌患者に対して治療を検討す

る場合、�癌腫がその患者さんの生命予後を規定するか、�生命を全うするまでに癌に起

因する苦痛や障害が生じうるか�癌の治療に耐えうるかの３点を評価することから始まる

とされている。一方、老化現象には個人差が多く、暦年齢のみで判断することは難しく、

老化現象を総合的に判断する方法として包括化老化現象評価を行うことが推奨されている。

今回門脈腫瘍塞栓を伴う肝細胞癌に対して動注を施行し、副作用なく腫瘍の制御をするこ
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とができた。

高齢者の肝細胞癌では非Ｂ非Ｃからの発癌の割合が増えていることも問題で、本症例でも

HBs抗原、HCV抗体は陰性であった。

結 語：門脈腫瘍栓（Vp３）を伴う肝細胞癌に対して肝動注療法が著効した一例を経験した。高齢

ではあったが、特に大きな副作用なく治療を継続することができ、予後の改善につながっ

たと考えられた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 西 向 栄 治

HBs抗体陽性のHBVキャリアーに発癌した細胆管細胞癌の１例

山陰労災病院病院

消化器内科 ○西向栄治、岸本幸廣、角田宏明、向山智之、神戸貴雅、謝花典子、古城治彦

外 科 豊田暢彦、野坂仁愛

放 射 線 科 井隼孝司

Ｂ型慢性肝疾患で、HBs抗原が陰性化する症例は、稀であるが、頻度は年間数％と報告されてい

る。今回１５年間通院中の肝機能正常例で、HBs抗原が陰性化、HBs抗体が陽性になった後の肝臓が

ん発症を経験したので報告する。

症 例：７４歳、男性。

１５年前からHBVキャリアとして、半年ごとに外来検査を行っていた。平成２３年５月の定

期腹部超音波検査で、肝S８に４�大の八頭状の内部が不均一なやや高エコー腫瘤像を指

摘された。AFP、PIVKA―II、CA１９―９、CEAいずれも陰性。トランスアミナーゼ正常、

HBs抗原陰性、ｓ抗体強陽性、HBc抗体６４．７％（２００倍希釈）、HCV抗体陰性。造影CTで

は、肝S８に境界やや不明瞭な４�大の腫瘤を認め、早期相で辺縁、内部が不均一な濃染

を呈し、遅延相で造影効果の遷延を認めた。腹部血管造影では、Capillaryからvenous

phaseにS８／４腫瘤に一致した淡い濃染を認めた。また、CTA早期相で、内部の不均一な

濃染と軽度のAPshuntを、また、CTA後期相で、腫瘤に薄いcorona様濃染、末梢側肝実

質に楔形濃染を認めた。以上から、肝内胆管細胞癌、あるいは、混合型肝癌（Vp０、stage２）

が疑われた。また、中部食道に５�長の早期食道癌も認めたため、転移性肝病変を否定す

る目的で、２１G majima needleで、針腫瘍生検を行った。術前、中分化型腺癌と診断され、

胆管細胞癌と診断された。肝S４／８部分切除が行われた。術後病理で、細胆肝細胞癌（cho-

langiolocellular carucinoma：CoCC）と診断された。

考 察：細胆肝細胞癌（細胆管癌）は、稀な疾患で、術前診断が容易でなく、治療法、予後など一

定の見解が得られておらず、現時点で不明な点が多い。

結 語：Ｂ型健常キャリア、慢性肝疾患ではHBs抗原が陰性化し、HBs抗体が陽性になっても肝臓

がんを発症する可能性があるため、生涯にわたり定期フォローが必要と考えた。

８３



７．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数

胃 が ん １３ ２３ ３６５ ６ １９ １２５ ２９ ４，７９２ ６９５ ４８ ４，８３４ １，１８５

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ４ １３ ６２ １２ １００ １５３ ６ ３０ ８６ ２２ １４３ ３０１

乳 が ん ２ １８ ６０ １ ５ ２２ １ ４ ３１ ４ ２７ １１３

大腸がん ８ １６ ２７５ ４ ４ ５４ ２８ １１９ ６８８ ４０ １３９ １，０１７

肝臓がん ５ ８ ２２９ ５ １５ ９３ ３ ８ ４２ １３ ３１ ３６４

合 計 ３２回 ２８回 ６７回 １２７回
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◎一次検診登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等
受講点数対象期間

子宮がん検診実施（一次
検診）医療機関

Ｈ２４．４．１～Ｈ２５．３．３１ Ｈ２４年度中

肺がん一次検診医療機関 Ｈ２３．４．１～Ｈ２６．３．３１ Ｈ２５年度中

乳がん一次検診医 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１ Ｈ２６年度中 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１

乳がん検診一次検査（乳
房Ｘ線撮影）医療機関

Ｈ２３．４．１～Ｈ２６．３．３１ Ｈ２５年度中

◎精密検査登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等
受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１ Ｈ２６年度中 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１ Ｈ２６年度中 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ２３．４．１～Ｈ２６．３．３１ Ｈ２５年度中 Ｈ２３．４．１～Ｈ２６．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ２３．４．１～Ｈ２６．３．３１ Ｈ２５年度中 Ｈ２３．４．１～Ｈ２６．３．３１

大腸がん検診精密検査
（注腸Ｘ線）

Ｈ２３．４．１～Ｈ２６．３．３１ Ｈ２５年度中 Ｈ２３．４．１～Ｈ２６．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ２２．４．１～Ｈ２５．３．３１ Ｈ２４年度中 Ｈ２２．４．１～Ｈ２５．３．３１

�．各がん検診精密検査医療機関登録について

鳥取県健康対策協議会においては、市町村が実施する各種がん検診の精度管理、向上のため、登録

基準を設け、各がん検診精密検査医療機関の登録を行っております。登録基準については、平成１０年

度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会各がん対策

専門委員会において、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登録実施要綱

等が設定され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし

たら、鳥取県健康対策協議会事務局（�０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。

記

１．改正の要点

� 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも

のについてのみ登録する。

� 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は

３点とする。

� 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。

� 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

� 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

次回の更新時期
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※平成２４年度中に「肝臓がん検診精密検査登録医療機関」の更新手続きを行います。昨年度の委員

会において、超音波検査機器のデジタル化等に伴い、「肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準」の

一部改正案が承認され、平成２５年４月より適用されることとなりました。

なお、平成２５年度登録より適用する基準は９４頁に掲載しておりますので、ご高覧の上、ご留意下さ

い。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ６回／年
西部 ２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ２２回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる

こと。

３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。

４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送する

こと。

５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。

７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。

８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望

ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん

検診症例検討会
全県 １回／年

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。

２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。

４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検

診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回

しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし

たこととする。
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対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん検診従事者講習会 東部 １回／年 ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ５回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。

２ 気管支ファイバ－スコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。

３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、

合計２０点以上を取得すること。

（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回参加は必須事項）

（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点

（３） 日本肺がん学会総会 ５点

（４） 肺がん検診セミナー ５点

（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点

８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま

しい。

８９



（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会

全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波

検査装置を有すること。

２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量

（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。

なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査

を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。

３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。

なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を

修了していることが望ましい。

４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。

５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市

町村に送付すること。

６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、

乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること

とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。

また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、

「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県

乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す

ること。

８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］

１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届

け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。

２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像

の提出を求めることができる。

３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。

４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結

果を委員会での審議の資料とする。
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鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）を有すること。

２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量

（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。

なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査

を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。

３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。

なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を

修了していることが望ましい。

４ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できるか又はＳ状結腸内視鏡検査及び注腸エックス線検査が実施できる

こと。

２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ

と。

３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。

４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望

ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す

ること。

６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す

ること。

８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、

がん登録についても同様であること。

９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが

望ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録基準

１ 次の基準にあうエックス線撮影装置で注腸エックス線検査が実施できること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望

ましい。

２ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す

ること。

３ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す

ること。

５ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、

がん登録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

８ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが

望ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点 （島根県開催も対象）

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ６回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ４回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部 ２回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

（注） 上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議すること

とする。

鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準（平成２５年度登録より適用）

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。

３ 精密検査として、少なくとも血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検

査及びHCV―RNA検査（アンプリコア定性法）が実施できること。

４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。

（１） 走査方式は電子コンベックス方式が可能であること。

（２） ２系統以上の距離計測機能を有していること。

（３） ポラロイド撮影装置、プリンターマルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像記

録装置を有していること。

（４） 観察用モニターは、１２インチ以上であること。

（５） 携帯型超音波装置は除く※。

※一部携帯型で高機能の装置が出ているため、希望があれば装置を確認し、十分な画像があれば承

認するものとする。

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。

ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。

【主な改正案内容】

機器のデジタル化に伴い、プローブ１２８素子以上の高密度多素子プローブの項目を削除。また、９

インチの観察用モニターは既に市場にないことから、１２インチ以上と改正（携帯型超音波装置は除く）。

ただし、一部携帯型で高機能の装置が出ているため、希望があれば装置を確認し、十分な画像があれ

ば承認するものとする。

９４



（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診

発見乳がん症例検討会
全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準

１ 登録資格は医師とし、専攻科は問わない。

２ 乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１２点以上取得していること。ただし、乳が

ん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見がん症例検討会には、必ず１回は出席していること。

３ 新規登録の場合は、次のいずれかを受講すること。

（１） 原則として健対協の主催する一次検診医講習会を受講すること。

なお、この講習会は、乳がん及び乳がん検診についての一般的知識、特に視診及び触診に重

点をおいた診断法、触診の実技の習得を目的とし、乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発

見乳がん症例検討会に引き続いて年１回開催するものである。

（２）（１）の講習会を受ける事ができなかった場合は、部会等の長が指名した部会及び委員会の医師

系委員から（１）に準じた指導を受けること。この場合、指導した医師が、一次検診医として十分

能力が得られたと認定した時点をもって終了する。

４ 上記２、３にかかわらず、次に該当する場合は、登録できものとする。

（１） 日本乳癌学会認定の専門医、認定医

（２） 日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員
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あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、鳥取県生活習慣病検診等管理指導協

議会の各部会と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重ね、会長の言

葉にもあるように一層の向上に努めております。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第１８報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

発刊に際し、県医師会長岡本公男先生に御指導を戴きました。また、県医師会事務局の岩垣陽子さ

ん、田中貴裕さんには何時もの様に強力なお手伝いを戴きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理事 吉 中 正 人
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